
井
伊
直
弼
の
著
述
活
動
と
片
桐
宗
猿

石
州
流
相
伝

の
師
系
を
め
ぐ

っ
て

母

利

美

和

井伊直弼の著述活動と片桐宗猿

は
　
じ
　

め
　

に

　
茶
人
と
し
て
の
井
伊
直
弼

の
研
究
は
、

一
九

一
四
年
に
中
村
勝
麻
呂

・
高
橋
箒

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

庵
編

『井
伊
大
老
茶
道
談
』
に
よ
り
、　

「茶
湯

一
会
集
」
　
(
以
下
、　
「
一
会
集
」

と
略
記
す
る
)
を
は
じ
め
、　

「入
門
記
」　
「閑
夜
茶
話
」
な
ど
の
著
作
が
翻
刻
紹

介
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
以
来
、　

「
一
会
集
」

は
直
弼
の
代
表
的
著
作
と
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
茶
人
と
し
て
の
直
弼
研
究
も
、
こ
の
著
作
を
中
心
に
お

　
　
　
　
　
　

②

こ
な
わ
れ
て
き
た
。

そ
の
評
価
は
、

幕

末
期

に
お
い
て
形
成
さ
れ
た

「
一
期

一

会
」　
「
独
座
観
念
」
な
ど
に
象
徴
さ
れ

る
直
弼
の
茶
道
精
神
は
、
近
世
以
前
の
茶

道
理
念
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
近
代
茶
道
の
胎
動
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と

　

③

さ
れ
、
現
在
も
揺
る
が
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
も
茶
人
直
弼
に
つ
い
て
は

「
一
会
集
」
を
中
心
と
し
て
研
究
が
進
め
ら

れ
て
き
た
が
、

谷
端
昭
失
氏
は
直
弼
の
他
の
著
作
に
も
視
野
を
広
げ
、

全
著
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

活
動
か
ら
検
討
す
る
必
要
性
を
述
べ
た
。
ま
た
、
井
伊
裕
子
氏
は

コ

会
集
」

の

草
稿
段
階
と
清
書
段
階
で
の
変
化
に
注
目
し
、
著
述
活
動
に
お
け
る
貴
人
の
強
調

や
、　

コ

期

一
会
」　
「独
座
観
念
」
が
草
稿
段
階
で
は
見
ら
れ
ず
、
清
書
段
階
に

至
り
始
め
て
両
者
が
相
関
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
著
述
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

期
的
考
察
を
、
彼
の
政
治
行
動
と
と
も
に
分
析
す
る
視
角
を
提
示
し
た
。
こ
れ
ら

の
指
摘
を
継
承
し
な
が
ら
、
谷
村
玲
子
氏
は
、
直
弼
研
究
の
研
究
史
を
整
理
し
、

藤
直
幹
氏
が
す
で
に
彼
の
政
治
行
動
を
考
え
る
前
提
と
し
て
直
弼
の
茶
湯
思
想
を

追
究
す
べ
き
と
す
る
指
摘
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
、
直
弼
の
茶
の
湯
以
外

の
全
著

述
活
動
の
思
想
的
位
置
づ
け
や
、
政
治
行
動
分
析
に
よ
り
、
彼
の
茶
の
湯
は
自
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

修
養
と
し
て
、
内
面
的
な
方
向

へ
向
か

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
ま
た
、
直
弼
の
著
述
活
動
を
、
井
伊
家
に
伝
来
す
る
直
弼
以
外

の
茶
書

の
全
体

像
や
諸
道
具
、
他
家
に
伝
来
し
た
直
弼
の
著
作
の
写
本
や
直
弼
が
実
際
に
関
係
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

た
茶
会
記
な
ど
か
ら
検
討
す
る
動
き
も

近
年
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ

は
、
直
弼
の
著
作
が
流
儀

・
流
派
を
超
え
た
多
く
の
茶
書
研
究
の
上
に
成
り
立

っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
こ
と
や
、
直
弼
の
流
儀

の
成
立
お
よ
び
相

伝
過
程
を
考
え
る
上
で
有
効
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
に
よ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
と
な

っ
て
き
た
こ
と
は
、
お

も
に
次

の
七
点
に
整
理
で
き
る
。

　
ま
ず
第

一
に
、
直
弼
の
茶
の
湯
観
形
成
過
程
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
直
弼
の

茶
書
に
お
け
る
著
述
活
動
は
、

天
保
七
年

(
一
八
三
六
)

頃
に
す
で
に
は
じ
ま

り
、
弘
化
二
年

(
一
八
四
五
)
の

「
入
門
記
」
に
よ
る

一
派
創
立
宣
言
に
至
る
ま

1



窓史

で
、

当
時
の
珍
奇
名
物
主
義

と
し
て

の

「世
間
茶
」

の
否
定
を
前
提
と
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
茶
の
湯
修
行
の
有
用
性

に
つ
い
て
、　
「
諸
業
」
と
の
関
わ
り
に
お

い
て
、　

「諸
業
の
助
」

と
な
り
う
る
と

い
う
消
極
的
な
肯
定
観

(「栂
尾
み
ち
ふ

み
」
)
か
ら
、

政
道
を
あ
ず
か
る
武
家

こ
そ
が

「
正
路

(道
)
の
茶
湯
」

を
学
ぶ

必
要
が
あ
る
と
す
る

「
諸
業
の
助
」

を
積
極
的
に
肯
定
す
る
茶
の
湯
観

(「茶
道

と
政
道
」
)

へ
、

さ
ら
に

「諸
業
の
助
」
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
を
目
的
と

す
れ
ば

「茶
の
道
立
ち
が
た
し
」
と
し
て
、
茶
の
湯
を
独
立
し
た
思
想
と
し
て
強

調
す
る
茶
の
湯
観

(「
入
門
記
」
)

へ
と
変
化
し
た
。
さ
ら
に
弘
化
三
年
、
世
嗣
と

し
て
江
戸
出
府
以
降
、
家
格
、
身
分
秩
序
に
規
定
さ
れ
た
武
家
社
会
の
現
実
を
踏

ま
え
、
将
軍

・
諸
大
名
の
間
に
身
を
置
く

一
大
名
茶
人
と
し
て
通
用
す
る
、　
「茶

会
」
に
お
け
る
主
客
の
心
の
あ
り
よ
う

を
重
視
し
、
茶
会
に
お
け
る
貴
人
の
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

づ
け
を
明
確
に
し
た
茶
の
湯
観
に
変
化

し
た
。

　
第

二
に
、
直
弼
の
著
述
活
動
に
影
響

を
与
え
た
人
物
の
問
題
で
あ
る
。
従
来
、

「
一
会
集
」
等
の
著
述
過
程
に
お
い
て
、
石
州
流
片
桐
宗
猿
と
の
往
復
問
答
と
し

て
の

「茶
湯
尋
書
」
が
注
目
さ
れ
て
き

た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
同
じ
く
大
和
国
小

泉
藩
の
片
桐
貞
信
と
の
交
流
が
、
彦
根
藩
の
右
筆
役
で
あ
る
真
野
明
美
を
通
じ
て

見
ら
れ
た
。
ま
た
、
真
野
を
通
じ
て
片
桐
貞
信
の
著
作
や
他
の
茶
書
の
収
集
を
お

こ
な

っ
て
お
り
、
千
家
流
茶
書
に
関
し
て
は
彦
根
藩
士
の
荒
居
善
長
の
集
書
を
受

　
　
　
　
　

⑨

け
継
い
で
い
た
。

　
第
三
に
、
直
弼
の

一
派
に
お
け
る
相
伝
構
想
の
変
化
の
問
題
で
あ
る
。
相
伝

の

前
提
に
は
、　

「
入
門
記
」
に
よ
る

一
派
創
立
宣
言
が
あ
る
が
、
直
弼
が

「栂
尾
み

ち
ふ
み
」
な
ど
の
茶
論
書
以
外
に
、
弘
化
元
年
頃
か
ら
相
伝
の
た
め
の
茶
書

の
執

筆
に
従
事
し
て
お
り
、
当
初
十
五
～
十

六
件
で
あ

っ
た
構
想
は
、

の
ち
に
三
十
四

件
、
三
十
七
件
、
四
十
三
件
、
四
十
七
件
と
拡
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
変
化
を
も
と
に
、
個
々
の
茶
書
の
執
筆
時
期
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

あ
き
氏
は
、
弘
化
期

・
嘉
永
期

・
安
政
期
の
三
つ
の
段
階
を
想
定
し
た
。

　
第
四
に
、　

「
一
会
集
」
の
執
筆
時
期
の
問
題
で
あ
る
。
従
来
、　
「
一
会
集
」

の

執
筆
は
、
片
桐
宗
猿

へ
の

「茶
湯
尋
書
」
と
の
関
係
か
ら
、
そ
の
年
代
が
判
明
す

る
嘉
永
二
年

(
一
八
四
九
)
か
ら
安
政
四
年

(
一
八
五
七
)
頃
を
中
心
と
推
測
さ

れ
、　
コ

会
集
L

の
完
成

は
、

安
政
三
年

か
ら
同
五
年
の
間
で
諸
説
が
見
ら
れ

た
。
し
か
し
、
年
未
詳
で
あ

っ
た

「茶
湯
尋
書
」
原
本
の
年
代
推
定
を
お
こ
な
う

こ
と
に
よ
り
、
片
桐
宗
猿
と
の
問
答
は
、
嘉
永
元
年
冬
頃
か
ら
嘉
永
二
年

の
十

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑪

月
頃
、
安
政
三
年
八
月
頃
か
ら
安
政
四
年
六
月
頃
ま
で
に
限
定
さ
れ
、

こ
の
間
に

六
年
余
の
空
白
時
期
が
あ
る
こ
と
、
ま
た

「
一
会
集
」

の
写
本

の
奥
書
か
ら
、
少

な
く
と
も
安
政
四
年
八
月
ま
で
に
執
筆
を
終
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
ほ
ぼ

安
政
四
年
六
月
か
ら
同
年
八
月
の
間
に
完
成
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
空
白

時
期
に
つ
い
て
は
、
直
弼
の
政
治
行
動
と
関
係
づ
け
て
理
解
す
る
説
が
有
力
で
あ

⑫る
。

　
第
五
に
、
直
弼
の
著
述
内
容
の
問
題
で
あ
る
。
直
弼
自
作

の
茶
書
に
は
、　
「当

流
茶
事
稽
古
次
第
」
に
記
載
さ
れ
る

「初
十
箇
条
」
な
ど
の
点
前
稽
古
相
伝

の
茶

書
以
外
に
、　
「
一
会
集
」
　
「茶
湯
を
り
く

草
」
な
ど
、
茶
湯

の
具
体
的
点
前
で

は
な
く
、
茶
会
に
臨
む
心
得
や
精
神
を
中
心
に
述
べ
た
茶
書
や
、　
「茶
湯
み
ち
し

る
べ

・
懐
石
弁
」
な
ど
初
学
者
向
け
に
、
茶
会
に
関
す
る
基
本
的
な
心
得
や
、
懐

石
作
法
を
述
べ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
稽
古
相
伝
の
茶
書
が
未
完
成

の
も

の
も
多

い
の
に
較
べ
、
心
得
の
茶
書
や
、
初
学
者
向
け
の
茶
書
が
ほ
と
ん
ど
完
成

を
見
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
直
弼
が
こ
れ
ら
を
優
先
的
に
完
成
さ
せ
た
形

　
　
　

⑬

跡
が
あ
る
。

　
第
六
に
、
直
弼
が
関
係
し
た
茶
会
の
問
題
で
あ
る
。
と
く
に
自
会
記
は
、
直
弼

2



醇蕘

垂
弐

井伊直弼め著述活動と片桐宗猿

が
確
立
さ
せ
て
い

っ
た
茶
の
湯
体
系
を
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
実
践
し
た
の
か
を
う

か
が
う
上
で
重
要
で
あ
る
。
直
弼
が
関
係
し
た
茶
会
は
少
な
く
と
も
二
百
会
を
超

え
て
お
り
、
安
政
三
年
か
ら
同
五
年
に
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
安
政

二
年
以
降
、
養
母
耀
鏡
院
や
息
女
弥
千
代
な
ど
身
内

の
女
性
が
参
席
す
る
茶
会
が

見
え
る
こ
と
、

安
政

四
年

十
月
以
降
、　

「毎
会
水
屋
帳
」
　
「順
会
水
屋
帳
」

な

ど
、
直
弼
側
近

の
家
臣
を
中
心
と
し
た

茶
会
が

始
ま
る
こ
と
な
ど
に
特
徴
が
あ

⑭る
。

　
第
七
に
、
直
弼
の

一
派
創
立
に
よ
る
伝
授
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
茶
名

(茶
号
)
授
与
の
時
期
や
、
茶
書

の
書

写
実
態
が
重
要
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て

は
谷
端
氏
に
よ
り
嘉
永
六
年
か
ら
安
政
四
年
に
か
け
て
十
三
名

(他
に
時
期
不
詳

が

四
名
)
が
例
示
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
使
用
例
と
し
て
の
史
料
上

の
上
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑮

で
あ
り
、
授
与
の
時
期
の
確
定
は
未
解

決
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
家
臣
の

宇
津
木
三
右
衛
門
家

・
大
久
保
小
膳
家

・
三
浦
十
左
衛
門
家

(以
上
は
い
ず
れ
も

直
弼
の
側
役
を
勤
め
た
家
)
、

茶
道
役
大
橋
家
な
ど
に
伝
来
し
た
書
写
本
が
確
認

さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
写
本
の
実
態

か
ら
は
、
書
写

の
対
象
は

「当
流
茶
事

稽
古
次
第
」
　
「入
門
記
」
　
「身
之
曲
尺
手
続
之
書
」
　
「初
十
箇
条
」　
二

会
集
L

　
　
　
　
　
　

⑯

に
限
ら
れ
て
お
り
、
相
伝
体
系
全
体
か
ら
み
れ
ば
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
、
伝

授
の
段
階
か
ら
言
え
ば
、
入
門
か
ら
初
心
の
時
期

の
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
と
く
に
第

一
・
二
と
第
四
の
問
題
を

中
心
に
、
以
下
の
観
点
か
ら
再
検
討
を
お
こ
な
い
た
い
。

　
ま
ず
、
直
弼
が
弘
化
二
年

に

「入
門
記
」
を
記
し
て

一
派
創
立
を
宣
言
す
る
た

め
に
、
石
州
流
の
誰
か
ら
相
伝
を
受
げ
た
か
で
あ
る
。
近
世
後
期
の
石
州
流
は
完

全
相
伝
制
を
採

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
流
儀
の
皆
伝
を
受
け
た
者
は
新

た
に

一
派
を
成
す
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
が
、
直
弼
が
弘
化

二
年
以
前
に
誰
か
ら

流
儀
の
伝
授
を
受
け
て
い
た
か
は
、
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
従
来

の
説
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑰

直
弼
が
幼
少
の
頃
か
ら
鼓
の
教
授
を
受
け
た
高
安
彦
右
衛
門
や
石
州
流
の
片
桐
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑱

信
の
門
人
で
彦
根
藩
の
右
筆
役
で
も
あ

っ
た
真
野
明
美
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
皆
伝
を
裏
付
け
る
史
料
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
片
桐
宗
猿

と
の

「茶
湯
尋
書
」

の
存
在
に
よ
り
、
江
戸
出
府
後

の
直
弼
は
、
宗
猿
に
師
事
し

た
事
実
が
強
調
さ
れ
、
案
外

こ
の

「
入
門
記
」

の
前
提
と
な
る
皆
伝
の
問
題
が
見

落
と
さ
れ
て
き
た
観
が
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
江
戸
出
府
以
降
、
直
弼
が
何
故
片
桐
宗
猿
に
師
事
し
た
の
か
が
問
題

で
あ
る
。　
「
入
門
記
」
以
前
か
ら
直
弼
が
宗
猿
に
師
事
し
、
宗
猿
か
ら
皆
伝
を
受

け
て
い
れ
ば
全
く
問
題
は
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
弘
化
二
年
以
前
に
直
弼
と

宗
猿
を
関
係
づ
け
る
根
拠
は
見
出
せ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
明
す
る
た
め
、

次
の
順
序
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

ま

ず
、
第

一
に
片
桐
宗
猿
と
の

「茶
湯
尋
書
」
の
年
紀
が
な
い
部
分
に
つ
い
て
の
年

代
推
定
と
、
そ
れ
以
降
の
直
弼
の
茶
の
湯
の
あ
り
方
、
第
二
に

「茶
湯
尋
書
し
と

直
弼

の
著
述
活
動
と
の
関
係
、
第
三
に
直
弼

へ
の
相
伝
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
直
弼

の
茶
湯
に
お
け
る
著
作
活
動
を
流
儀
相
伝
の
師
系
の
観
点
か
ら

位
置
づ
け
て
み
た
い
。

一　

片
桐
宗
猿
と

の

「
茶
湯
尋
書
」

　
井
伊
直
弼
と

片
桐
宗
猿

と
の

「茶
湯
尋
書
」

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
全
文
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑲

活
字
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
年
代
推
定
に
誤
り
が
見
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

た
。
ま
た
、
井
伊
家
史
料
の
目
録
で
あ
る

『
彦
根
藩
文
書
調
査
報
告
書
』
に
お
い

て
も
、
厳
密
な
年
代
推
定
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
井
伊
裕
子
氏
も
こ
の

「
茶

3
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湯
尋
書
」
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
を
直
弼
自
身
が
書
写
し
編
集
し
た

「宗
猿
先
生
茶

道
聞
書
」
や

「茶
道
聞
書
　
上
之
巻
」

「茶
道
聞
書
　
下
之
巻
」

の
分
析
に
よ
り
、

「
一
会
集
」
執
筆
と
の
関
係
や
、

現
存
す
る

「茶
湯
尋
書
」
以
外

の
も
の
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

在
、
相
伝
の
正
当
性
な
ど
を
指
摘
し
た
が
、
年
代
推
定
は
具
体
的
に
は
行

っ
て
い

な
い
。
筆
者
自
身
も
年
代
推
定
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
分
析
対
象
史
料
の
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

落
と
し
な
ど
、
初
歩
的
誤
り
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
年
代
推
定
は
、
直
弼

の
茶

の

湯
観
の
形
成
か
ら
完
成

へ
い
た
る
過
程
を
分
析
す
る
上
で
基
礎
的
な
作
業
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
本
章

で
は

「
茶
湯
尋
書
」

と
直
弼

の
著
述
活
動
と
の
具
体
的
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊧

を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
再
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
分
析
対
象
は
、
①
井
伊
直
弼
が
片
桐
宗
猿
に
宛
て
た
茶
湯
問
答
の
還
返
状
の
原

本
十
三
通

(本
稿
で
は

「茶
湯
尋
書
」
と
呼
ぶ
)、

②
直
弼
が

「茶
湯
尋
書
」

の

控
え
と
し
て
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る

「
茶
道
聞
書
　
上
之
巻

・
下
之
巻
」　
(本

稿
で
は

「
聞
書
控
」

と
呼
ぶ
)
、
③
直
弼
が

「
茶
湯
尋
書
」

の
内
容
を
分
類
整
理

し
編
集
清
書
し
た

「宗
猿
先
生
茶
道
聞
書
」
　
(本
稿
で
は

「聞
書

清
書
」

と
呼

ぶ
)
で
あ
る
。1

「茶
湯
尋
書
」
の
交
信
時
期
と

「聞
書
控
」

　

ま
ず
、　

「茶
湯
尋
書
」
と

「聞
書
控
」
と
の
対
応
関
係
を
明
ら
か
に
し
、　

「茶

湯
尋
書
し
の
年
代
比
定
を
お
こ
な
う
。
本
稿
末
尾
に
掲
載
し
た
表
1

「茶
湯
尋
書

一
覧
」
は
、　

「聞
書
控
」
の
上
之
巻

・
下
之
巻
を
も
と
に
、
各
箇
条
を
記
載
順
に

一
番
左
の

「番
号
」
欄
に
番
号
を
付
し
て
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
左
か
ら
二
番

目
の

「清
書
」
欄

は
、　
「
聞
書
控
」
と

一
致
も
し
く
は
関
連
す
る

「聞
書
清
書
」

の
箇
条
を
、　
「聞
書
清
書
」
の
記
載
順
に
番
号
を
付
し
た
数
字
を
示
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
冒
頭
の

「番
号
し
欄
の

「01
」

の
場
合
、　
「
聞
書
控
」
で
は

一
番
目
の

箇
条
で
あ
る
が
、　
「聞
書
清
書
」
で
は
十
番
目
の
箇
条
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
表
す
。
次
の

「
条
文
頭
書
」
欄
は
、　

「
聞
書
控
」
に
記
載
さ
れ
る
条
文
の

冒
頭
部
分
を
略
記
し
た
も
の
で
あ
る
。　
「聞
書
清
書
」
で
は
文
章
表
現
が
簡
略
化

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
次
の

「引
用
箇
所
」
欄
は
直
弼
の
他
の
著
述

へ
の
引

用
や
関
連
条
項
を
示
し
た
が
、

こ
の
部
分
の
分
析
に
つ
い
て
は
次
章
で
お
こ
な

う
。
最
後

の

『
茶
湯
尋
書
L

と
の
対
応
関
係
L
欄
は
、　
「聞
書
控
」
と

「茶
湯

尋
書
」
の
対
応
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
罫
線
に
よ
る
前
後
の
区
切
り
は
、

「茶
湯
尋
書
し
が
現
存
す
る
場
合
は
、
そ
の
一
通
分
の
区
切
り
を
示
し
て
お
り
、

現
存
し
な
い
場
合
は
、　
一
通
も
し
く
は
複
数
の

「茶
湯
尋
書
」
が
存
在
し
た
可
能

性
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
表
1
を
も
と
に

「茶
湯
尋
書
」
と

「
聞
書
控
」

の
上
之
巻

・
下
之
巻

と
の
対
応
関
係
の
み
を
整
理
し
た
も
の
が
次
頁

の
表
皿
で
あ
る
。
左
欄
の

「上
下

通
番
」
は
、　

「聞
書
控
し

の
上
之
巻

・
下
之
巻
の
通
し
番
号
を
示
し
て
い
る
。
右

欄
内
に
記
し
た
○
内
の
数
字
は
、
分
析
の
便
宜
上
付
し
た

「茶
湯
尋
書
」
の
通
し

番
号
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
こ
の
表
H
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、　

「聞
書
控
」

の
上
の
巻
で
は

「茶
湯

尋
書
」

の
各

一
通
ず

つ
に
記
載
さ
れ
た
箇
条
配
列
を
替
え
ず
に
、
そ
の
ま
ま
書
写

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、

月
日
の
記
載
の
あ
る
③

か
ら
⑧

ま
で
の

「茶
湯
尋
書
」
の
間
隔
は
、
ほ
ぼ

一
か
月
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
干

支
や
閏
月
か
ら
、
ほ
ぼ
嘉
永
二
年
と
推
定
で
き
る
⑤

・
⑦

の

「酉
」
、
⑧

の

「閏

四
月
」
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
月
日
の
順
序
は
錯
乱
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
つ
ま
り
、　

「聞
書
控
」
は
直
弼
が
片
桐
宗
猿
と
の

「茶
湯
尋
書
し

で
の
交
信

順
に
、　

一
通
ず

つ
箇
条
配
列
を
替
え
ず

に
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
り
、

し
か
も

「
茶
湯
尋
書
し

の
交
信
頻
度
は
、
約

一
か
月
と

一
定
間
隔
で
あ

っ
た
と
推
定
で
き

4



井伊直弼の著述活動と片桐宗猿

表II一 ①　 「聞書控」上之巻(嘉 永期)

匡樋劃 r茶湯尋書」との対応関係

1^-17 ①現存せず(嘉 永元年10月 中旬頃)
*こ れ らは複数回の尋書の可能性もある。

18～22　 ②井伊22632:年 月 日未詳(嘉 永元年11月 中旬頃)

　　　　　 *Nal8～22迄,5ケ 条全部を収録。

25-32

33^50

i51 ^'70

71^-90

91～99

100.109

110129

③ 井 伊22631:年 未詳12月15日 付(嘉 永 元年)

*臨23～32迄,10ケ 条 全部 を収 録 。

④ 井 伊22627:年 未詳 正 月19日 付(嘉 永2年)

　 Na33～50迄,20ケ 条 の 内18ケ 条 を 収録 。

⑤ 井 伊22598:酉2月17日 付(嘉 永2年)

*喩51～70迄,20ケ 条 全部 を収 録 。

⑥ 井 伊22628:年 未 詳3A21Q付(嘉 永2年)

*Nα71～90迄,20ケ 条 全 部 を収 録 。

⑦ 井 伊22608:酉4A17日 付(嘉 永2年)

*Nα91～99迄,10ケ 条 の 内9ケ 条 を収 録 。

⑧ 井 伊22626:閏4月161付(嘉 永2年)

*Nα100～109迄,10ケ 条 全 部 を 収 録 。

⑨ 井 伊22633:年 月 臼未 詳(嘉 永2年5月 中旬 頃)

*Na110～129迄,2◎ ケ条 全 部 を 収 録 。

表II一 ② 　 「聞書控」下之巻(嘉 永期)

1上樋 劃
「茶湯尋書」との対応関係

1・3・一・551畷 存 せず(嘉 永 ・年6月 中願)

表III　 「聞書清書」　(安政期)

齬翻 「茶湯尋書」との対応関係

156^-165

166^186

187^-199

200^214

①井伊25630;年 未詳11月21日 付(安 政3年)

包紙上書 「茶事尋書」

②井伊25350:巳 正月12日 付(安 政4年)
*関 連 資料:井 伊25315(控)

*尋 書 には,180の 後にr一 風炉二て夜の点前…

　…」の一条あり。

③井伊25353:巳2月21日 付(安 政4年)　 　　　 1

*包 紙 上書 「巳二月廿一 日出,同 三月廿七 日着,△1

　 茶道尋書,内 ニケ条再問すへし」　　　　　　　 1
*尋 書 には・195の 後に 厂一夏ハ平茶碗……」のi

　 一条あり。

215-224}⑤ 井伊25629・ 靺 詳6月8附(安 政4年)」

225

④井伊25349:巳4月26日 付(安 政4年)
*関 連 資料:井 伊25351(包 紙上書 厂巳四月廿六

　 日出,万 事尋之下書」)
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _}

⑥ 現存せず。
*厂 茶湯亭主心得書」の寸法と同じ。

5

る
。
か
り
に
、
こ
の
推
定
に
従
う
と
、
②
は
③

の
一
か
月
前
で
嘉
永
元
年
十

一
月

中
旬
頃
と
考
え
ら
れ
、
①

は
複
数
の

「
茶
湯
尋
書
」

の
交
信
が
あ

っ
た
可
能
性
も

あ
る
が
、
少
な
く
と
も
嘉
永
元
年
十
月
中
旬
頃
に
は
、
直
弼
と
宗
猿
と
の
問
答
が

開
始
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
⑨
に
つ
い
て
は
⑧

の
一
か
月
後
の
嘉
永

二
年
五
月
中
旬
頃
と
推
定
で
き
る
。

　

つ
ぎ
に
、　
「聞
書
控
」
の
下
の
巻
は
、
上
の
巻
と
同
様
の
体
裁

・
装
幀
で
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、

二
十
五
箇
条
分
を
筆

写
す
る
の
み

で
あ
る
。

⑩

に
該
当
す
る

「茶
湯
尋
書
」
が
現
存
し
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
推
測
で
あ
る
が
、
⑩
を
筆
写
し

た
段
階
で
、
直
弼
と
宗
猿
と

の
間
で
の
や
り
と
り
が
、
中
断
も
し
く
は
何
ら
か
の

　
表
1
に
示
し
た
と
お
り
、
「
聞
書
清
書
」

は

「聞
書
控
」
と
は
異
な
り
、
「茶
湯

尋
書
」
の
各
箇
条
の
内
容
を
、
何
ら
か
の
意
図
に
よ
り
分
類
整
理
し
、
配
列
を
並

べ
変
え
て
編
集
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

「聞
書
控
」
に
記
載
さ
れ
た
箇

条
の
内
、　
「
聞
書
清
書
」
で
は
十
五
箇
条
分
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
こ
の
削
除
部
分
は
、　

「聞
書
控
」
で
は
該
当
箇
条
の
下
部
空
欄
に

「△
」

の
符
合
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
炉
に
関
す
る
箇
条
の
下
部
に

「炉
」
の
墨
書
を

2

　
「茶
湯
尋
書
」
と

「聞
書
清
書
」

変
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

壅
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付
し
た
部
分
が

二
箇
所
確
認
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
直
弼
は

「聞
書
控
」
を
分

析
し
な
が
ら
分
類
整
理
を
お
こ
な

っ
た
形
跡
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、　
「
聞
書

清
書
」
に
は
分
類
を
示
す
見
出
し
な
ど
は
な
く
、
直
弼
が
ど
の
よ
う
に
分
類
基
準

を
設
け
た
か
は
、
今
後

の
検
討
課
題
で
あ

る
。

　
た
だ
し
、
例
え
ば
、
第

一
か
ら
第
三
箇
条
は

「石
州
三
百
箇
条
」
や
石
州
流
本

家
で
の
茶
事
に
つ
い
て
の
概
念
、
第
四
か
ら
第
七
箇
条
は

「遠
州
」　
「織
部
」
な

ど
他
流
に
お
け
る
流
儀
と
石
州
流
と
の
異
同
に
つ
い
て
、
第
八
か
ら
第
十
四
箇
条

は
、　

「風
呂

(
炉
)
」

の
際
の
点
前
作
法

な
ど
に
つ
い
て
、
第
十
五
か
ら
第
二
十

一
箇
条
は
席
中
の
飾
り
つ
け
に
つ
い
て
、
第

二
十
三
か
ら
第
三
十
箇
条
は

「花
」

に
関
す
る
こ
と
、
第
三
十

一
か
ら
第
三
十
四
箇
条
は
茶
会
に
お
け
る
衣
服

・
携
帯

物
に
つ
い
て
な
ど
の
よ
う
に
、　
「
聞
書
清

書
」
は
宗
猿
と
の

「茶
湯
尋
書
」
を
単

に
問
答
の
記
録
と
し
て
で
は
な
く
、
の
ち

の
利
用
も
考
慮
に
入
れ
、
関
連
す
る
箇

条
を
ま
と
め
て
配
列
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
分
類
整
理
に
よ
る
配
列
整
序
は
途
中
で
終
わ

っ
て
お
り
、
表

1
に
見
る
よ
う
に
、
第
百
五
十
六
箇
条
以
降
は
、
部
分
的
に

「茶
湯
尋
書
」
の
箇

条
を
削
除
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
記
載
順
に
筆
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。　
「聞
書
清
童
目」
の
第
百
五
十
六
箇
条
以
降
を
、
表
1
を
も
と
に

「茶
湯
尋

書
」
と
の
対
応
関
係
の
み
を
整
理
し
た
も

の
が
5
頁
の
表
皿
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
月
日
の
記
載
の
あ
る
①
か
ら
⑤
ま

で
の

「茶
湯
尋
書
」

の
間
隔
は
、
③
か

ら
④

の
二
か
月
余
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
四
十
日
前
後
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら

に
、
え
と
の
判
明
す
る
②
か
ら
④
は
、　

「巳
」
の
年
、
す
な
わ
ち
安
政
四
年
と
推

定
で
き
る
。
か
り
に
、
こ
の

一
定
間
隔
で
宗
猿
と
の
問
答
が
繰
り
返
さ
れ
た
と
想

定
す
る
と
、
①
は
②
の
約
四
十
B
前
で
あ
る
か
ら
安
政
三
年
の
十

一
月

二
十

一
日

と
考
え
ら
れ
、
⑤
は
④
の
約
四
十
日
後
の
安
政
四
年
六
月
八
日
の
も
の
と
考
え
ら

れ
、
⑥
は

一
箇
条
の
み
で
あ
り

「茶
湯
尋
書
」
も
現
存
し
な
い
が
、
さ
ら
に
そ
の

四
十
日
後
と
す
る
と
安
政
四
年
の
七
月
下
旬
頃
と
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、　

「聞
書
控
」
に
筆
写
し
た
部
分
を
嘉
永
元
年
十
月
頃
～
同
ご
年
五

月
頃
に
か
け
て
の
も
の
と
す
る
と
、
第
百
五
十
六
箇
条
以
降
は
安
政
三
年
十

一
月

～
同
四
年
七
月
頃
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
り
、

こ
の
間
に
約
六
年
半

の
空
白
時
期

が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
、
こ
こ
で
は
直
弼
が
宗
猿
と
の

「茶
湯
尋
書
」
の

交
信
を
嘉
永
期
か
ら
安
政
期
に
か
け
て
継
続
的
に
お
こ
な

っ
て

い
た
の
で
は
な

く
、

二
つ
の
時
期
に

一
定
間
隔
で
集
中
し
て
い
た
こ
と
、
な
ん
ら
か
の
事
情
に
よ

り
中
断
し
て
い
た
交
信
が
安
政
三
年
十

一
月
頃
に
再
開
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
も
、

そ

の
最
後
は
安
政
四
年
中
で
あ
り
、
安
政
五
年
四
月
に
直
弼
が
大
老
に
就
任
す
る

以
前
に
終
了
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

3
　
交
信
間
隔
と
空
白
時
期

　
さ
て
、

つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
前
節
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
嘉
永
期

と
安
政
期

の

「茶
湯
尋
書
」
の
交
信
の
間
隔
に
約
十
日
間
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
直
弼
自
身
の
環
境
の
変
化
や
、
宗
猿

の
返
書

の
間
隔
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
両
時
期

の
直
弼
の
行
動
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
嘉
永
元
年
は
、
直
弼

は
ま
だ
藩
主
に
就
任
し
て
お
ら
ず
、
十
二
代
井
伊
直
亮
の
世
嗣
と
し
て
基
本
的
に

江
戸
に
居
住
し
て
い
た
。
藩
主
直
亮
は
暇
を
得
て
在
国
し
て
お
り
、
直
弼
は
直
亮

の
名
代
と
し
て
十
月

二
十
六
目
に
江
戸
を
出
発
し
相
模
湾
警
衛
を
巡
察
し
、
十

一

月
八
日
に
江
戸
に
帰
着
し
た
。
嘉
永
二
年
は
す
べ
て
在
江
戸
で
あ

っ
た
。

一
方
、

安
政
三
年
に
は
、
直
弼
は
す
で
に
藩
主
に
就
任
し
て
お
り
、
五
月
ま
で
は
江
戸
に

い
た
が
、

五
月
十
六
日
に
暇
を
得
て
江
戸
を
出
発
し
、

五
月

二
十
七
日
に
彦
根

6
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着
、
翌
安
政
四
年
八
月
十
七
日
に
出
府
の
た
め
彦
根
を
出
立
す
る
ま
で
在
国
し
て

い
た
。
こ
の
行
動
を

「茶
湯
尋
書
」
の
交
信
時
期
と
対
照
す
る
と
、
嘉
永
期
の
も

の
は
す
べ
て
直
弼
が
在
江
戸
、
安
政
期
の
も
の
は
す
べ
て
在
彦
根
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
江
戸
と
彦
根
間
の
飛
脚
日
数
は
三
日
間
以
上
で
あ
る
た
め
、
往
復

は
少
な
く
と
も
六
日
間
以
上
か
か
る
。
つ
ま
り
、
嘉
永
期
と
安
政
期
の
交
信
間
隔

の
ず
れ
の
原
因
の

一
つ
は
、
こ
の
両
者
居
所
の
距
離
の
問
題
で
あ

っ
た
。

　
ま
た
、
安
政
四
年
と
推
定
さ
れ
る
巳
二
月
二
十

一
日
付

「
茶
湯
尋
書
」

の
包
紙

上
書

「
巳
二
月
廿

一
日
出
、
同
三
月
廿
七

日
着
、
△
茶
道
尋
書
、
内
ニ
ケ
条
再
問

す

へ
し
」
と
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
直
弼
が
宗
猿
に
送

っ
て
か
ら
返
書
が
届
く
ま
で

に
三
十
七
日
間
を
要
し
て
お
り
、
江
戸
と
彦
根
と
の
往
復
飛
脚
日
数
の
六
日
間
を

除

い
て
も
約

一
か
月
を
要
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
日
数
の
み
で
、
す
で
に
嘉

永
期
の
交
信
間
隔
に
相
当
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
と
き
の
箇
条
数
は
十
三

箇
条
と
そ
れ
ほ
ど
多
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
齢
八
十
に
達
し
て
い
た
宗
猿
に
よ

る
返
書
作
成
に
か
か
る
日
数
が
、
嘉
永
期

よ
り
延
び
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の

「茶
湯
尋
書
」
の
返
事
が
届

い
て
か
ら
、
次
の
質
問
状
を
直
弼
が
発

信
す
る
ま
で
約

一
か
月
を
要
し
て
お
り
、
直
弼
の
側
に
も
延
引
の
事
情
が
あ

っ
た

　
　
　
　
　
　

⑳

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
交
信
の
空
白
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
問
題
を
考
え

る
上
で
、
ま
ず
解
決
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、　
「
聞
書
清
書
」

の
第

一
か

ら
第
百
五
十
五
箇
条
の
内
、
表
I
l
③
に
示
し
た
十
六
箇
条
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
該
当
す
る

「茶
湯
尋
書
」

が
現
存
せ
ず
、

月
日
の
記
載
が

な
い
た

め
、
嘉
永
期
の
最
後
か
、
安
政
期
の
最
初

の
も
の
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
部
分
は
、
嘉
永
元
年
か
ら
同
二
年
に
か
け
て
の

「
茶
湯
尋
書
」
を
筆
写

し
た
と
推
定
さ
れ
る

「聞
書
控
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分

の

「茶
湯
尋
書
」
は
嘉
永
期
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。
た
だ
し
、　
「
聞
書

清
書
」
に
記
載
さ
れ
、
し
か
も
嘉
永
期
の
部
分
と
同
様
に
内
容
分
類
に
よ
り
配
列

整
序
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
直
弼
が

「
聞
書
控
」
を
も
と

に
内
容
分
類
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、　

「聞
書
清
書
」
を
編
集
し
よ
う
と
し
た

初
期
段
階
に
は
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、

か
り
に
直
弼
が

「聞
書
清
書
」
の
編
集
を
企
図
し
た
の
を
安
政
三
年
頃
と
仮
定
す

る
と
、
こ
の
部
分
を

「聞
書
清
書
」
の
第
百
五
十
六
か
ら
百
六
十
五
番
の

「
茶
湯

尋
書
」

の
約
四
十
日
前
に
位
置
づ
け
、
安
政
三
年
十
月
上
旬
頃
に
比
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
そ
れ
で
は
、

つ
ぎ
に

「聞
書
清
書
」

の
編
集
の
開
始
時
期
を
、
別
の
角
度
か
ら

検
討
し
て
み
よ
う
。
直
弼
が
、
な
ぜ
約
六
年
半
に
も
及
ぶ
宗
猿
と
の
交
信
の
空
白

時
期
を
置

い
て
、　

「茶
湯
尋
書
」
を
再
開
し
た
か
が
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の

空
白
時
期

の
前
後
を
含
め
、
直
弼
の
行
動
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

　
嘉
永

二
年
三
月

二
十
六
日
、
藩
主
井
伊
直
亮
の
在
国
に
よ
り
、
直
弼
は
養
父
直

亮

の
名
代
と
し
て
、
ま
た
幕
府
溜
詰
席
大
名
家
の

一
員
と
し
て
江
戸
で
の
政
務
に

携
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
閏
四
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
船

マ
リ
ナ
ー
号

が
来
航
、
同
年
十

二
月
に
は
、
幕
府
は
異
国
船
打
払
令
復
活
を
予
告
し
、
諸
大
名

に
防
備
強
化
を
命
令
す
る
な
か
、
相
模
湾
警
衛
に
従
事
し
て
い
た
彦
根
藩
は
、
そ

の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
に
は
、
す
で
に
直
弼
と
宗
猿
と
の

「
茶
湯
尋

書
」
に
よ
る
交
信
は
途
絶
え
て
い
る
。

　
翌
嘉
永
三
年

二
月
五
日
に
は
彦
根
藩
の
江
戸
上
屋
敷

が
類
焼
す
る
災
難
が
あ

り
、
直
弼
も
手
元
の
書
物
類
の
大
半
を
焼
失
し
て
お
り
、
兵
学
書
や
茶
書
の
多
く

　
　
　

㊧

を
失

っ
た
。
さ
ら
に
、
同
年
三
月
頃
か
ら
在
国
中
の
養
父
直
亮
が
病
状
が
ち
と
な

り
、
八
月
頃
さ
ら
に
病
状
が
悪
化
、
九
月
二
十
八
日

つ
い
に
病
死
し
た
。
養
父
直

7



窓史

亮
の
喪
が
明
け
た
、
嘉
永
三
年
十

一
月
二
十

一
日
、
直
弼
は
直
亮

の
家
督
を
相
続

し
、

つ
い
に
彦
根
藩
主
と
な

っ
た
。
あ
ら
た
に
藩
主
と
な

っ
た
直
弼
は
、
新
藩
主

就
任
に
と
も
な
う
諸
儀
礼
を
こ
な
し
た
り
、
前
藩
主
治
世
中

の
課
題
を
解
決
す
べ

く
藩
政
改
革
に
着
手
し
、
嘉
永
四
年
三
月
に
相
模
湾
警
衛
地
を
巡
見
し
、
五
月

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊧

十
六
日
に
は
、
初
め
て
藩
主
と
し
て
国
許
に
就
封
し
た
。

　
彦
根
で
の
直
弼
は
、
藩
校
弘
道
館
の
改
革
や
領
内
巡
見
な
ど
精
力
的
に
藩
政
改

革
を
進
め
る
。
翌
嘉
永
五
年
五
月
に
は
江
戸
に
参
勤
す
る
が
、
間
も
な
く
六
月
に

な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
東
イ

ン
ド
艦
隊
が
来
航
し
幕
府
に
開
国
を
要
求
す
る
と

の
情

報
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
八
月

に
は
溜
詰
席
大
名
に
も
ア
メ
リ
カ
使
節

来
日
の
予
定
を
報
告
し
た
。
そ
し
て
、
翌
嘉
永
六
年
五
月
に
は
暇
を
得
て
六
月
朔

日
に
彦
根
に
帰
着
す
る
が
、

そ
の
四
日
後

の
六
月
五
日
、

直
弼
の
彦
根
在
国
中

に
、　
つ
い
に

ア
メ
リ
カ
艦
隊
が
来
航
し
、

そ
の
後
は
幕
府
内

の
対
応
に
迫
ら
れ

た
。
こ
の
報
せ
を
う
け
た
直
弼
も
、
七
月
十
三
日
に
は
彦
根
を
出
立
し
て
江
戸
に

取
り
返
し
、
事
態
解
決
に
む
け
て
溜
詰
席
大
名
の
中
心
と
な
り
、
幕
府

の
諮
問
に

応
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
安
政
元
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
相
模
湾
警
衛
、
江
戸

羽
田

・
大
森
警
衛
に
続
き
、
京
都
守
護
の
大
任
を
命
じ
ら
れ
、
そ
の
直
後
に
は
禁

裏
御
所
炎
上
と
い
う
大
惨
事
に
見
舞
わ
れ
、
翌
安
政
二
年
に
は
禁
裏
造
営
助
役
を

命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
当
時
の
幕
府
内
部
の
政
治
状
況
を
概
観
す
る
と
、
安
政
元
年
、
ペ
リ
ー
再

来
航

の
際
、
幕
府
の
外
交
処
置
に
不
満
を
持

っ
た
斉
昭
が
海
防
参
与
か
ら
退

い
た

後
、
反
斉
昭
派
の
閣
老
と
の
意
見
不

一
致

に
悩
む
阿
部
正
弘
は
、
斉
昭
と
協
議

の

上
、
安
政

二
年

(
一
八
五
五
)
八
月
四
日
、
反
斉
昭
派
の
老
中
松
平
乗
全

・
同
松

平
忠
優
を
罷
免
、
同
年
八
月
十
四
日
に
は
、
徳
川
斉
昭
を
幕
政
参
与
に
再
任
し
幕

政
改
革
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
。
直
弼
は
、
こ
の
報
せ
を
彦
根
で
聞
き
、　

「捨
身

興
業
之
御
深
慮
L
に
よ
り
自
ら
戒
名
を
記
し
、
位
牌
の
永
代
供
養
を
信
頼
で
き
る

家
臣
に
依
頼
し
、
幕
府
の
御
用
召
し
に
従
い
八
月
十
七
日
、
急
遽
参
府
の
た
め
彦

根
を
出
立
し
た
。
直
弼
は
死
を
覚
悟
し
、
斉
昭
派
と
の
対
決
姿
勢
を
見
せ
た
の
で

あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
嘉
永
二
年
か
ら
安
政
三
年
に
か
け
て
の
直
弼
は
、
め
ま
ぐ
る

し
い
自
身

の
境
遇

の
変
化
、
度
重
な
る
災
害
や
対
外
的
危
機
の
急
迫
、
幕
府
内
部

の
対
立
激
化
な
ど
、
課
題
山
積
の
最
中
に
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況

の
な
か
で
も
、
直
弼
が
全
く
茶
の
湯
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
こ
の
間
、
現
在
確
認
で
き
る
藩
主
就
任
後
に
直
弼
が
関
与
し
た
茶
会

の
記
録

で
は
、

嘉
永
四
年
に

一
回

(内
直
弼
亭
主

一
回
)、

嘉
永
五
年
に
四
回

(内
同

一

回
)
、
嘉
永
六
年
に
六
回

(内
同
五
回
)
、

安
政
元
年
に

一
回

(
内
同

一
回
)
、

安

政
二
年
に
十
五
回

(内
同
六
回
)
を
数
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期

の
回
数

は
、

そ
の
後
の
安
政
三
年
に
四
十
回

(内
同
十

一
回
)
、

安
政
四
年
に
五
十
六
回

(内
十

一
回
)、
安
政
五
年
に
三
十
九
回

(内
同
五
回
)
、
安
政
六
年
に
二
十
三
回

(内
同
無
し
)、
安
政
七
年
は
二
月
ま
で
で
八
回

(内
同
無
し
)
と
比
較
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

か
な
り
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
と
く
に
安
政
五
年
四
月
二
十
三
日
以
降
は
、
直

弼
が
大
老
職
に
就
任
し
、
幕
政
の
激
務
を
抱
え
て
い
な
が
ら
も
、
あ
る
程
度

の
茶

会
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
嘉
永
四
年
か
ら
安
政
ご
年
の
間
は
非
常

に
少
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
宗
猿
と
の

「
茶
湯
尋
書
」

の
空
白
時
期
は
、
直
弼
に

と

っ
て
は
藩
主
の
代
理
、
そ
し
て
新
藩
主
と
し
て
、
前
藩
主

へ
の
批
判
的
精
神
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊧

ら
善
政

へ
の
意
欲
に
み
な
ぎ

っ
た
時
期
で
あ
り
、
茶
の
湯
に
つ
い
て
の
思
索
に
集

中
出
来
る
時
期
で
は
な

っ
か
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
ん
な
直
弼
に
と

っ
て
、
安
政
三
年
五
月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
の
暇
に
よ
る
在

国
期
間
は
、
し
ば
し
江
戸
か
ら
離
れ
る
と
は
い
え
、
安
穏
と
し
た
日
々
で
は
な
か

8
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っ
た
は
ず
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

こ
れ
が
最
後

の
在
国
と
な
る
可
能
性
も
想
定
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
直
弼
の
宗
猿
と
の

「茶
湯
尋
書
」
に
よ
る
交
信
再
開
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
下
に
直
弼
の
在
国
中
に
始
ま

っ
た
。　
「聞
書
清
書
」
も
、
お
そ
ら
く

こ
の
在
国
中
に
開
始
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
、　

「聞
書
清
書
し
の
表
I
I
③
に
示
し

た
十
六
箇
条
は
、
安
政
三
年
十
月
上
旬
頃
に
比
定
す
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
ら
れ

る
。

4

「茶
湯
尋
書
」

の
終
了

と

「御
流
儀
」
の
完
成

(
一
)
　
稽
古
茶
会

の
開
始
と
流
儀
披
露

の
茶
会

　
直
弼
は
安
政
四
年
八
月
二
十
八
日
、
江

戸
着
府
後
し
ば
ら
く
す
る
と
、
十

一
月

朔
日
か
ら
、
椋
原
主
馬

・
三
浦
内
膳

・
柏
原
与
兵
衛

・
宇
津
木
六
之
丞

・
宇
津
木

幹
之
進
ら
直
弼
の
側
近
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

「毎
会
」

の
茶
会
を
始
め
、
さ
ら
に
、

十
二
月
三
日
に
は
、
杉
原
惣
左
衛
門

・
柏
原
徳
之
進

・
青
木
順
蔵

・
椋
原
木
工

・

三
浦
義
太
郎
ら
、
直
弼
の
側
近
予
備
軍
グ

ル
ー
プ
と
も
い
え
る
小
姓
ら
を
中
心
に

構
成
さ
れ
る

「順
会
」

の
茶
会
を
開
始
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
茶
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「毎
会

水
屋
帳
」
　
「順
会
水
屋
帳
」
と
し
て
記

録
さ
れ
、　

「毎
会
」

の
発
会
は
直
弼
が
亭
主
を
務

め
た
が
、
そ
れ
以
外
で
は
基
本

的
に
家
臣
が
順
次
亭
主
を
務
め
、
直
弼
を
正
客
、
他
の
家
臣
を
相
客
と
す
る
限
ら

れ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
茶
会
で
あ
り
、
い
わ
ば
稽
古
茶
会
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
稽
古
茶
会
は
、
そ
の
開
始
時
期
か
ら
推
測
す
る
と
、

直
弼
の

「
一
会
集
」

の
完
成
を
契
機
と
し
て
企
図
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
直

弼
が
創
始
し
た

「当
流
」
に
よ
る
茶

の
湯

は
、
稽
古
相
伝

の
た
め
の
伝
書
整
備
に

よ
る
点
前
作
法
の
確
立
の
段
階
か
ら
、　

「
一
会
集
」

の
完
成
に
よ
り
、
直
弼
に
よ

る
新
し
い
流
儀
と
し
て
の

「当
流
」

に
よ
る
実
践
の
段
階

へ
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
の
流
儀
は
、　

「入
門
記
」
に
お
い
て

一
派
を
宣
言
し
た
当
時
と
比
較
す
れ
ば
、

基
本
的
精
神
は
引
き

継
い
で
い
る
が
、

嘉
永
元
年
以
来
、

宗
猿
と
の

「茶
湯
尋

書
」
に
よ
る
問
答
に
よ
り
補
強
改
変
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
、
直
弼
を
亭
主
と
し
た
次
の
茶
会
が
連
続
し
て
行
わ
れ
て

　

㊧
い
る
。安

政
四
年
十

一
月
二
十
七
日
、
正
客
　
片
桐
宗
猿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
客
　
玉
井
玉
瓢
庵

・
片
桐
宗
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詰
　
　
小
縣
清
庵

安
政
四
年
十

一
月
二
十
八
日
、
正
客
　
前
津
山
藩
主
松
平
斉
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
客
　
高
橋
栄
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詰
　
　
鈴
木
春
波

　
二
十
八
日
の
茶
会
は
、
前
日
の
片
桐
宗
猿
を
迎
え
た
茶
会
と
同
じ
道
具
組
で
あ

っ
た
。
し
か
も
茶
会
後
、
居
間
に
お
い
て
玉
井
玉
瓢
庵
が
炭
手
前
を
お
こ
な
い
、

片
桐
宗
猿
が
薄
茶
を
点
て
た
、
い
わ
ゆ
る

「披
間
」
に
お
け
る
後
段
の
茶
で
あ

っ

⑳た
。
こ
れ
ら
の
茶
会
に
つ
い
て
、
谷
村
玲
子
氏
は
、
松
平
斉
民
と
の
交
会

の
意
味

を
、
同
年
十

一
月
二
十
六
日
、
つ
ま
り
連
続
す
る
茶
会
の
直
前
に
お
こ
な

っ
た
溜

詰
席
大
名
ら
と
幕
府
に
提
出
し
た
積
極
的
な
開
国
意
見
具
申
と
、
同
年
十
二
月
十

六
日
の
松
平
斉
民
の
中
将
昇
進
と
を
関
連
づ
け
、
通
商
許
容
派
で
あ
る
松
平
斉
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

と
の
政
治
的
関
係
の
た
め
の
茶
会
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
し
か
し
、
直
弼

の

茶
の
湯
が
茶
会
に
お
け
る

「茶
」
に
対
す
る
主
客
の
心
の
対
話
を
重
視
し
て
い
る

と
す
る
な
ら
ば
、
直
弼
が
あ
え
て
何
ら
か
の
政
治
的
目
的
に
よ
り
茶
会
を
催
し
た

と
す
る
谷
村
氏
の
推
測
は
肯
首
し
が
た
い
。

　
ま
た
、
戸
田
勝
久
氏
は

「披
間
」
に
お
け
る
後
段
の
茶
に
注
目
し
、
茶
の
湯
の

9



窓史

「不
可
思
議
」
を
指
摘
し
た
。
直
弼
は
、

こ
の
茶
会
の
お
よ
そ

一
か
月
前
、
初
冬

(十
月
)
に

「披
問
之
弁
」
を
著
し
、　

「今
世
流
布
之
数
寄
者
、
茶
湯
を
も
よ
ふ

す
に
、
懐
石
濃
茶
す
め

ハ
、
御
退
屈
に
も
候
は
ん
と
て
、
披
問

二
う
つ
り
、
薄
茶

点
し
、
或

ハ
酒
肴
、
蕎
麦
切
や
う

の
も

の
な
と
出
す
事
も
有
り
と
そ
、
利
休
か
た

て
置
た
る
、

草
庵

の
清
風

ニ
ハ
そ
む
け

る
事

二
て
、

実

二
歎
息
之
至
り
な
り
」

と
、
当
時
の
茶

の
湯
に
お
け
る
茶
会
後

の

「披
間
」
で
の
後
段
の
茶
を
批
判
し
、

「実
意
の
茶
湯
を
い
た
さ
れ
、
客
も
ま
た
得
道

の
茶
人
な
ら

ハ
、
披
の
間
の
事
努

々
お
も
ひ
も

よ
ら
す
か
し
」

と
否
定
し
、
師
と
あ
お
ぐ

片
桐
宗
猿
に
意
見
を
求

め
、　

「此
御
書
之
意
味
御
考
之
通
御
座
候
、
私
義
御
同
意

二
付
奥
書
仕
候
」
と
の

奥
書
を
得
た
の
で
あ

っ
た
。
戸
田
氏
は
、

こ
こ
で
の

「不
可
思
議
し
の
含
意
を
具

体
的
に
は
示
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
そ
の
直
弼
が
、
敢
え
て
師
宗
猿
を
招
い
て
の
茶

会
に

「披
間
」
を
設
け
て
い
た
の
に
は
、

む
し
ろ

「
不
可
思
議
」
で
は
な
く
、
そ

れ
を
お
こ
な
う
積
極
的
な
意
図
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
あ
く
ま
で
推
論
で
あ
る
が
、

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
直
弼
が
安
政
三
年
五

月
か
ら
安
政
四
年
八
月
ま
で
の
在
国
中
に
完
成
し
た
、　
コ

会
集
L
等
に
よ
り
体

系
化
し
た
自
ら
の
新
た
な
流
儀
を
、
そ
れ
ま
で
幾
た
び
も
示
教
を
仰
い
で
き
た
師

宗
猿

に
披
露
す
る
内
祝
い
と
し
て
の
、

い
わ
ば
祝
賀
茶
会

の
意
図
が
あ

っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
正
客
が
宗
猿
、
相
客

は
玉
井
玉
瓢
庵
と
片
桐
宗
牛
と
、
片
桐

宗
猿

の
関
係
者
と
思
わ
れ
る
が
、
詰
は
直

弼
の
門
弟
で
あ
り
、
彦
根
藩
の
奥
医
師

で
も
あ
る
小
縣
清
庵

(
号
宗
石
)
が
勤
め
、
直
弼

の
流
儀
で
の
茶
会
が
円
滑
に
す

す
め
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
た
。
玉
井
玉
瓢
庵
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で

あ
る
が
、
片
桐
宗
牛
に
つ
い
て
は
、
宗
猿

の
妻
女
で
あ
り
、
嘉
永
五
年
頃
か
ら
直

弼
の
勧
め
に
よ
り
彦
根
藩
の
江
戸
屋
敷
奥
向
き
に
お
い
て
、
直
弼
の
養
母
耀
鏡
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

や
奥
女
申
ら
に
石
州
流

の
茶

の
湯
を
教
授

し
た

「鉄
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
主
客
に
よ
る
茶
会
は
、
直
弼
を
亭
主
と
し
て
直
弼

の
流
儀
に
し
た
が

っ
た
茶
室
に
お
け
る
前
段
の
茶
会
、
そ
し
て
後
段
に
は
、
場
所
を
替
え

「披
間
し

に
お
い
て
、
流
儀
完
成
の
祝
賀
の
意
を
こ
め
て
宗
猿
が
薄
茶
を
点
て
る
と
い
う
趣

向
を
想
定
で
き
よ
う
。

宗
猿
は
前
段
の
茶
会
に
お
い
て
、

祝
賀

の
意
で
あ
ろ
う

か
、　

コ
咼
砂
し
と
銘
し
た
自
作
の

「
花
入

一
重
切
」
を
持
た
せ
て
お
り
、
箱
蓋
裏

に
は

「高
砂
や
此
浦
船
に
帆
を
あ
け
て
、
翁
と
姥
と
の
む
か
し
た
つ
ね
ん
」
と
記

さ
れ
て
い
た
。　
「宗
牛
」
が
宗
猿

の
妻

「
鉄
」
で
あ
る
と
す
る
と
、
宗
猿
と
宗
牛

の
老
夫
婦
が
揃

っ
て
、
直
弼
の
流
儀
を
祝
う
と
い
う
趣
向
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
直

弼
も
当
日
の
道
具
で
は
、
茶
入
に
古
備
前
肩
衝
を
用
い
る
な
ど
、
い
た

っ
て
侘
び

の
道
具
立
て
の
な
か
に
、　
「
下
條
長
兵
衛
寿
字
」

の
薄
茶
器
面
取
を
用
い
、
下
條

長
兵
衛
家
の
末
裔
で
あ
る
宗
猿

に
対
す
る
敬
意
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
二
十
八
日
の
松
平
斉
民
を
正
客
と
す
る
茶
会
は
ど

の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
花
入

(
石
州
作

一
重
切
)
・
茶
入

(
古
信
楽
)
・
茶
杓

(利
休
作
)
以
外
は
、
前
目
と
同
じ
道
具
立
て
、
し
か
も

「披
間
」
に
つ
い
て
は

「居
間
向
、
す

へ
て
前
日
二
か
は
る
事
な
し
」
と
、
前
日
の
宗
猿
を
正
客
と
す
る

茶
会
の
跡
見
会
の
様
相
で
あ
る
。
松
平
斉
民
は
、
茶
号
を
宗
予
と
い
い
、
当
日
も

幕
府
茶
道
役
の
高
橋
栄
徳

・
鈴
木
春
波
が
相
伴
し
て
お
り
、
石
州
流

の
茶
事
に
通

じ
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

　
直
弼
の
茶
会
記
に
お
い
て
は
、
嘉
永
六
年

(
一
八
五
三
)

の
三
月
六
艮
と
四
月

二
十
七
日
と
、
早
い
段
階
に
二
回
と
も
正
客
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

弼
が
安
政
四
年
頃
に
著
し
た
と
考
え
ら
れ
る

「茶
道
下
留
」
に
は
、
松
平
斉
民
が

直
弼
を
招
い
た
茶
会
に
お
け
る
前
礼
と
し
て
、　

「○
松
平
越
後
守
宗
予
茶
事
之
文

写
、
奉
書
竪
結
ひ
文
也
」
と
題
す
る
書
状
の
や
り
と
り
が
、
次

の
よ
う
に
書
き
留

10
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め
ら
れ
て
い
る
。

①

尚

々
、
前
後
御
礼
之
義

ハ
御
断
申
上
置
候

　
　

一
筆
奉
呈
候
、

其
後

ハ
御
無
音
申
上
候
、

扨

ハ
明
後
五
日
正
午

粗
茶
申
度

　
　
候
、
為
御
案
内
、
恐
々
謹
言

　
　
　
四
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　

　

宗
予

(花
押
)

　
　
　
〆
　
樹
露
軒
君
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
宗
予

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
炉
辺

②
右
返
翰

　
　
　
尚
々
、
前
後
御
礼
之
事
御
丁
寧
被
仰
下
、
拝
語
仕
候
、
昨
日
は
客
来
中

　
　
　
御
答
延
引
、
御
海
容
希
上
候
、
以
上

　
朶
翰
拝
読
候
、
如
貴
諭
従
是
も
御
無
音
打
過
、
不
本
意
至
り
二
候
、
然
は
、

　
明
五
日
正
午
御
茶
可
被
下
候
条
、
千
万
辱
奉
存
候
、
乍
楽
参
上
可
仕
候
、
右

　
御
答
如
此
御
座
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹
露
軒

　
　
卯
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
観

(花
押
)

　
　
〆
　
宗
予
君
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹
露
軒

　
　
　
　
　
　
貴
酬

③
又
同
所
よ
り
之
文

　
　
　
尚
々
、
前
後
御
礼
之
義
は
御
断
申
上
置
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(奉
力
)

　

一
筆
奉
呈
上
候
、
不
順
之
処
、
愈
御
清
栄
に
大
賀
候
、
扨
は
御
兼
約

二
付
、

　
明
後
九
日
正
午
粗
茶
申
上
度
、
為
御
案
内
、
恐
々
謹
言

　
　
五
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
予

(
花
押
)

　
　
〆
　
樹
露
軒
君
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
予
拝

　
　
　
　
　
　
御
風
炉
辺

①

と
②

は
、

同
じ
茶
会
に

お
け
る
往
復
書
簡

で
あ
り
、

「其
後

ハ
御
無
音
申

上
」
と
松
平
斉
民
が
述
べ
る
こ
と
か
ら
、

直
弼
と
何
ら
か
の
関
係
を
持

っ
て
以

来
、
し
ば
ら
く
書
信
を
通
じ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
ま
ず
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

③

に
は

「
御
兼
約

二
付
」
と
記
し
て
お
り
、
斉
民
は
兼
ね
て
か
ら
直
弼
と
の
茶
会

の
約
束
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
直
弼
が
斉
民
を
招
い
た
記
録
は
、
安
政
四

年
十

一
月
を
除
げ
ば
、
嘉
永
六
年

の
二
回
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
弼
と
斉
民

の
茶
事
に
お
け
る
交
際
が
嘉
永
六
年
頃
に
始
ま
る
と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
①
か
ら

③

の
往
復
書
簡
は
、

い
ず
れ
も
直
弼
が
斉
民
を
招
い
た
茶
会
の
後
に
交
わ
さ
れ
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
①

・
②
は
三
月
七
日
の
茶
事

の
約

一
か
月
後
で

あ
り
、
①

の
文
中
の

「
其
後

ハ
御
無
音
申
上
」
と
は
、
直
弼
主
催

の
茶
会

の
後
、

音
信
が
し
ば
ら
く
途
切
れ
た
こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
③
は
、

四
月
二
十
七
日
の
直
弼
主
催

の
茶
会

の
十
日
後
で
あ
り
、
こ
の
茶
会
に
お
い
て
、

今
度
は
松
平
斉
民
が
直
弼
を
招
く
こ
と
を

「兼
約
」
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
往
復
書
簡
を
直
弼
は
書
き
留
め
た
の
か
。
前
述

の
通
り
、
直

弼
が
関
与
し
た
茶
会
は
二
百
会
以
上
を
数
え
る
が
、
そ
れ
ら
の
茶
会
に
関
係
す
る

書
簡
の
内
、
直
弼
が
書
き
留
め
た
の
が

こ
の
三
通

の
み
で
あ
り
、
し
か
も
松
平
斉

民
と
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の

こ
と
よ
り
、

あ
く
ま
で
推
測
で
は
あ
る

が
、
直
弼
の
江
戸
出
府
後
、
松
平
斉
民
は
茶
事
に
お
い
て
早

い
段
階
か
ら
の
直
弼

の
理
解
者
で
あ
り
、
な
お
か
つ
直
弼
に
と

っ
て
、
茶
事
に
お
い
て
他

の
大
名
と
は

こ
と
な
る
特
別
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
と
す
れ
ば
、
宗
猿

を
招
い
て
の
直
弼
の
新
し
い
流
儀
完
成
を
披
露
し
た

「祝
賀
」
茶
会

の
翌
日
、
直

弼
は
斉
民
を
招
き
、
師
宗
猿
に
披
露
し
た
茶
会
を
同
様
の
形
式
で
示
し
、
そ
の
完

成
を
互
い
に
喜
び
合

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
十
七
日
の
道
具
立
て
の
中

で
、
花
入

・
茶
入

・
茶
杓
を
替
え
た
の
も
、
二
十
八
日
の
茶
会
は
、
た
ん
に
跡
見

と
し
て
の
茶
会
で
は
な
く
、
斉
民
に
対
す
る
敬
意
と
考
え
て
お
き
た
い
。
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窓史

　
以
上
の
こ
と
を
、
当
時

の
直
弼
が
関
与
し
た
、
こ
の
両
日
の
茶
会
に
前
後
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

茶
会
の
状
況
か
ら
も
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
安
政
四
年
八
月

二
十
七
日
、
直
弼
は
彦
根
か
ら
江
戸
に
到
着
し
、
上
府
に
際
し

て
の
幕
府
や
老
申
た
ち

へ
の
報
告
な
ど

の
諸
儀
礼
を
済
ま
せ
、
十
月
六
日
に
は
桜

田
の
上
屋
敷
で
茶
会
を
催
し
て
い
る
が
、
そ
の
茶
室
は

「新
席
」
と
さ
れ
、
新
た

に
造
作
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
直
弼

は
、
安
政
四
年
の
五
月
二
十
六
日
の
彦
根

在
国
中

の
茶
会
で
も
、　

「新
建
館
」
の
茶
室
で
側
近
の
家
老
や
側
役
を
招
い
た
茶

会
を
催
し
て
お
り
、
彦
根

・
江
戸
の
両
地
に
お
い
て
茶
室
を
新
設
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
十

一
月
十

一
日
に
は
正
午
に

「表
席
」

で
、
同
月
二
十
六
日
に
は

「花

月
亭
」
に
お
い
て
茶
会
が
あ
り
、
十

一
月
朔
日
に
直
弼
の
側
近
た
ち
と
の
稽
古
茶

会
と
し
て

「
毎
会
」

の
茶
会
が
開
始
さ
れ
た
。
同
月
五
日
に
も

二
回
目
の

「毎

会
」
茶
会
が
催
さ
れ
た
。
十

一
月
七
臼
に
な
る
と
、
直
弼
の
息
女
弥
千
代
を
亭
主

と
し
た
茶
会
が
あ
り
、
正
客
は

「奥
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
直
弼
の
正
室
昌
子

で
あ
る
。
相
客
は
奥
女
中
の
藤
川

・
長
尾

・
喜
瀬
野
、
詰
に
は
宗
牛
の
名
が
見
え

⑰る
。
同
月
二
十
四
日
に
は
、
ふ
た
た
び

「新
御
席
」
に
お
い
て
鶴
見
軍
平
を
亭
主

と
し
て
、
直
弼
を
正
客
に
、
弥
千
代

・
奥
女
中
ら
と
の
茶
会
が
催
さ
れ
た
。
こ
の

三
日
後
に
先
の
宗
猿
を
迎
え
た
茶
会
、

四
日
後
に
斉
民
を
迎
え
た
茶
会
が
営
ま

れ
、
十
二
月

一
日
の
三
回
目
の

「毎
会
」

茶
会
を
経
て
、
十
二
月
三
日
に
は
直
弼

の
小
姓
を
中
心
と
し
た
稽
古
茶
会
で
あ

る

「順
会
」
が
開
始
さ
れ
た
。
十
二
月
五

日
に
は
、
四
回
目
の

「毎
会
し
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
十
二
月
七
日
に
は
、
直
弼

が
亭
主
、
正
客
は
養
母
耀
鏡
院
、
相
客

は
女
中
む
つ

・
く
に

・
増
尾
、
詰
は
宗
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
い
う
茶
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。
十
二
月
に
は
、
そ
の
後
も
茶
会
が
多
く
、
十
日

・
十
四
日

・
十
六
日

・
十
八
日

・
十
九

日

・
二
十
六
臼

・
二
十
七
日
と
続
い
て
い

る
。

　

つ
ま
り
、
直
弼
は
自
身
の
流
儀
の
完
成
に
向
け
て
安
政
三
年
か
ら
安
政
四
年

の

在
国
中
に
、
精
力
的
に

「
一
会
集
」
を
は
じ
め
と
す
る
茶
書
執
筆
に
専
念
す
る

一

方
、
彦
根

・
江
戸
と
も
に

「新
建
館
」
ま
た
は

「
新
席
」
な
ど
の
茶
室
造
作
を
指

示
し
、
江
戸
に
帰

っ
て
か
ら
最
初
の
茶
会
を
そ
の

「新
席
」
で
お
こ
な
う
な
ど
、

流
儀
完
成
を
予
め
想
定
し
た
準
備
を
お
こ
な

っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま

た
、
そ
の
後
、
十

一
月
に
は
少
な
く
と
も
七
回

(内
、
直
弼
亭
主
は
三
回
、
直
弼

正
客
は
三
回
)、
十
二
月
に
は
十

一
回

(内
、

直
弼
主
催
は
三
回
、

直
弼
正
客
は

八
回
)
も
の
茶
会
に
関
係
し
て
お
り
、
直
弼
が
い
か
に
精
力
的
に
自
身
の
流
儀
の

実
践
を
は
か

っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
直
弼
が
彦
根

藩
関
係
者
以
外
を
招
い
た
茶
会
は
、
さ
き

の
宗
猿

・
斉
民
の
茶
会
の
み
で
あ
り
、

直
弼
が
流
儀
完
成
を
披
露
し
よ
う
と
し
た
意
図
は
十
分
に
想
定
で
き
よ
う
。

(
二
)
　
「
鉄
」
と

「片
桐
宗
牛
」

　

つ
ぎ
に
、
安
政
四
年
十
月
か
ら
十
二
月
の
茶
会
の
内
、
十

一
月
七
日
と
、
丁
度

一
か
月
後
の
十
二
月
七
日
の
茶
会
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
両
茶
会
に

は
、
い
つ
れ
も
詰
の
位
置
に

「宗
牛
」
の
名
が
見
え
て
い
る
。
宗
牛
は
、
十

一
月

二
十
七
日
の
宗
猿
を
招
い
た
茶
会
に
相
客
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
片
桐
家
関
係

者
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
、
戸
田
勝
久
氏
は
片
桐
宗
牛
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

片
桐
宗
猿

の
息
男

「片
桐
鍬
五
郎
」
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
両
日
の
参
席
者
の

構
成
と

「宗
牛
」
と
の
関
係
に
留
意
し
な
が
ら
再
検
討
す
る
。

　
ま
ず
参
席
者
は
直
弼
を
除
き
、
そ
の
呼
称
か
ら
、
い
ず
れ
も
井
伊
家
奥
向
き
の

女
性
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
な
か
で
も
、
十
二
月
七
日
の
茶
会
に
養
母
耀
鏡
院

と
同
席
し
た

「
増
尾
」
な
る
人
物
は
、　

『井
伊
大
老
茶
道
談
』
に
収
録
さ
れ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

耀
鏡
院
の
侍
女
竹
内
増
尾
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
侍
女
増
尾
の
記
憶
が
正
し
い
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と
す
る
と
、
夫
直
亮
に
先
立
た
れ
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
失

っ
て
い
た
養
母
耀
鏡
院

に
対
し
、
直
弼
は
嘉
永
五
年
の
あ
る
月
に
茶

の
湯
を
勧
め
た
。
そ

の
指
南
役
と
し

て
片
桐
宗
猿
の
妻

「鉄
」

に
依
頼
し
、
奥

女
中
た
ち
も
耀
鏡
院

の
お
相
手
と
し
て

稽
古
を
し
、
ほ
ぼ

「鉄
」
か
ら
伝
授
を
承
け
た
頃
、
直
弼
の

一
派
の

「御
流
儀
」

が
完
成
し
、
そ
れ
か
ら
は
、
そ
の

「御
流
儀
」
に
し
た
が
い
茶
の
湯
を
お
こ
な
う

こ
と
に
な
り
、
直
弼
か
ら
そ
の
茶
書
を
見

せ
て
も
ら
い
筆
写
し
、
耀
鏡
院
に
差
し

上
げ
、
奥
女
中
た
ち
も
こ
れ
に
倣

っ
て
茶

の
湯
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な

っ
た
と
い

う
。
事
実
、
直
弼
の
関
係
し
た
茶
会
に
お

い
て
、
安
政
二
年
頃
か
ら
直
弼
の
側
室

「
し
つ
」
　
「さ
と
」
を
は
じ
め
、
直
弼

の
家
族
や
奥
女
中
た
ち
が
参
席
す
る
茶
会

が
頻
繁

に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
安
政

二
年
三
月
十
三
日
に
藩
医
で
あ
る
中
島
宗

達
を
亭
主
と
し
て

六
畳
広
間
の

「御
席
」

で
お
こ
な
わ
れ
た
稽
古
様
の
茶
会
で

は
、
正
客
を
直
弼
と
し
、
次
客
に

「於
鉄
」
の
名
が
見
え
て
お
り
、
こ
の
人
物
が

侍
女
増
尾
の
伝
え
た
宗
猿

の
妻

「鉄
」
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、

こ
の

「
鉄
」
な
る
人
物
は
、
片
桐
宗
猿

・
門
弟
ら
の
関
係
し
た
安
政
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

間
の
も
の
と
さ
れ
る
茶
会
記
に
も
登
場
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
二
回
の
参

席
者
を
参
考
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
①

正
月
廿
二
日

　
時

亭

村
井
広
三
郎

　
　
　
　
客
　
山
本
半
之
丞

・
片
桐
宗
猿

・
玉
井
四
郎
五
郎

・
石
渡
忠
七
郎

・
柴

　
　
　
　
　
　
田
藤
兵
衛

・
片
桐
梧
秋

・
田
宮
宗
幻

・
片
桐
か
ね

・
上
野
は
な

　
②

二
月
七
日
正
午

時

亭

石
渡
忠
七
郎

　
　
　
　
客
　
村
井
広
三
郎

・
玉
井
四
郎

五
郎

・
片
先
生

・
柴
田
藤
蔵

・
沼
左

　
　
　
　
　
　
仲

・
片
桐
梧
秋
女

・
上
野
花
女

・
片
桐
兼
女

・
田
宮
宗
幻

　
①

・
②
と
も
、
呼
称
か
ら
男
女
同
席
の
茶
会
と
考
え
ら
れ
、
①

の
茶
会
の

「
片

桐

か
ね
」
と
②

の

「片
桐
兼
女
」
は

「
か
ね
」
の
訓
読
が
共
通
す
る
こ
と
や
参
列

者

の
構
成
か
ら
同

一
人
物
と
推
測
さ
れ
、　

「片
桐
梧
秋
」
も
女
性
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、　

「
玉
井
四
郎
五
郎
」
は
、
安
政
四
年
十

一
月
二
十
七
日
の
茶
会

に
宗
猿

・
宗
牛
と
同
席
し
た

「
玉
井
玉
瓢
庵
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
人
物
関
係
か
ら
、
こ
の
片
桐
宗
猿

・
門
弟
ら
の
茶
会
は

「
宗
牛
」
が
詰
の

位
置
を
占
め
た
十

一
月
七
日
と
十
二
月
七
日
の
茶
会
と
、
そ
う
遠
く
は
な
い
時
期

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、　

「宗
牛
」

の
人
物
比
定
に
関
し
て
は
、
次

の
三
点
を
指
摘
で
き
る
。
第

一
に
、
直
弼
の
息
女
弥
千
代
を
亭
主
と
し
、
ま
た
養

母
耀
鏡
院
を
正
客
と
し
た
両
茶
会
の
参
列
者
は
い
つ
れ
も
井
伊
家
内
部
の
奥
向
き

女
性
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
彼
女
ら
を
指
導
し
た
と
さ
れ
る

「
鉄
」
が
、
彼

女
ら
の
後
見
と
し
て
詰
の
位
置
に
同
席
す
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
戸
田
氏
が
指
摘

し
た
、
　
「増
尾
」
が
語
る
こ
と
の
な
か

っ
た
宗
猿

の
息
男

「
片
桐
鍬
五
郎
」
が
同

席
す
る
こ
と
は
却

っ
て
不
自
然
で
あ
る
こ
と
、
第

二
に
、
こ
れ
ら
①

・
②

の
茶
会

に
同
席
し
た
片
桐
梧
秋
は
女
性
で
あ
り
、

宗
猿

の
息
男
で
は
な
い
こ
と
、

第
三

に
、
宗
猿
は
安
政
年
間
初
め
に
は
す
で
に
齢
七
十
代
後
半
に
達
し
て
い
た
が
、
戸

田
氏
が
確
認
さ
れ
た
祥
雲
寺
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
、
宗
猿

の
息
男
も
安
政
四
年
に

は
二
十
八
歳
と
考
え
ら
れ
、
宗
猿
か
ら
流
儀
相
伝
を
受
け

「宗
牛
」

の
茶
号
を
名

乗

っ
て
い
る
の
な
ら
、
宗
猿

・
門
弟
の

一
連
の
茶
会
に
そ
の
名
が
見
え
な
い
こ
と

は
不
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
十

一
月
七
日
と
十
二
月
七
日
の
両
茶
会
に
見
え
る

「宗

牛
」
は
、
片
桐
宗
猿
の
息
男

「片
桐
鍬
五
郎
」
と
す
る
よ
り
も
、　

「
鉄
」
と
同

一

人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　
さ
ら
に
大
胆
な
仮
説
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

こ
の
両
茶
会
は
、
直
弼
の
江
戸
帰

府
後
、
新
た
に
完
成
し
た

「御
流
儀
」
に
基
づ
き
稽
古
を
重
ね
た
茶
会
を
、
直
弼

'13
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の
家
族

お
よ
び
、

長
年
の
間
、
家
族
の
茶
の
湯
指
南
を
行

っ
て
き
た

「鉄
11
宗

牛
」
の
後
見
の
も
と
で
披
露
す
る
茶
会

で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
さ
き
に
見
た

宗
猿

・
斉
民
と
の

「祝
賀
」
茶
会
と

一
連
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

二
　

「
茶
湯

尋

書
」

と
直

弼

の
著
述

活
動

　
直
弼

の
茶
の
湯
に
関
す
る
著
述
活
動

は
、
弘
化
二
年
の

「
入
門
記
」
に
よ
る

一

派
創
立
宣
言
に
前
後
し
て
は
じ
ま
り
、
嘉
永
期
お
よ
び
安
政
期
の
段
階

へ
と
経
過

す
る
に
し
た
が
い
拡
大
し
て
い

っ
た
。

こ
の
著
述
活
動
の
内
、
嘉
永
期
以
降

の
も

の
は
、
宗
猿
と

の

「茶
湯
尋
書
」
に
よ
る
交
信
と
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
前
章
で
の

「茶
湯
尋
書
」

の
年
代
推
定
を
も

と
に
、
直
弼
が

「茶
湯
尋
書
」
に
よ
り
、
著
述
活
動
の
ど
の
段
階
で
何
を
宗
猿
に

確
認
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
嘉
永
期

・
安
政
期
の
直
弼
の
著
述
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
関
係
が
深
い

「閑
夜
茶
話
」
や

「茶
道
下
留
」
な
ど
、
稽
古
相
伝

の
伝
書
以
外

の
著
述
と

「茶
湯
尋
書
」

の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
い
、
直
弼
の
著
述
活

動
に
お
け
る

「
茶
湯
尋
書
」

の
意
義
を
再
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　

1
　

「茶
湯
尋
書
」

の
著
作

へ
の
引
用
関
係

　
表
1
に
お
け
る

「引
用
箇
所
」
欄
は
、　
「
茶
湯
尋
書
」

の
質
疑
応
答
と
直
弼
の

著
述
と
の
引
用
関
係
や
関
連
部
分
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
直
弼
が
最
終
的
に
構

想
し
た
伝
書
は
四
十
八
件
で
あ
る
が
、

現
存

す
る
も
の
は
二
十

一
件
で
あ
る
た

⑯め
、
表
1
で
は

「茶
湯
尋
書
」
の
各
箇
条
の
引
用
関
係
等
を
網
羅
す
る
こ
と
は
不

可
能
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存
す
る
も

の
か
ら
出
来
る
限
り
関
連
著
述
を
抽
出
し

記
載
し
た
。

た
だ
し
、

記
載
文
言
が
厳
密
に

一
致
し
な
い
も
の
や
、
著
述
に
採

用

・
不
採
用
を
問
わ
ず
抽
出
し
て
い
る
た
め
、
あ
く
ま
で
目
安
と
し
て
見
て
い
た

表
耳
　

「茶
湯
尋
書
」
と
直
弼
著
述
の
関
係
頻
度

嘉

永

期

　

安
政

期
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著

述

名

「
入
門
記
」

「
初
十
箇
条
」

「
身
之
曲
尺

・
手
続
之
書
」

「
石
州
流
長
板
九
段
書
拜
飾
替
秘
事

」

「
無
盆
唐
物
点
等
五
種
手
続
之
書

」

「
真
懐
石
」

「
炭
之
書
」

「
灰
之
書
」

「
廻
り
炭

・
廻
り
花

・
花
月
三
式
書

」

「
茶
湯

一
会
集
」

「
茶
湯
を
り
く

草
」

「
閑
夜
茶
話
」

「
茶
道
下
留
」

　
　
一
回

　
　
五
回

　

な
し

　
　
一
回

　
　
二
回

　
　
一
回

　
　
三
回

　
　
二
回

　
　
一
回

三
十
二
回

十
三
回

　
　
三
回

　
　
八
回

五 三 十 八 な 一 な な な な 一 五 な
回 回 回 回 し 回 し し し し 回 回 し

だ
き
た
い
が
、
著
作
別
に
関
連
頻
度
を
示
す
と
表
W
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
嘉
永
期
に
較
べ
安
政
期
に
は
、
関
連
著
述
が

「初
十
箇
条
」

「
一
会
集
」
　
「
茶
湯
を
り
く

草
」
　
「茶
道
下
留
」
　
「閑
夜
茶
話
」
な
ど
に
限
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
、
直
弼

の
一
派
創
立
宣
言
の
原
点
で
あ

る

「
入
門
記
し
に
関
連
す
る
質
疑
が
嘉
永
期
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
、
従
来

の
指
摘

ど
お
り

コ

会
集
」　
「茶
湯
を
り
く

草
」
は
両
時
期
と
も
頻
度
が
高
く
、
同
時

 平
行
し
て
執
筆
が

お
こ
な
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
、

ま
た
嘉
永
期
の
質
疑
の
多
さ

は
、
そ
の
執
筆
に
お
け
る
基
本
的
構
想
が
、
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
こ
乏
を
う

か
が
わ
せ
る
。

　
し
か
し
、
意
外
で
は
あ
る
が
、
稽
古
相
伝
の
伝
書
と
し
て

「当
流
茶
事
稽
古
次

第
」
な
ど
に

「
入
門
記
」
の
次
に
掲
げ
ら
れ
、
相
伝
の
茶
書
と
し
て
は
早
い
段
階

で
完
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

「初
十
箇
条
」
に
つ
い
て
、
嘉
永
期
の
み
な
ら
ず



井伊直弼の著述活動と片桐宗猿

安
政
期
に
も
五
回
の
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま

た
、　
コ

会
集
」
　
「茶
湯
を
り
く

草
」
を
は
じ
め
と
す
る
直
弼
の
著
述
活
動
の

備
忘
録
的
役
割
を
担

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

「閑
夜
茶
話
」
や

「茶
道
下
留
」

の
記
述
に
つ
い
て
も
、
両
時
期
に
わ
た
り
質
疑
応
答
が
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
傾
向
か
ら
、
嘉
永
期
は
直
弼
が
自
身

の
茶
湯
流
儀
に
則
し
た
相
伝
茶

書
の
全
体
像
を
模
索
し
な
が
ら
、
精
力
的
に
著
作
活
動
を
行

っ
て
い
た
時
期
と
考

え
ら
れ
、
安
政
期
に
は
、
あ
る
程
度

の
構
想
が
か
た
ま
り
、
質
疑
の
内
容
も
絞

っ

て
い

っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
嘉
永
期
お
よ
び
安
政
期

の
具
体
的
な
質
疑
内
容
の
中
で
の
特
徴
を

検
討
し
て
み
よ
う
。

2

石
州
流
茶
書
に
関
す
る
問
答

　
ま
ず
、
直
弼
が
宗
猿
に

「茶
湯
尋
書
し
の
初
期
段
階
で
質
疑
し
た
も
の
と
推
定

し
た
部
分

の
中
で
、
次
の
第
九
箇
条
に
注
目
し
た
い
。

　
○
平
点
規
範

・
刀
自
袂

∴
溪
鼠
余
談

・
逆
流
玄
談

・
和
泉
草
、
右
等
之
書
類
相

　
　
用
可
然
哉
、

　
　
答
、

初
四
通
り
之
本
宜
敷
書

ニ
ハ
候
得
共
、

私
方

二
而
者

余
り
相
用
ひ
不

　
　
申
、
和
泉
草

ハ
専
相
用
申
候
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(傍
線
筆
者
)

　
直
弼
は
、
近
世
中
期
の
石
州
流
茶
人

で
あ
る
大
口
樵
翁

の
著
書

「
平
点
規
範
」

「
刀
自
袂
」　
「溪
鼠
余
談
」　
「逆
流
玄
談
」
と
、
近
世
前
期
の
石
州
流
茶
人
で
あ

る
藤
林
宗
源
の
著
書

「和
泉
草
」
に
つ
い
て
、
参
考
と
す
べ
き
か
を
尋
ね
た
が
、

宗
猿
は
、
大
口
の
も
の
は
良
本
で
は
あ
る
が
私
方

に
て
は
あ
ま
り
用
い
な
い
、
し

か
し
、　

「和
泉
草
」

は
よ
く
用
い
る
と

返
答
し
た
。

大
口
の
書
物
の
内
、　

「(交

会
)
平
点
規
範
」
と

「溪
鼠
余
談
」

は
、　

「
一
期

一
会
」
や

「
独
座
観
念
」
な
ど

の
直
弼
の
茶
の
湯
観
の
確
立
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

「
刀
自
袂
」
も
直
弼
自
筆
の
写
本
が
井
伊
家

に
伝
来
す
る
こ
と
か
ら
、
直
弼
が
重

視
し
て
い
た
書
物
と
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
書
物

は
、
直
弼
が
宗
猿
に

質
疑
す
る
以
前
か
ら
参
考
と
し
て
い
た
書
物
と
見
ら
れ
る
が
、
宗
猿

へ
の
質
疑

の

初
期
段
階
で
、
こ
れ
ら
の
書
物

の
有
用
性
を
確
認
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
具
体
的
に
は
、　

「平
点
規
範
」

は

「
一
会
集
」

の

「懐
石
中
　
か
よ
ひ
　
客
給

様
」
の
項
に

一
回
引
用
さ
れ
る
が
、

　
　
又
平
点
規
範

二
、
客
上
戸
な
ら

ハ
大
盃
を
持
出
す
と
い
ふ
事
あ
り
、
是

ハ
論

　
　
す
る
に
不
足
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(傍
線
筆
者
)

と
、
傍
線
部
分
の
よ
う
に
否
定
し
た
。

　

つ
ぎ
に
、　

「溪
鼠
余
談
」
は

コ

会
集
L
の

「中
立
」
の
項
に

一
回
引
用
箇
所

が
見
ら
れ
、

　
　
渓
鼠
余
談

二
、
浅
露
地
鳴
物

ハ
無
用
也
、
深
き
露
地
た
り
と
も
敬
客

ニ
ハ
用

　
　
捨
あ
る

へ
し
、
雪
中

・
月
夕

・
雨
中
、
露
地

二
風
情
あ
る
時
節

ハ
鳴
物
を
打

　
　

へ
し
云
々
、
此
説
も
又
前

の
説

二
同
し
く
、
茶
道
の
本
意

二
い
た
ら
さ
る
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(傍
線
筆
者
)

と
、
傍
線
部
分

の
よ
う
に
、
や
は
り
否
定
的
に
引
用
さ
れ
た
。　
「茶
湯
を
り
く

草
」
に
も

一
回
引
用
箇
所
が
見
ら
れ
、　

「雨
中
会
」
の
箇
条
で
、

　
　
渓
鼠
余
談

二
、
軒
下

二
水
次

・
湯
桶

・
手
桶
な
と
に
水
を
入

レ
出
す

へ
し
、

　
　
三
斎
翁
は
雨
中

二
椽
端

二
水
瓶
、
唐
金
か
南
京
物

二
水
を
入

レ
出
さ
れ
し
事

　
　
さ
あ
り
、

ケ
様
之
時
は
塵
穴
を
水
門

二
用
る
事
も
あ
り
、
さ
る
故

二
穴
の
際

　
　

に
平
よ
き
石

一
ツ
置
事
也
、
亭
主
軒
下

へ
手
水
廻
し
置
候
問
、
御

一
人
く

　
　
御
手
水
候

へ
と
挨
拶
し
て
も
よ
し
、
客
は

一
人
く

会
釈
し
て
手
水

二
立

つ

　
　

へ
し

15
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と
、
肯
定
的
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

「逆
流
玄
談
」
で
は
、　
「
茶
湯
を
り
く

草
」

の

「
正
客
差
支

二
而
代
客
来
臨

之
茶
湯
」
の
項
に
引
用
さ
れ
、

　

一
主
君
正
客
の
時
、
差
支
有
之
、
代

り
と
し
て
来
臨

の
客

ニ
ハ
秘
蔵
を
出
す
と

　
　
云

へ
と
も
、
名
物

一
ツ
は
不
出
残

し
可
置
、
重
而
主
君
御
入
之
為
な
り
、
御

　
　
使
者

二
来
儀
之
仁
に
も
右
之
心
得

也
、
た
と

へ
茶
湯
不
案
内
た
り
と
も
、
略

　
　
す
る
事
な
く
も
て
な
す

へ
し
、
其

始
終
を
主
君
江
咄
し
申
さ
る
玉
も
の
な
れ

　
　

ハ
也
、
是
、
逆
流
玄
談

二
あ
ら
は
す
処
、
尤
な
る
説
な
り
、　

(傍
線
筆
者
)

と
、
肯
定
さ
れ
た
。

　

「
刀
自
袂
」

で
は
、　
「茶
湯
を
り
く

草
」

の

「独
客
会
」

の
項
に
、

　

一
刀
自
袂
と
云
書

二
、
婦
人

ハ
老
人

・
若
き
と
も
に
、
男
た
る
も
の
ひ
と
り

ハ

　
　
呼

へ
か
ら
す
、
男
も
又
同
く
、
素
書
と

い
ふ
文

二
も
、
嫌

二
さ
か
り
疑

二
さ

　
　
か
る
と
い
ふ
事
あ
り
、
其
事
な
ら

ぬ
二
、
夫
そ
と
も
う
た
か
は
れ
ん
事
を
忌

　
　
ミ
て
也
、
又
李
下
の
冠
、
瓜
田
の
沓
と
い
う
諺
も
あ
り
と
云
々
、
此
独
客
の

　
　

一
会

二
左
様
の
ひ
か
み
な
と

ハ
聊
以
な
き
事
な
れ
と
、
初
心
の
為
あ

つ
き
教

　
　
な
れ

ハ
し
る
し
置
也

と
、
肯
定
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
結

果
的
に
見
れ
ば
、

二
箇
所
で
否
定
的
に
用

い
ら
れ
た
が
、
直
弼
は
必
ず
し
も
こ
れ
ら
大
口
樵
翁

の
著
書
を
否
定
的
に
見
て
い

た
の
で
は
な
い
。
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
直
弼

の

二

会
集
L
に
お
け
る

二

期

一
会
L

と

対
を
な
す
言
葉

「独
座
観
念
」

は
、
草
稿
段
階
で
は
大
口
の

「余
情
残
心
」
が
引
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
こ
れ
に
較
べ
、
宗
猿
が

「
専
相
用
申
候
」
と
評
し
た

「和
泉
草
」

の
場
合
は
、

コ

会
集
L

に
二
回
、　
「
茶
湯
を
り
く

草
し
に
五
回
に
引
用
箇
所
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
肯
定
的
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。　
「閑
夜
茶
話
」
に
お
け

る

「和
泉
草
」
か
ら
の
引
用
箇
条
も
、
次
の
①
～
④
の
四
箇
所
が
確
認
さ
れ
、
直

弼
が
宗
猿
と

「茶
湯
尋
書
」
に
よ
る
交
信
を
始
め
る
以
前
か
ら
、　

「
和
泉
草
」
を

通
読
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

①

一
昔

ハ
富
者

・
貴
人
も
侘
た
る
者
ま
て
茶
湯
執
心
あ
れ

ハ
、
目
を
懸
、
同
座
し

　
　
て
呼
つ
呼
れ
つ
隔
な
か
り
し
也
、
然
る
二
近
代

ハ
貧
者

・
不
肖
の
人

二
た
と

　
　

へ
茶
湯

の
熱
心
あ
り
と
も
よ
せ
す
、
誠
ノ
道

ハ
か
け
た
る
風
情
な
り
と
、
藤

　
　
林
宗
源
な
け
き
た
り

②

二

説

二
、

絵

ニ
ハ
賛
な
き
を
吉
と
す
、

絵
を
見
る
人
の
心
折
合
せ
ん
か
為

　
　
　
　

(賛
)

　
　
也
、
さ
ん
あ
れ

ハ
自
然
絵
と
詠
人
の
心
と
相
違
す
る
事
も
有
れ

ハ
也
、
宗
源

　
　
之
書

二
出
る

③

一
ふ
く
さ
も
の
と
い
ふ

ハ
、
悪
し
ふ
く
さ
き
ぬ
と
い
へ
る
か
伝
来
の
よ
し
、
宗

　
　
源

の
書

二
も
出
せ
り

④

一
藤
林
宗
源
云
く
、
茶
湯
初
心

二
て
も
富
貴

二
し
て
名
物
所
持
す
れ

ハ
、
功
者

　
　

の
様

二
用
る
也
、
又
功
者
同
学
有
れ
と
も
、

一
種
も
不
持
貧
賤

の
者

ハ
、
人

　
　
数

二
せ
す
無
念
之
至
り
也
と
、
前

ニ
モ
同
シ
様
な
文
ア
リ

　
な
か
で
も
①
は
、　

「
一
会
集
」
の

「茶
湯
約
束
之
事
、
前
礼
」

の
項
の
末
尾
に

あ
る

「相
客
吟
味
之
事
」

の
箇
条
に
引
用
さ
れ
、　

「和
泉
草
日
、
む
か
し

ハ
富
者

・
貴
人
も
侘
た
る
者

二
も
、
茶

の
湯
執
心
あ
れ

ハ
、
目
を
懸
け
、
同
座
し
て
呼
つ

呼
れ
つ
隔
な
か
り
し
也
、
近
代

ハ
貧
者

・
不
肖
の
人
に
茶
の
湯
執
心
あ
る
も
よ
せ

す
、
誠
の
道

ハ
か
け
た
る
風
情
な
り
ト
云
々
、
宗
源
の
時
さ

へ
如
此
、
近
世
の
茶

人
能

々
可
心
得
」
と
、
藤
林
宗
源

の
考
え
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
部
分
は

「
一
会
集
」

の
草
稿
段
階
で
は
見
ら
れ
ず
、
清
書
段
階
で
加
筆
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、　

「
一
会
集
」

の

「着
服
　
井

二
懐
中
物
」
項
の

「
一
下
着

・
儒
伴

・
下
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帯

・
足
袋
ま
て
改
め
清
む

へ
し
、
尤
足
袋

ハ
寒
暑

二
か
x
は
ら
す
用
ゆ
る
事
古
法

也
」
で
は
じ
ま
る
箇
条
の
注
記
に
、　
「
他
流

二
、
炉

ニ
ハ
足
袋
を
用
、
風
炉

ニ
ハ

足
袋
を
不
用
、
自
然
風
炉

二
早
く
上
ケ
候
節

ハ
、
迎

二
出
る

二
も
単
物
を
着
足
袋

を
不
用
、
是
を
見
て
客
方
も
足
袋
を
脱
く
と
云
事
可
笑
の
至
り
な
り
」
と
、
他
流

で
の

「風
炉

ニ
ハ
足
袋
を
不
用
」
と
の
説
を
否
定
し
、
さ
ら
に

「
和
泉
草

二
日
、

夏

ハ
汗
あ
り
、
冬

ハ
つ
め
た
し
、
尤
之
説
也
」
と
記
し
宗
源
の
説
を
肯
定
し
た
。

こ
の
部
分
は
、　

「
一
会
集
」
草
稿
で
は

「
和
泉
草

ニ
ハ
、
夏

ハ
あ
せ
あ
り
冬

ハ
つ

め
た
し
と
て
」
と
の
み
記
さ
れ
て
お
り
、
清
書
段
階
で

「尤
之
説
也
」
と
強
調
し

た
の
で
あ
る
。

　

「和
泉
草
」

は
、
流
祖
片
桐
貞
昌
の
直
門
弟

で
あ
る
藤
林
宗
源
の
著
書
で
あ

り
、　
「閑
夜
茶
話
」
に
書
ぎ
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
直
弼
自
身
も
宗
猿
と
の

交
信
以
前
か
ら
注
目
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
宗
猿
か
ら
の

「和
泉
草

ハ
専
相

用
申
候
」
と
の
回
答
に
よ
り
、
か
れ
は

「和
泉
草
し

の
説

の
妥
当
性
を
確
認
し
、

「古
法
」

へ
の
回
帰
に
よ
る
作
法
を
、　

「当
流
」
疑
直
弼
の
流
儀
と
位
置
づ
け
た

と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
大

口
樵
翁
の
著
述
四
書
お
よ
び

「和
泉
草
」
は
、
す
べ
て
が
石
州
流
で

あ
る
こ
と
、

し
か
も
宗
猿
と
の

「茶
湯
尋
書
」

の
初
期
段
階
で
見
ら
れ
る
こ
と

は
、
当
時
の
直
弼
が
著
述
活
動
を
お
こ
な
う
上
で
、
尾
末
屋
敷
時
代
か
ら
お
こ
な

っ
て
き
た
自
身
の
流
儀
と
し
て
の
著
述
活
動
に
何
ら
か
の
疑
問
が
あ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
直
弼
が
流
祖
片
桐
貞
昌
の

「
源
流
」

を

正
し
た
上
で
の
自
流
と

し
て
の

「当
流
」
を
確
立
す
る
た
め
の
根
拠
と
し
て
、
貞
昌
の
自
著
で
あ
る

「石
州
三
百

箇
条
」
は
根
本
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、　

「
入
門
記
」
に
も
記
す
よ
う
に
、
そ
の
解

釈
を
め
ぐ

っ
て
各
門
弟
が
多
く

の
注
釈
書
を
著
し
て
、
諸
説

一
致
し
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ

っ
た
。
直
弼
は
、
ど
の
説
が
貞
昌
の
真
意
な
の
か
を
探
る
根
拠
を
、

こ
れ
ら
後
代
の
石
州
流
茶
書
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、

直
弼
は
、
宗
猿
が
貞
昌
以
来
の
流
儀
を
相
承
し
て
い
る
と
考
え
、
彼
に
流
祖
貞
昌

の
自
著
以
外
で
信
用
に
足
り
う
る
茶
書
を
宗
猿
に
確
認
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
直
弼
の
流
儀
形
成
に
お
い
て
、
彼
が
大
口
樵
翁

の
著
述
四
書
を
い
つ

頃
か
ら
注
目
し
は
じ
め
た
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

「閑
夜
茶
話
」

に
お
け
る
引
用
関
係
の
解
明
が
重
要
で
あ
る
。

3

「
閑
夜
茶
話
」
に
関
す
る
問
答

　

「閑
夜
茶
話
」
は
、
直
弼
が
諸
書
か
ら
書
き
た
め
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
起
筆

は
弘
化
元
年
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
従
来
か
ら
直
弼

の
茶
書
研
究
の
過
程
を
考

え
る
上
で
重
要
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
各
箇
条
に
は

「喫
茶
余
録
」
の
よ
う
に
典

拠
が
示
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
典
拠
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
例
も
多
く
未
解
明

な
部
分
が
多
い
。

こ
の
典
拠
の
全
体
像
に

つ
い
て
の
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

こ
こ
で
は
、

「閑
夜
茶
話
」
と

「茶
湯
尋
書
」、

お
よ
び
直
弼
の
お
も
な
著

述
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

「
一
会
集
」
に
は

「
閑
夜
茶
話
し
か
ら
の
引
用
箇
所
が

二
十
七
箇
所
、　
「茶
湯

を
り
く

草
」
に
は
十
九
箇
所
、　
「灰

の
書
」
に
は

一
箇
所
が
確
認
さ
れ
、
直
弼

が
茶
書
著
述
を
進
め
る
上
で
、
直
弼
自
身
が
編
纂
し
た

「閑
夜
茶
話
」
を
活
用
し

て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
た
だ
し
、　
「閑
夜
茶
話
」

の
説
を
そ
の
ま
ま
の
引
用
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
直
弼
自
身
が
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
説
を
引
用

す
る
上
で
、
不
明
な
点
を

「
尋
書
」
に
よ
り
確
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
「茶
湯

尋
書
」
で
は
、　
「
聞
書
控
」

の
第
四
十
九

・
八
十
三

・
百
十
八
箇
条
、　

「聞
書
清

書
」

の
第
百
七
十

・
百
九
十
二
・
百
九
十
九
箇
条
の
六
箇
条
に

「閑
夜
茶
話
」
の

説
に
関
係
す
る
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。

17



窓史

　
そ
の
内
、　

「
聞
書
控
」

の
第
四
十
九
箇
条
は
、
冬

の
寒
天
に
お
け
る
手
水
鉢
の

水
を
ぬ
る
湯
に
す
る
作
法
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
直
弼
が
、　

「寒
天
之
節

つ
く

は
い
へ
湯
を
出
ス
事
、
ぬ
る
湯

二
い
た
し
候
と
も
、
又
寒
気
の
節
ぬ
る
湯

二
て
ハ

さ
め
や
す
け
れ

ハ
、
熱
湯
を
出
し
置
、
是
を
手
水
鉢

へ
う
め
用
候
様
い
た
し
候
と

申
も

一
理
あ
り
、
如
何
」
と
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
宗
猿
は

「程
能
湯
を
湯
桶

へ
入
出

し
申
候
、

熱
湯
出
候
は
あ
し
く
候
」

と

返
答
し
て
い
る
。

直
弼
の
問
い
か
け
の

内
、
熱
湯
を
出
し
て
お
き
、
客
が
こ
れ

で
手
水
鉢
の
水
を
埋
め
て
ぬ
る
湯
に
し
て

用
い
る
作
法
は
、　

「閑
夜
茶
話
」
に
書
き
留
め
ら
れ
た
次
の
箇
条
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
る
。

　

一
山
田
宗
篇

ハ
寒
天
の
せ
つ
手
水
鉢

の
か
た
は
ら

二
湯
桶

二
湯
を
出
す
事
、

に

　
　
え
湯
を
出
す
と
い
へ
り
、
其
故
は
寒
気
の
せ
つ
な
れ

ハ
湯
さ
め
安
け
れ

ハ
に

　
　
え
湯
を
出
し
置
て
、
客
手
水
鉢
の
水
溜
り
へ
そ
の
湯
を
う
め
合
て
も
ち
ひ
よ

　
　
と

の
事
也
、
此
に
え
湯
出
す
事
宗
篇

二
か
き
る
事
也
　
　
　
　
(傍
線
筆
者
)

　
こ
の
逸
話
は
、
千
家
流
の
山
田
宗
篇

の
作
法
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、　
「
一
会

集
」
に
お
い
て
、
次
の
二
箇
所
の
注
記

で
引
用
し
て
い
る
。

　
　

コ
露
地
掃
除
井
水
L

　
　
他
流

二
熱
湯
を
出
し
置
き
客
方

二
て
手
水
鉢
の
水
を
う
め
合
遣
ふ
と
云
事
、

　
　
不
勘
弁
の
客

ニ
ハ
あ
ふ
な
き
業

二
て
不
好
と
い
へ
と
、
他
流

へ
行
キ
て
の
心

　
　
得

二
記
置

　
　

「初
入
、
主
客
挨
拶
」

　
　
他
流

二
熱
湯
を
出
す
あ
り
、
是

ハ
手
水
鉢
の
水
溜
り

へ
能
程

二
う
め
合
せ
つ

　
　
か
ふ
事
の
よ
し
、
此
義
不
好
事
な
れ
と
、
他
流

へ
客

二
行
た
る
時
心
得
居
さ

　
　
れ

ハ
甘誓
隔気
遣
敷
雷爭
な
.れ
は
一記
し
里阻

　
い
ず
れ
も
、
他
流
で
の
作
法
な
の
で
心
得
と
し
て
記
す
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
部

分
で
あ
る
が
、

二
度
も
同
じ
引
用
を
繰
り
返
す
例
は
、　
「
一
会
集
」
で
は
他
に
見

ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
法
に
つ
い
て

「
不
勘
弁

の
客

ニ
ハ
あ
ふ
な
き
業

二
て
不
好
」
ま
た
は

「
此
義
不
好
事
」
と
当
流
で
は
用
い
な
い
と
し
な
が
ら
も
、

他
流
の
作
法
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
こ
の
作
法
の
存
在
を
知
ら
な
け
れ

ば
大
事
に
い
た
る
こ
と
を
初
学
の
も
の
へ
周
知
す
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
繰
り
返
し

記
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
点
は

「閑
夜
茶
話
」
に
記
さ
れ
る
傍
線
部
分

の
記
述
で
あ
る
。
傍
線
部
に
よ
れ
ば
、
直
弼
は

「閑
夜
茶
話
」
に
こ
の
山
田
宗
篇

の
作
法
を
書
き
留
め
る
に
際
し
て
、
す
で
に

「此
に
え
湯
出
す
事
宗
篇

二
か
き
る

事
也
」
と
、
石
州
流
で
は
お
こ
な
わ
な
い
宗
篇
独
自
の
作
法
で
あ
る
こ
と
を
了
解

し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
箇
条
に
続
い
て

「
閑
夜
茶
話
し

に
書

き
留
め
た
、
宗
篇

の
作
法
に
つ
い
て
の
次
の
二
箇
条
を
見
て
み
よ
う
。

　

一
宗
篇

の
書

二
風
炉

二
て
御
茶
可
申
と
有
時

ハ
、
時
節
不
相
応
な
り
と
も
足
袋

　
　
を
は
か
す
し
て
参
る
へ
し
、
風
炉
と
も
不
知
参
た
る
と
き

ハ
、
露
地

二
入
、

　
　
雪
隠
の
戸
あ
け
置
た
ら
は
、
風
炉
の
茶
湯
と
心
得
て
腰
懸

二
て
足
袋
を
ぬ
き

　
　
入

へ
し
と
云
々
、
ふ
る
く

ハ
有
ま
し
き
事

二
覚
ゆ
、
又
風
炉

の
時

ハ
茶
入

二

　
　
て
も
棗

二
て
も
袋

へ
不
入
と
云
、
是
も

一
派

二
か
き
る
事
な
る

へ
し

　

一
宗
篇
云
く
、
立
炭
と
い
ふ
事
不
心
得
、
此
炭
仕
舞
候

ハ
玉
、
客
早
く
立
よ
と

　
　
の
事
か
、
始
終
炭
三
度

二
成
て
く
と
し
、
濃
茶
済
て
薄
茶

ハ
書
院

二
て
可
進

　
　
と
申
と
き

ハ
、
今

一
度
炭
見
申
度
由
云
て
所
望

〔
ス
〕

へ
し
、
是

ハ
一
度
よ

　
　
り
炭
を
見
さ
れ

ハ
也
と
云
々
、
是
も

一
派

二
か
き
り
た
る
説
歟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
い
ず
れ
も
傍
線
は
筆
者
)

　
傍
線
部
分
の
よ
う
に
、
直
弼
は
宗
篇
の
説
に
対
し
て
の
批
評
を
推
量
ま
た
は
疑

問
の
表
現
で
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
較
べ
、　
「
に
え
湯
」

の
箇
条
は
断
定
的
に
書

is
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い
て
は
い
る
が
、
宗
猿

へ
の
質
疑
に
も

「
に
え
湯
」

を
出
す
こ
と
に

「
一
理
あ

り
、
如
何
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
直
弼
が
こ
の
作
法
を
全
く
否
定
的
に

捉
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
　
「
茶
湯
尋
書
」
で
は
、
そ
の
疑
問
を
敢
え
て
宗
猿

に
確
認
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
直
弼

は
宗
猿

の
説
に
従
い
、
直
弼
の

「当
流
」

で
は
不
採
用
と
し
た
上
で
、
他
流
で
の
茶
会
に
参
席
し
た
場
合
の
心
得
と
し
て
注

記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
百
二
十
箇
条
余

を
数
え
る

「閑
夜
茶
話
」
の
本
文
の
大

半
を
書
き
終
え
た
、
後
か
ら
四
十

一
番
目
に
あ
た
る
こ
の
箇
条
は
、
直
弼
が
宗
猿

に
対
し
て

「茶
湯
尋
書
」
で
の
質
疑
す
る
嘉
永

二
年
ま
で
に
は
、
書
き
留
め
ら
れ

て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、　

「閑
夜
茶
話
」
の
記
述
に
は
部
分

的
に
行
間
や
紙
面
の
余
白
に
書
き
込
み
が
あ
り
、
弘
化
元
年
の
起
筆
後
、
末
尾
ま

で
書
き
終
え
た
後
に
も
加
筆
が

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、　
一
通
り
の
本
文

は
、

宗
猿
と
の

「茶
湯
尋
書
」

が
始
ま
る
頃
に
は
完
成
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
。

　
ま
た
、
直
弼
は
嘉
永
期

の
茶
書
著
述
に
際
し
て
、
そ
れ
以
前
に
書
き
留
め
て
お

い
た

「
閑
夜
茶
話
」

の
逸
話
に
つ
い
て
、
石
州
流
の
流
儀
に
あ
る
か
ど
う
か
を
宗

猿
に
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
直
弼
は
、
こ
の
他
に
も
流
祖
宗
関
に
関

す
る
逸
話
や
言
説
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
信

頼
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
確
実
な
根
拠
の
有

無
を
宗
猿
に
尋
ね
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
　
「聞
書
清
書
」
の
第
百
七
十
箇
条
の
場

合
、
茶
の
湯
の
服
装
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
直
弼
が

「石
州
流

二
服
之
伝
と
申

事
有
之
候
哉
し
と
尋
ね
た
の
に
対
し
、
宗
猿
は

「茶

の
服

二
習
ひ
有
之
候
」
と
返

答
し
た
が
、

こ
の
質
疑

は
、　
「閑
夜
茶

話
」

に
記
さ
れ
た

「関
師
壁
書
の
う
つ

し
」
と
題
す
る
流
祖
宗
関
が
書
き
残
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
次
の
九
箇
条

の
壁
書

の

る 内
o　 　、

第
七
箇
条
目

コ

茶
之
服
能

々
可
心
得
事
L
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ

　
　
　
壁
書

　

一
茶
道

二
心
懸
有
者
、
親
族
貴
賤
之
差
別
不
可
有
事

　

一
此
道

二
志
有
も
の
、
自
讃
嫌
他
不
可
致
事

　

一
吾
師

ハ
勿
論
た
と

へ
他
流

の
入
た
り
と
も
、
祖
た
る
人
の
作
意
趣
向
承
及
候

　
　
事
と
も
能
見
能
聞
、
其
所
作
を
よ
く
心
得
候
事
、
乍
然
ま
ね
を
せ
よ
と
い
ふ

　
　

二
は
あ
ら
す
自
身

の
可
為
心
得
事

　

一
草
庵

の
諸
具
、
露
地

・
懐
石

二
い
た
る
迄
、
分
限
相
応

二
可
仕
事

　

一
茶
湯
約
束

の
日
、
無
断
遅
刻
不
可
有
事

　

一
湯
相
火
相
大
切
な
る
事

　

一
茶
之
服
能

々
可
心
得
事

　

一
草
庵
其
外

の
諸
具

二
心
を
用
ひ
候
も
、
み
な
茶

一
服
の
た
め
な
れ
は
、
呉
々

　
　
も
心
得
可
申
事

　

一
茶
の
湯
は
平
生
可
心
懸
之
肝
要
也

　
　
　
丁
酉
九
月
　

　
　
　
　
　

片
石
判

　

コ

会
集
L
で
も

「着
服

井

二
懐
中
物
」
の

一
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、

直
弼
は
茶
会
に
お
け
る
服
装
も
重
視
し
、

女
性
の
服
に
つ
い
て
も

「
刀
自

袂
」

の
説
を
採
用
し
な
が
ら
言
及
す
る
な
ど
関
心
が

高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
じ
つ
は
、　
「茶
道
下
留
」
に
も
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
文
の

「関
師
壁
書
写
」
と
題

す
る
も
の
が
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、
直
弼
は
こ
の
壁
書

の
記
述
を
重
視
し
て
い

⑰た
。

ま
た
、

直
弼
の
流
儀
に
お
け
る
稽
古
次
第
を
記
し
た

「当
流
他
事
稽
古
次

第
漏
の

「奥
之
伝
五
ケ
条
」

の
中
に
も
、　
コ

石
州
伝
来
　
服
之
伝
　
同
書
」
と

掲
げ
ら
れ
、　

「当
流
」
に
お
け
る
奥
伝
の
伝
書
の

一
つ
に
位
置
づ
け
て
い
た
。
こ
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窓史

の
よ
う
な
流
祖
宗
関
が
書
き
残
し
た
も

の
と
す
る
伝
承
が
あ
る
も
の
で
も
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
根
拠
が
あ
る
か
ど
う
か
を
、
宗
猿
に
確
認
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

4

茶
の
湯
観
に
関
す
る
問
答

　

つ
ぎ
に
直
弼
の
茶
の
湯
観
、
と
く
に
彼
が
す
で
に

「
入
門
記
」
に
記
し
て
い
た

事
項
に
関
す
る
質
疑
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
直
弼
は
、
青
年
時
代
の
茶
の
湯
に
対

す
る
思
索

の
中
で
、　

「世
間
茶
」
の
否
定

を
前
提
と
し
て
、
茶
の
湯
修
行
の
有
用
性
に
つ
い
て

「諸
業
の
助
」
と
な
る
消
極

的
肯
定
観
か
ら
、
政
道
を
あ
ず
か
る
武
家
こ
そ
が

「
正
路
の
茶
湯
」
を
学
ぶ
必
要

が
あ
る
と
す
る

「
諸
業
の
助
」

の
積
極
的
肯
定
観

へ
変
化
し
た
。
そ
し
て

「入
門

記
」

に
い
た

っ
て
、　

「諸
業

の
助
」
と

し
て
の
効
用
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
次
の

よ
う
な

一
文
を
末
尾
に
記
し
、　
「諸
業

の
助
」
の
み
を
目
的
と
す
れ
ば

「茶
の
道

立
ち
が
た
し
」
と
し
て
、
茶

の
湯
を
独
立
し
た
芸
道
思
想
と
し
て
強
調
す
る
茶
の

湯
観
を
確
立
し
た
。

夫
れ
当
道
入
学

の
修
行
は
、

水
を

汲
み
塵
を
払
ひ
、

屡
々
手
練
の
功
を
加

ふ
、
是
れ
修
行
の
常
体
也
、
其
の
中
に
心
を
接
し
て
、
諸
業
の
助
け
と
為
る

こ
と
前
に
説
が
如
し
、
然
れ
と
も
諸
道
の
助
と
而
已
、

一
片
に
思
ふ
則
は
、

又
た
喫
茶
の
道
立
ち
難
し
、
虚
従
り
実
に
入
る
は
、
茶
の

一
道
也
、
此

の
茶

の

一
道
有
る
こ
と
を
知
て
、
他
学

の
道
理
を
交

へ
ず
、
我
意
を
離
れ
、
茶

の

一
道
に
合
は
ん
と
欲
し
て
、
篤
く
志
を
発
す
る
者
は
、
入
門
し
て
道
に
進
む

こ
と
速
な
る
べ
し
、
若
し
此
の
意

に
戻
る
者
は
、
入
門
の
所
詮
無
く
、
却
て

道
の
妨
げ
と
為
る
、
故
に
我
門
に
入
る
を
許
さ
ざ
る
也
、

右
入
門
の
初
学
心
得
の
為
め
、
其

の
大
旨
を
記
す
者
然
り
、　

(傍
線
筆
者
)

　

こ
の
茶
の
湯
観
は
、
直
弼
が
弘
化
二
年
に
江
戸
出
府
し
て
か
ら
も
維
持
し
続
け

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
士昂
氷
二
年
と
推
定
さ
れ
る

「酉
四
月
十
七
日
付
」

の

「
茶

湯
尋
書
」

の
第
九
十
九
箇
条
で
は
、
宗
猿
に
対
し
次
の
よ
う
に
尋
ね
て
い
る
。

　
○
本
家

ユ
ハ
石
州
之
茶
事

ハ
専
ら
武
ト
申
唱
候
、
此
事
宗
関
先
生
之
本
意

二
者

　
　
背
キ
可
申
与
存
候
、
元
来
茶
者
茶
之

一
道
有
り
て
、
茶
か
武

二
而
可
有
道
理

　
　
者
無
之
事

二
候
、

但
し
武
士
た
る
も
の
玉
致
候
業
老
、

万
事

二
付

お
の
つ

　
　
か
ら
武
ヲ
離

レ
不
申
、
是
又
自
然
之
道
理

二
候
、
強
チ
茶
ヲ
武
ト
申
成
し
て

　
　

ハ
、
茶
道
相
立
不
申
事
与
存
候
、
此
事
如
何
、　
　
　
　
　
　

(傍
線
筆
者
)

　
直
弼

の
疑
問
点
は
、
石
州
流
の

「本
家
」
で
は
、
流
祖
片
桐
貞
昌

(宗
関
)

の

茶
事
は

「武
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

「宗
関
先
生
之
本
意
」
に

背
く

の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
武
士
と
し
て
の
茶
の
湯
の
あ
り
方
を
問
う
も
の
で

あ
る
。
直
弼

の
主
張
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に

「
武
」

の
た
め
の

「茶
」
と
考
え
れ

ば
、　

「茶
道
相
立
不
申
事
与
存
候
」
と

「入
門
記
」
に
宣
言
し
た
自
説
そ
の
も
の

で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
宗
猿
の
下
札
に
よ
る
回
答
は
、　

「御
尋
之
通
り
御
尤

二
存
候
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
直
弼
の
主
張
を
肯
定
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
直
弼
は

「
入
門
記
」
執
筆
に
あ
た
り
、
そ
れ
ま
で
の
茶
の
湯
研
究

に
よ
り
自
身
の
茶
の
湯
観
を
新
た
に
創
造
し
て
い
た
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず

「
入
門
記
」
の
核
心
部
分
を
宗
猿
に
確
認
す
る
の
は
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
直
弼
が

「
入
門
記
」
執
筆
前
に
宗
猿
か
ら

直
接
教
え
を
受
け
て
い
な

っ
か

っ
た
証
左
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
直
弼
が
質
疑
の

中
で
疑
問
と
し
た
、
石
州
流
の

「本
家
」
と
は
誰
か
が
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
。

　

つ
ぎ
に
、　
「
聞
書
清
書
」

の
第
百
九
十
九
箇
条
は

「
万
里

一
条
鉄
」
に
関
す
る

質
疑
で
あ
る
。

直
弼
は

「
万
里

一
条
鉄
」

の
語
を

「入
門
記
」

に
も

記
し
て
お
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り
、
そ
の
語
の
持

つ
意
味
を
熟
知
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
え
て
そ
の
由

来
に
つ
い
て

「
流
祖
石
州
万
里

一
条
鉄
之

語
を
以
て
茶
事
の
極
意
と
せ
ら
る
N
事

は
、
皆
人
知
る
処
也
、
右

二
付
石
州
直
筆
伝
書

二
て
も
有
之
哉
」
と
流
祖
宗
関
の

「直
筆
伝
堂
日」

の
有
無
を
尋
ね
た
。

　
こ
れ
に
対
し
宗
猿

は
、　

「
宗
関

ハ
大
徳
寺
玉
室
和
尚
の
禅
弟
子

二
相
成
候
節
、

玉
室
和
尚
万
里

一
条
鉄
と
書
て
此
意
を
さ
と
り
候

へ
と
申
時
、
宗
関
筆
取
て
、
な

に
こ
と
も
お
も

ハ
て
く
ら
す
面
影
に
、
む
か
ひ
て
も
ま
た
何
か
お
も

ハ
ん
と
答
け

れ

ハ
、
玉
室
和
尚
是

二
て
禅
意

ハ
さ
と
れ
た
り
、
茶

の
極
意
も
如
是
と
申
さ
れ
た

り
」
と
返
答
し
た
。
宗
猿
の
答
は
具
体
的

な

「直
筆
伝
書
」
の
所
在
を
示
す
も
の

で
は
な
い
が
、
玉
室
宗
瑠
か
ら
与
え
ら
れ
た
公
案

「
万
里

一
条
鉄
」
に
対
し
、
宗

関
が

「な
に
こ
と
も
お
も

ハ
て
く
ら
す
面
影
に
、
む
か
ひ
て
も
ま
た
何
か
お
も

ハ

ん
」
と
の
答
え
を
示
し
た
由
来
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

　
直
弼
は
、

こ
の
宗
関
が

玉
室
か
ら
の
公
案
の
答
と
し
た
和
歌
と

「
万
里

一
条

鉄
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
す
で
に
承
知
し
て
お
り
、　
「閑
夜
茶
話
」
に
も
次
の
よ

う
な
箇
条
が
見
ら
れ
る
。

　

一
片
桐
関
師
像
大
徳
寺
芳
林
庵

二
在
之
、
為
持
ら
る
玉
所

の
笏

の
銘
自
書

の
よ

　
　
し
、
依
而
今
像
之
上

二
是
を
写

　
　
　
な
に
事
も
お
も
は
て
く
ら
す
面

か
け
に

　
　
　
　
む
か
ひ
て
も
又
な
に
か
お
も

は
ん

　
　
　
　
萬
里

一
条
鐡

　
　
従
五
位
下
石
見
守
片
桐
源
貞
俊
入
心
源
禅
師
籌
室
蒙
賜
法
名
三
斎
宗
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
四
歳

　
　
　
　
時
寛
永
十
孟
秋
日

　
す
な
わ
ち
、
直
弼
は
こ
の
大
徳
寺
芳
林
庵
に
あ
る
流
祖
像
が
手
に
持

つ

「笏
の

銘
L
に
つ
い
て
、　

「自
書
の
よ
し
」
と
い
う
伝
聞
の
根
拠
を
宗
猿
に
確
認
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、　

「聞
書
控
」　
「聞
書
清
書
」
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
嘉
永
二
年

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
酉
四
月
十
七
日
の

「
茶
湯
尋
書
」
で
は
、
次

の
箇
条
を
尋

ね
て
い
る
。

　

一
先
師
之
言

二
茶
老
虚

二
し
て
実

二
入
之
道
ト
云
々
、
是
至
極
之
教
与
存
候
、

　
　
自
虚
入
実
、
則
チ
茶
之

一
道
ト
存
候
、
此
入
実
と
申
老
如
何
成
場
を

ハ
指
て

　
　
実
と

ハ
可
申
哉
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(傍
線
筆
者
)

　
こ
れ
に
対
し
宗
猿
の
答

に
は
、　

「
御
尋
之
通
り
に
御
座
候
」
と
、
直
弼
の
問
い

の
核
心
部
分
で
あ
る

「実
に
入
る
」
と
い
う
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
何
も
記
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
た
め
、
直
弼
は

「
此

一
条
答
不
分
明
付
、
本
書

ニ
ノ
セ
ス
」
と
加

筆
し
、　
「聞
書
控
」
　
「聞
書
清
書
」
に
は
不
採
用
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
直
弼
は

「
入
門
記
」
に
お
い
て

「諸
業
の
助
と

の
み

一
片
に
思
ふ
と
き
は
則
ち
、

又
喫
茶
之
道
立
ち
難
し
、

虚
よ
り
実
に
入
る

は
、
茶
之

一
道
也
、
此
の
茶
之

一
道
有
る
こ
と
を
知
り
て
、
他
学
の
道
理
ヲ
交
え

ず
」
と
記
し
、
諸
業
の
助
の
た
め
の
茶
の
湯
を
求
め
れ
ば
、　

「
茶
之
道
」
が
成
り

立
た
な
い
、

そ
し
て

「虚
よ
り
実
に
入
る
」

こ
と
が

「茶
之

一
道
」

で
あ
り
、

「他
学
」

の
道
理
を
交
え
て
は
い
け
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
主
張
は
、
当
時
の

直
弼

の
茶

の
湯
観

の
根
幹
部
分
で
あ

っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
何
故
直
弼
は

一
派
創
立
を
宣
言
す
る
の
に
用
い
た
自
ら
の
茶
の
湯

観
を
、
あ
ら
た
め
て
宗
猿
に
問
い
た
だ
す
必
要
が
あ

っ
た
の
か
。
こ
れ
ら

「
入
門

記
」
に
関
す
る

「茶
湯
尋
書
」
の
事
例
は
、
い
ず
れ
も
嘉
永
二
年
頃
の
も
の
で
あ

り
、
直
弼
が

「
入
門
記
」
を
著
し
た
段
階
か
ら
数
年
を
経
て
、
直
弼
の
境
遇
の
変

化
か
ら
、
そ
の
茶
の
湯
観
に
揺
ら
ぎ
が
見
え
始
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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窓史

　

「虚
よ
り
実
に
入
る
」
と
の
説
は

「先
師
之
言
」
と
記
す
よ
う
に
、
流
祖
宗
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

纃

の
言
葉
と
考
え
ら
れ
、

「宗
関
公
御
自
筆
写

茶
之
湯
十
三
箇
条
」

に
見

え

る

「
一
虚
に
し
て
実

二
入
事
」
の
箇
条
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
直
弼
は
こ
の

言
葉
に
つ
い
て
、　

「茶
湯
手
前
論
」
と
題
す
る
片
桐
宗
古
の
著
作
か
ら

一
つ
の
解

釈
を
見
出
し
て
い
る
。
宗
古
の
解
釈
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

(
前
略
)
先
茶
人

ハ
、
業
を
第

一
に
修
行
し
、
そ
れ
よ
り
心
の
掃
除
を
心
掛

　
　

へ
し
、
業

ハ
日
々
修
行
し
、
心
も
日
々
掃
除
す

へ
し
、
業
と
心
と

ハ
、
両
方

　
　
の
手
な
り
、
心
地
の
修
行

の
ミ
に
て
、
わ
ざ
か
下
手
な
れ

ハ
藝
に
あ
ら
す
、

　
　
茶
湯
の
藝
也
、
藝
よ
り
心
地
の
修
行
に
い
た
る
、
是
虚
よ
り
実
に
入
と
い
ふ

　
　

へ
き
歟
、　
(
以
下
略
)

　
こ
の
宗
古
の
解
釈
は
、
戸
田
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
直
弼
が
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑲

茶

の
湯
に
関
す
る
教
訓
書
を
集
め
書
写
し
た
茶
湯
教
訓
書
に

「宗
古
先
生
茶
湯
手

前
論
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
教
訓
書
は
直
弼
が
重
視
し
た
教
訓
書
ば

か
り
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
直
弼
の
茶
の
湯
観

の
根
底
を
な
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、　

「茶
道
下
留
し
に
収
録
さ
れ
る

「
茶
事
相
伝
次
第
」
に

記
さ
れ
た
直
弼
の
流
儀
に
よ
る
伝
書
の
中
に
も
、　
「
宗
古
手
前

ノ
論
」
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
直
弼
が
い
か
に
こ
の
手
前
論
を
重
視
し
て
い
た
か
が
う
か
が
え

る
。
し
か
も
、　
「
一
会
集
」
の
到
達
し
た
茶
の
湯
観
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
純
真
無

垢
な
茶

の
湯
修
行
を
第

一
と
し
て
心
の
修
行
に
至
る
境
地
で
あ

っ
た
。

　
直
弼
が
、

こ
の
宗
古

の
説
を
い
つ
頃
知
り
得
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、　

「
入
門

記
」

執
筆
時
点
で
は
ま
だ
見
出
せ
て

い
な
か

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

そ
れ
は
、

「
閑
夜
茶
話
」
で
は
、
「
一
片
桐
宗
古
之
談

二
云
」
と
題
し
て
、
「
心
の
掃
除
せ
さ

れ

ハ
、
誠
の
茶
人

二
あ
ら
す
、
心
誠
の
道

二
叶
は
ね

ハ
、
人
と
交
て
も
終

ニ
ハ
う

と
ま
る
鼠
也
、
心
の
掃
除

ハ
と
ふ
し
て
す
る
そ
」
と
、
茶
の
湯
に
お
け
る

「心
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
関
す
る
類
似
の
説
を
書
き
留
め
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
後

に
加
筆
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
直
弼
の
稽
古
次
第
と
し
て
は
安
政
四
年
頃
に
ま
と
め
ら

れ
た
と
推
定
さ
れ
る

「茶
道
下
留
」
に
収
録
さ
れ
た

「茶
道
相
伝
次
第
」
以
前
の

も
の
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、　
「
一
会
集
」

の
清
書
段
階
で
の
直
弼
の
思
索

と
の
関
係
も
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
直
弼
が

「
入
門
記
」
を
著
し
た
時
点
で
は
、
あ
ら

ゆ
る
流
儀
を
超
え
て
、
手
の
限
り
を
尽
く
し
て
諸
書
を
渉
猟
し
た
う
え
で
自
身

の

流
儀
に
よ
る
茶
の
湯
観
を
形
成
し

一
派
創
立
を
宣
言
し
た
が
、
尤
も
重
視
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
流
祖
宗
関
の
茶
の
湯
観
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
確
た
る
裏
付
け
を
見

出
せ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
直
弼
の
茶
の
湯
観
に
お
い
て
先
述
し
た

「本

家
」

の
説
を
め
ぐ
る
疑
問
が
解
消
出
来
て
い
な
か

っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
の
で

あ
る
。

三
　
　
「
入
門
記
」
以
前

の
井
伊
直
弼

の
茶

の
湯
観
形
成

-

井
伊
直
弼
と
片
桐
貞
信

　

「茶
湯
尋
書
」
に
は
、
前
章
で
指
摘
し
た
第
九
十
九
箇
条
以
外
に
も

「本
家
」

の
説
に
つ
い
て
の
質
疑
が
、
次
の
三
箇
所
確
認
で
き
る
。

　
　

〔第
七
箇
条
〕

○
本
家
片
桐

ニ
テ
炭
手
前
羽
箒
ヲ
畳

二
置
候
時

一
礼
致
候
、
此
事
有
之
候
哉
、

　
　
答
、
炭
手
前
羽
箒
畳

二
置
候
節
、

一
礼
者
致
不
申
候
事

二
候

　
　

〔第
八
箇
条
〕

○
同
ク
家

ニ
テ
点
茶
仕
舞

二
挨
拶
、
蓋
置

ヲ
左
手

二
持
、
中
腰

ニ
テ
客
付

ノ
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(飛
力
)

　
　
へ
廻
り
右
ノ
手

二
而
鷭
ヲ
持
入
候
、
此
事
有
之
哉
、
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答
、
右

ノ
所
作
者
名
物

ノ
醗
遣

ヒ
候
節
、
右
之
通
り
持
込
申
候
、
平
日

ハ
不

　
　

仕
候
、

　
　
　
〔第
十

二
箇
条
〕

　

○
本
家

二
而
五
ツ
羽
ト
テ
五
枚
結
ヒ
ノ
羽
ヲ
遣
候
、
古
ク
ヨ
リ
有
之

二
哉
、

　
　

答
、
石
州
好
之
内

ニ
ハ
見
当
り
不
申
候
、　
　
　
　
　
(
い
ず
れ
も
傍
線
筆
者
)

　

第
七

・
八

・
十
二
箇
条
に
は

「本
家
片
桐

ニ
テ
し
　
「同
ク
家

ニ
テ
」
　
「本
家

二

而
」
と
記
す
よ
う
に
、　

「本
家
」
と
は
片
桐
の
本
家
、
つ
ま
り
大
和
小
泉
藩

一
万

一
千
石

の
藩
主
で
あ
る
片
桐
石
見
守
の
家

を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

も
、　
「茶
湯
尋
書
」
の
第
九
十
九
箇
条
に
該
当
す
る

「聞
書
清
書
」

で
は
、
冒
頭

部
分
に

「愛
宕
下

ニ
ハ
石
州
之
茶
事

ハ
専
ら
武
よ
り
出
る
と
申
唱
候
」
と
書
き
換

え
て
写
さ
れ
て
お
り
、　

「本
家
」
と
は
江
戸
愛
宕
山
泉
岳
寺
の
石
段
下
、　

「愛
宕

下
」
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
大
和
小
泉
藩

の
片
桐
家
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
本
家
は
、
当
時
の
江
戸
で

「新
石
州
流
」
を
唱
え
て

一
派
を
な
し
た
片
桐

貞
信
の
家
で
あ
る
。
た
だ
し
、
宗
猿
に
直
弼
が
質
疑
を
始
め
た
頃
と
入
れ
替
わ
る

よ
う
に
、
嘉
永
元
年

(
一
八
四
八
)
十

一
月
十
七
日
、
片
桐
貞
信
は
他
界
し
て
い

⑪る
。
　
と
こ
ろ
で
、
直
弼
が
、
彦
根
藩
士
真
野
善
次

(明
美
)
を
通
じ
て
片
桐
貞
信
と

の
交
流
が
あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
直
弼
の
茶
書
収
集
に
お
け
る
重
要
な
協
力
者
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑫

あ

っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
真
野
が
所
持
し
て
い
た
白
粕
赤
楽

茶
碗
の
外
箱
に
真
野
自
身
が
記
し
た
弘
化

二
年
付
の
墨
書
に
よ
る
と
、
彼

は
片
桐

貞
信
に
献
茶
す
る
た
め
直
弼
に

「御
手
焼
」
を
願

っ
た
と
こ
ろ
了
解
さ
れ
、
直
弼

は

「片
桐
家
御
紋
付
」
を
完
成
さ
せ
、
直
書
を
添
え
て
使
者
西
堀
太
郎
左
衛
門
か

ら
江
戸
の
真
野
に
下
さ
れ
、
弘
化
二
年

(
一
八
四
五
)
八
月
十
四
日
に
江
戸
で
拝

領
し
、
真
野
は
九
月
十
六
日
、
片
桐
貞
信
邸

へ
赴
き
、
常
観
堂
に
お
い
て
こ
の
茶

碗
で
献
茶
し
た
と
い
う
。
内
箱
の
箱
書
は
、
直
弼
の
自
筆
で

「
片
桐
家
御
紋
　
赤

楽
茶
碗
　
樹
露
軒

(
花
押
)
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、

真
野
は
、
直
弼

の
先

代
井
伊
直
亮
や
直
弼
の
茶
書
収
集
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
弘
化
三
年
、
直
弼
が
世
嗣
と
し
て
江
戸
出
府
す
る
際
に
、
直
弼
と
貞
信
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑭

間
で
交
わ
さ
れ
た
世
嗣
祝
賀
の
贈
答
歌
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
直
弼
が
真
野
を
通
じ
て
片
桐
本
家

の
貞
信
と
の
交
流
を

深
め
、
間
接

・
直
接
的
な
贈
答
を
お
こ
な

っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た

直
弼
の
世
嗣
決
定
に
際
し
て
、
譜
代
雄
藩
の
井
伊
家
三
十
万
石
の
世
嗣
と
な

っ
た

直
弼
と
、

一
万

一
千
石
の
外
様
小
藩
の
大
名
と
の
和
歌
贈
答
の
交
流
は
、
通
常

の

家
格
問
の
交
際
で
は
考
え
ら
れ
ず
、
直
弼
と
貞
信
の
た
だ
な
ら
ぬ
私
的
関
係
か
ら

生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
直
弼
と
貞
信
の
関
係
を
取
り
結
ぶ
真
野
は
、
貞
信
の
直
門
弟
で
あ
る
。
し

か
も
、
次
の
直
弼
が
真
野

へ
宛
て
た
書
状
に
よ
り
、
片
桐
貞
信
と
真
野

・
直
弼
の

繋
が
り
は
、
さ
ら
に
確
実
と
な
る
。

　
　

一
瓢
箪
形
　
　
茶
入

　
　
右
約
束
之
品
、
漸
幸
便

二
ま
か
せ
遣
申
候
、
甚
荒
々
敷
手
際

二
て
恥
入
る
次

　
　
第

二
候
、
扠
先
便
も
段
々
丁
寧
之
事
、
貴
札
披
見
い
た
し
候
、
此
度
益
茶
道

　
　
出
精
之
よ
し
、
片
桐
家

二
も
毎
々
被
参
候
段
何
寄
之
義
、
扠
々
浦
山
敷
事

二

　
　
　
　
　
　
　
　

　マご

　
　
存
候
、
何
卒
く

情

一
盃
御
修
行
第

一
存
候
、
此
方

二
て
も
所
々

二
て
、
先

　
　
師
忌
会
抔
も
催
し
候
、
誠

二
盛
ん
成
事

二
者
候
得
共
、
何
を
申
し
て
も
田
舎

　
　
の
事
、
中
く

其
方
な
と
の
修
行
に
く
ら

へ
候
て
は
、

一
向
手
ぬ
る
き
事
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(角
力
)

　
　
奉
存
候
、
返
く

も
出
情
い
た
さ
れ
候
而
、
此
度
は
何
用
も
御
聞
と
x
け
、

　
　
早
々
帰
国
之
上
、
相
談
も
頼
申
入
度
存
入
候
、
先
は
右
申
進
度
、
早
々
、
以
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上

　
　
　
　
扠
々
面
倒
な
か
ら
頼
申
入
度

一
義
御
座
候
得
と
も
、
是
は
北
川
氏
二
申

　
　
　
　
遣
候
間
、
と
ふ
そ
く

頼
入
候
、
さ
し
急
き
大
乱
書
察
読
可
得
候
、

　
　
　
　
　
霜
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
王
舎
主
人

(花
押
)

　
　
　
月
窓
庵
丈

　

こ
の
書
状
は
、
直
弼
が
兼
ね
て
真
野

(月
窓
庵
)
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
た
瓢
箪

形
の
茶
入
を
送

っ
た
際
に
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
年
紀
は
な
い
が
、
直
弼
が

「柳
王
舎
主
人
」
を
称
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
少
な
く
と
も
天
保
十
三
年
以
降

で

あ
り
、
ま
た
直
弼
が
ま
だ
彦
根
の
尾
末
屋
敷
に
居
た
状
況
か
ら
、
直
弼
が
江
戸

へ

出
る
前
年
弘
化

二
年
の
間
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
書
中
に

「此
度
益
茶
道
出
精

之
よ
し
、
片
桐
家

二
も
毎
々
被
参
候
段
何
寄
之
義
、
扠
々
浦
山
敷
事
」
と
記
す
こ

と
か
ら
、
真
野
が
江
戸
に
あ
り
、
本
家
片
桐
貞
信
の
も
と

へ
し
ば
し
ば
通
い
稽
古

を
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
を
直
弼
は

「
浦
山
敷
」
と
感

じ

て

い
る

こ
と
が
わ
か

る
。
つ
ま
り
、
真
野
が
茶
道
に
お
け
る
師
で
あ
る
貞
信
の
身
近
に
居
て
修
行
で
き

る
こ
と
を
、
直
弼
が
羨
ま
し
い
と
感
じ
る
こ
と
は
、
直
弼
が
少
な
か
ら
ず
貞
信
に

対
す
る
敬
慕
の
念
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
、
直
弼
は

「此
方

ユ
て
も
所
々

二
て
、
先
師
忌
会
抔
も
催
し
候
し
と
記
し

て
お
り
、　
「
先
師
忌
会
し

を
直
弼
単
独
で

は
な
く
、

直
弼
の
茶
の
湯
伸
問
ら
と

「
所
々
」
で
催
し
て
い
た
実
態
が
う
か
が
わ
れ
る
。　
「先
師
忌
会
し
と
は
、
書
状

の
日
付
か
ら
推
測
す
る
と
、
石
州
流

の
祖
片
桐
貞
昌
の
忌
日
で
あ
る
十

一
月
二
十

日
の

「
宗
関
忌
」
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
、
直
弼
は
、
真
野
明
美
と
同
様
に
石
州
流

を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
ま
ず
少
な
く
と
も
直
弼
の

学
ん
で
い
た
石
州
流
は
、
真
野
ら
と
同

じ
流
儀
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
真
野
が
師

事
し
て
い
た
片
桐
貞
信

の
流
儀
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
も
、
書
中
に
は

「何
を
申
し
て
も
田
舎
の
事
、
中
く

其
方
な
と
の
修
行

に
く
ら

へ
候
て
は
、　

一
向
手
ぬ
る
き
事
と
奉
存
候
、

返
く

も
出
情

い
た
さ
れ

　
　
　
　
　
　

(角
力
)

候
而
、
此
度
は
何
用
も
御
聞
と
二
け
、
早
々
帰
国
之
上
、
相
談
も
頼
申
入
度
存
入

候
し
と
、
直
弼
の
置
か
れ
た
境
遇
が

「田
舎
」
修
行
で
あ
り
、
真
野

の
江
戸
で
の

修
行
に
較
べ
れ
ば

「
一
向
手
ぬ
る
き
事
」
と
卑
下
し
な
が
ら
も
、
両
者
が
茶

の
湯

修
行
と
い
う
同
じ
目
標
に
向
か
い
切
瑳
琢
磨
し
て
い
る
状
況
や
、
真
野
が
稽
古
修

行
に
精
進
し
、
今
回
は
ど
ん
な
用
件
も

(師
貞
信
か
ら
)
確
か
に
聞
き
、
早
々
に

彦
根

へ
帰
国
さ
れ
れ
ば
、　
「相
談
」
を
頼
み
た
い
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
こ
こ
で
の

「相
談
」
と
は
、
真
野
と
直
弼
が
話
し
合
い
を
す
る
と
い
う
意
味

で
は
な
く
、
真
野
が
茶

の
湯
修
行
に
お
い
て
貞
信
か
ら
相
伝
を
受
け
た
内
容
を
、

直
弼
に
も
教
え
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
す
る

と
、
直
弼
は
彦
根
で
の
庶
子
屋
敷

(尾
末
屋
敷
)
住
み
と
い
う
行
動
の
制
限
さ
れ

た
境
遇
に
あ

っ
た
が
、
藩
主
の
右
筆
役
と
い
う
役
職
上
、
江
戸
と
彦
根
を
行
き
来

す
る
真
野
を
通
じ
て
、
直
弼
の
茶

の
湯
修
行
上

の
疑
問
を
貞
信
に
確
認
し
て
い
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

2

片
桐
貞
信
門
弟
と
し
て
の
真
野
明
美

　
真
野
明
美
は
弘
化
二
年
の

「弥
生
中
旬
」
に
片
桐
貞
信

(遜
齋
公
)
か
ら
自
作

伝
書
三
十
二
冊
の
書
写
を
許
さ
れ
て
お
り
、
貞
信
か
ら
皆
伝
を
許
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
伝
書
の
目
録
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
直
弼
自
身
が
筆
写
し
た
も
の

　
　

⑰

で
あ
る
。

お
そ
ら
く

真
野
の
書
き
上
げ
た
目
録
を
筆
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

泌



井伊直弼の著述活動と片桐宗猿

自
往
年
至
茲
歳
明
霞
園
著
述
之
書
目

一
諭
童
茶
則

一
数
木
廼
枝
折

一
茶
道
摘
要

一
野
中
清
水

一
宇
治
の
山
口

一
未
茶
仮
録

一
数
寄
能
八
千
種

　

初
号
真
台
子
手
続

一
茶
道
説
約

惣
計
　
三
十
二
冊

正
続
合

　
炉
風
呂
ノ
手
前

　

同
炭

　

四
畳
半
大
目
長
四
台
子

　
　
　
　
　
　

夫
々
ア
リ

(驪

之
事

乱
置
　
風
炉
乱
置

(草
庵
手
前
　
同
乱
炭

入
子
飾

重
茶
碗

長
板
飾
付
、
凡

二
百
八
十
六
図
ア
リ

茶
通
箱

唐
物
立
(入子
飾
　
茶
碗
洒
二
入

茶
杓
飾

重
茶
碗

香
合
飾
　
重
茶
碗
ノ
続
薄

天
保
十
二
歳
次
辛
丑
大
簇
初
五
日

　
　
　
　
課
業
想
洪
亭
文
場

同
年
閏
正
念
八
糞
脱
稿

一
右
御
書
物
共
、
従

六
冊

一
冊

一
冊

一
冊

七
冊

十 二
冊 冊

 

四
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(弟
)

遜
齋
公
拝
借
被
仰
付
候
御
直
第
左

二
記

天
保
十
四
癸
卯
極
月
下
旬
写

田
嶋
敬
美

笹
田
重
美

河
野
通
美

　
　
　
　
弘
化

二
乙
巳
弥
生
中
旬
写
　
　
　
　
真
野
明
美

　
こ
れ
ら
の
伝
書
の
内
、
井
伊
直
弼
の
蔵
書
の
中
に
確
認
さ
れ
る
写
本
は
、　

「
数

寄
能
八
千
種
　
初
号
真
台
子
手
続
」
と

「茶
道
説
約
」
で
あ
り
、
前
者
の
奥
書
に

は

「片
桐
石
見
守
貞
信
公
御
自
筆
数
寄
能

八
千
種

(中
略
)

嘉
永

二
己
酉
年

二

月
、

片
桐
石
見
守
貞
信
公
御
門
葉
　
真
野
明
美

(花
押
)」
と
記
さ
れ
、

明
ら
か

に
真
野
が
再
筆
写
し
た
も

の
を
直
弼
が
譲
り
う
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
直

弼
の
茶
書
草
稿

の
中
に
は
、　

「数
寄
能
八
千
種
真
台
子
手
続
」
と
記
さ
れ
た
抜
き

　
　
　
　
　

⑲

書
き
も
見
ら
れ
、
直
弼
が
貞
信
の
伝
書
を
披
見
し
、
注
目
し
て
い
た
こ
と
も
確
認

さ
れ
る
。
直
弼
が
、
こ
れ
ら
の
伝
書
す
べ
て
を
真
野
か
ら
借
覧
し
た
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
直
弼
が

一
派
創
立
を
宣
言
す
る
約
半
年
前
に
、
直
弼
と
と
も
に
茶
の
湯

修
行
に
励
ん
で
い
た
真
野
は
、
片
桐
貞
信
の
門
弟
の
な
か
で
も
確
固
た
る
地
位
を

築
く
ま
で
に
修
養
を
積
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
弘
化

二
年
十

一
月
朔
日
、
真
野
が
貞
信
の
直
門
弟
と
し
て
、
貞
信
の
正
統
性
を

示
す
た
め
に
著
し
た

「石
州
流
茶
之
湯
系
図
」
で
は
、
真
野
は
茶
の
湯
に
お
け
る

系
譜
上
、
師

「
石
見
守
貞
信
公
」
を

「貞
昌
公
」
か
ら
直
接
結
び

つ
け
、
次
の
よ

う
に
付
記
し
た
。

　
　
遜
齋
公
御
常
談
日
、

宗
関
公
茶
道

の
心
予

ハ
、
連
綿
と
し
て
歴
世
父
子
承
襲
し
て
余
に
至
る
、

他
茶
式
器
列
の
如
き

ハ
支
流
餘
裔
に
し
て
論
す
る
に
た
ら
さ
る
也
、

其
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右
之
通

二
候
得

ハ
御
系
譜
の
義
ハ
御
当
家
御
歴
世
不
残
御
書
載
せ
可
然
歟

二

候

へ
共
、
御
歴
代
委
ク
御
点
茶
を
被
成
候
と
申

二
も
無
之
候
間
、
御
茶
系
の

　
　

ミ
の
義

二
候

ヘ
ハ
、　

宗
関
公
よ
り
直

二　

遜
齋
公
御
相
承
と
御
認
可
然
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
い
ず
れ
も
傍
線
筆
者
)

　
ま
た
貞
信
の
茶
業
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
も
記
す
。

　

一
宗
関
公

一
派
の
御
茶
事
、
今
世
に
区
々
二
成
居
候
事
を
改
め
な
ん
と
多
年
御

　
　
工
夫
有
之
、
御
在
処
小
泉
表

の
御
文
庫
に
納
め
置
せ
給
ふ
、

　
　
関
公
御
在
世
中

の
御
覚
書
共
数
十
巻

を
始
と
し
、
其
外
御
直
弟
筋
之
御
家
来

　
　
共
に
有
之
伝
来
之
諸
書
物
共
を
不
残
、
東
都
に
御
取
寄
し
ら

へ
さ
せ
給

へ
る

　
　
事
、

　
　
関
公
の
御
自
筆
に
不
見
し
て
用
ひ
さ
せ
給
ふ
正
拠
な
き

ハ
、
言
伝

へ
た
り
と

　
　
も
は
ふ
か
せ
ら
れ
て
、
慥
な
る
事

の
ミ
凡
初
学
よ
り
真
台
子

二
至
迄
、
古
格

　
　

二
御
取
あ
ら
た
め
、
わ
け
を
く
わ
え

て
、

　
　
御
自
筆
三
十
二
巻

三
記
さ
る
玉
事
、
天
保
年
中
御
成
就
な
れ

ハ
、
こ
ま
や
か

　
　
な
り
、
此
外
武
道

・
文
学

・
歌
道

・
禅
学
ま
て
も
万
事

二
勝
れ
さ
せ
給
ふ

　
　
事
、
関
公
御
再
来
に
こ
と
な
ら
す
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(傍
線
筆
者
)

　

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
貞
信
は
、
先
師
片
桐
貞
昌

(宗
関
)
の

「茶
道

の
心
予
」
(
こ

こ
ろ
た
の
し
み
"
茶
道

の
精
神
力
)
は
片
桐
本
家
に
歴
代
の
父
子
に
伝
え
ら
れ
貞

信
に
受
け
継
が
れ
、
そ
の
他
の
茶
の
作
法
や
器
物
な
ど
は
枝
葉
に
し
て
論
ず
る
に

足
り
な
い
と
常
日
頃
述
べ
て
い
た
と
い
い
、
片
桐
本
家
で
は
歴
代
が
茶
の
湯
に
親

し
ん
だ
と
は
言
え
な
い
の
で
、　
「御
茶
系
」
に
限

っ
て
言
え
ば
、
先
師
貞
昌
か
ら

「直

一こ

貞
信

へ
相
承
さ
れ
た
と
い
う

べ
き
だ
と
真
野
は
著
し
た
。
ま
た
師
貞
信

が

「宗
関
公

一
派
の
御
茶
事
、
今
世
に
区

々

二
成
居
候
事
」
を
改
め
、
貞
昌
が
在

世
中

の

「御
覚
書
共
数
十
巻
し
を
始
め
、
貞
昌
の
直
弟
筋
の
家
来
の
も
と
に
伝
来

し
た
諸
書
物
を
集
め
、　

「正
拠
」
が
な
い
言
い
伝
え
を
除
き
、
伝
書
三
十
二
巻
に

ま
と
め
た
こ
と
を
讃
え
、
そ
の
才
気
を

「関
公
御
再
来
」
と
ま
で
賞
揚
し
た
。
真

野
に
と

っ
て
、
貞
信
は
真
の
石
州
流
の
継
承
者
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
そ
し
て
、
真
野
は

「御
秘
伝
之
御
自
書
写
　
御
免
許
し
さ
れ
た
門
弟
と
し
て
自

身
を
系
図
上
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
系
図
に
は
、
真
野
の
み
な
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

「彦
根
藩
中
　
大
橋
祐
寄
嘉
春
、
同
　
大
橋
了
恰
」
と
し
て
彦
根
藩
の
茶
道
役
の

名
も
見
え
て
い
る
。

幕
末
期
の
彦
根
藩
の
茶
の
湯
で
は
、

真
野

・
大
橋
ら
を
は

じ
め
と
す
る
貞
信
の
直
門
弟
、
貞
信
の
父
貞
彰
の
門
弟
で
あ

っ
た
高
安
彦
右
衛
門

(糟
粕
、

御
抱
え
能
役
者
)
、

片
桐
宗
古
の
門
弟
で
あ

っ
た
三
浦
左
膳

(
仁
斎
)

の
門
人
で
あ
る
長
野
足
翁

・
吉
用
兵
輔
な
ど
、
石
州
流
の
宗
幽

・
宗
古

・
貞
信
に

繋
が
る
藩
士
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
直
弼
の
茶
の
湯
も
彼
ら
と
の
交
友
の
中
で
形

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
直
弼
の

「
入
門
記
」
執
筆
以
前

の
茶

の
湯
観
形
成
に

お
い
て
、
彼
ら
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぽ
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

3

直
弼
と
片
桐
貞
信
の
茶
の
湯
観

　
片
桐
貞
信

の
茶
の
湯
は
、
石
州
流
に
表
千
家
流
の
茶
風
を
加
え
た
も
の
で
あ

っ

た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
茶
の
湯
観
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
嘉
永
元
年
頃
に
は
、
直

弼
は

「本
家

ニ
ハ
石
州
之
茶
事

ハ
専
ら
武
ト
唱
候
」
と
認
識
し
て
い
た
。

　
こ
の
時
点
で
は
、
直
弼
は
貞
信
の

「
茶
事

ハ
専
ら
武
ト
唱
候
」
と
い
う
茶
の
湯

観
に
疑
念
を
抱
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
直
弼
が

「
入
門
記
」
以
前
に
著
し

た
と
推
定
さ
れ
る
茶
論
書

「茶
道
と
政
道
」

の
中
で
は
、
武
士
を
意
識
し
た
茶

の

湯
観
が
確
認
さ
れ
る
。
直
弼
は
、
「喫
茶

の
法
」
は
積
極
的
に

「政
道

(政
治
)」

に
関
わ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、　
「喫
茶
の
法
」
が
国
中
に
正
し

く
行
わ
れ
て
お
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
政
治
は
よ
く
な
り
、
天
下
は
安
泰
と
な
る
と
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い
う
点
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と

に
よ
り
、　

「正
道
の
喫
茶
」
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
な
い
、
当
時
の
世
間
に
お
け
る

「邪
道
」

の
茶
の
湯

の
現
状
批
判
を
お
こ

な

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
現
状

の
中
で
直
弼
は
、
政
治
に
携
わ
る
武
士
に

こ
そ
勧
め
る
の
は

「
正
道
の
喫
茶
」
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
、　

「天
下
大
事
」
な

の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
直
弼
の
前
著

「栂
尾
み
ち
ふ
み
」
で
は
、　
「諸
業

の

助
」
と
し
て
武
士
に
も
有
益
で
あ
る
と
消
極
的
に
武
士
の
茶
の
湯
を
肯
定
し
て
い

た
が
、　

「茶
道
と
政
道
し
に
至
り
、
積
極
的
に
こ
れ
を
肯
定
し
た
の
で
あ

っ
た
。

　

「
茶
道
と
政
道
」

の
執
筆
年
代
は
明
確
で
は
な
い
が
、
直
弼
の
茶
の
湯
観
形
成

過
程
に
お
い
て
、
武
士
の
茶
の
湯
こ
そ
と
目
指
し
た
時
期
が
、　

「入
門
記
」
以
前

に
あ

っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
の
茶
の
湯
観
に
は
、
お
そ
ら
く
彦
根
藩
に
お

け
る
直
弼
を
取
り
巻
く
茶
の
湯
の
状
況
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
真
野
を
は
じ

め
と
す
る
片
桐
貞
信
の
直
門
弟
が
関
係

し
た
可
能
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
何
故
直
弼
は

「
入
門
記
」
執
筆
に
際
し
て
、
武
士
の
茶
の
湯
口
貞

信
の
茶

の
湯
観
に
疑
念
を
抱
く
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。　
「茶
湯
尋
書
し

の
第
九
十
九
箇
条
を
、
も
う

一
度
振
り
返

っ
て
み
れ
ば
、
貞
信
が

「本
家

ニ
ハ
石

州
之
茶
事

ハ
専
ら
武
ト
申
唱
候
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
対
し
、
直
弼
は

「此
事

宗
関
先
生
之
本
意

二
者
背
き
可
申
与
存
候
」
と
、
流
祖
片
桐
貞
昌
の

「本
意
」
に

背

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の

「
宗
関
先
生
」

の
本

意
に
つ
い
て
直
弼
は
具
体
的
に
記
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
直
弼
が

「
元
来
茶
者

茶
之

一
道
有
り
て
、
茶
か
武

二
て
可
有
道
理
者
無
之
事

二
候
」
と
第
九
十
九
箇
条

に
記
す
よ
う
に
、
茶
に
は
元
来

「茶
之

一
道
」
が
あ
る
と
主
張
す
る
点
に
留
意
す

る
と
、

前
章

で
も
指
摘

し
た
よ
う
に
、　

「
入
門
記
」

に
も
引
用
さ
れ
た
先
師
の

「虚
よ
り
実
に
入
る
」
と
の
説
が
有
力

で
あ
る
。

　
直
弼
が

「
入
門
記
」
を
著
す
以
前
に
は
、
彼

の
置
か
れ
た
茶
の
湯
を
取
り
巻
く

彦
根
で
の
環
境
の
中
で
、
彦
根
藩
中
の
片
桐
貞
信
門
人
を
通
じ
て
、　

「関
公
御
再

来
し
と
門
人
た
ち
が
讃
え
る
貞
信

の
茶

の
湯
観
に
影
響
を
受
け
、
彼
ら
が
も
た
ら

し
た
流
祖
宗
関
に
関
す
る
伝
書

の
写
本
な
ど
を
共
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
直
弼
に
と

っ
て

「本
家
」
貞
信

の
示
す
茶

の
湯
観
は
、
茶
の
湯
の

「源

流
を
正
す
」
過
程
に
お
い
て
様
々
な
矛
盾
も
露
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
直
弼
は

片
桐
家
の

「本
家
」
で
あ
る
貞
信
と
の
関
係
を
重
視
し
な
が
ら
も
、　
「
入
門
記
」

を
著
す
頃
に
は
、
そ
の
茶
の
湯
観
に
限
界
を
抱
く
に
至

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

「茶
湯
尋
書
」
に
見
ら
れ
る

「本
家
」
の

説

へ
の
質
疑
で
あ
り
、
ま
た

「
茶
道
下
留
」
に
記
さ
れ
た
、　

「○
片
桐
宗
猿
伝
壷

錺
之
書
中
し

の

「
関
守
」
に
関
す
る
記
事

の
中
で
、　

「此
関
守

の
事

ハ
当
流

二
て

ハ
用
ひ
不
申
候
得
共
、
他
流

二
て

ハ
関
守
の
飾
り
有
之
故
、
時
の
為

二
飾
伝
有
之

候
、
以
上
、
捨
壷
之
義
は
不
被
見
」
と
、
関
守
の
飾
り
を
宗
猿
伝
書
で
は
採
用
せ

ず
、　

「捨
壷
」
に
つ
い
て
は

「
不
被
見
」
と
し
た
上
で
、　
「本
家
書
類
、
関
守

・

捨
壷
共
不
被
見
し
と
、
本
家

の
伝
書
に
は
こ
の
壼
飾
り
に
関
す
る
作
法
に
関
す
る

所
見
が
な
い
こ
と
を
注
記
し
た
例
や
、
さ
ら
に
、　

「
五
徳

ノ
爪
置
様
」
に
関
す
る

次
の
注
記
の
事
例
で
あ
る
。

　
〇
五
徳
ノ
爪
置
様
、
四
畳
半
大
目

ハ
壱
ツ
爪
、
客
付

二
置
、
向
切

・
隅
炉

・
風

　
　
炉

ハ
壱
ツ
爪
、
向

二
置
也

　
　
　
△
和
泉
草
ニ
ハ
、
大
目
構
ハ
一
ツ
爪
手
前
ノ
右
ノ
方
へ
、
四
畳
半
・
一
畳
半
構
ハ
一

　
　
　
　
ツ
爪
向
ノ
方

へ
入
ル
、　
一
ツ
爪
ノ
置
様
、
種
々
正
伝
多
シ
、
大
形
如
前

二
印
尤

　
　
　
　
也
、
第

一
炭
ノ
置
能
二
面
々
ノ
勝
手

二
合
セ
ヨ
ト
モ
古
人
云
シ
也

　
　
　
△
本
家
片
桐
ニ
ハ
、
四
畳
半
ニ
ハ
前

へ
一
ツ
爪
、
大
目
ニ
ハ
客
付
ト
石
州
直
書
二
有

　
　
　
　
之
趣
ヲ
以
、
相
定
タ
レ
ト
モ
、
此
直
書
疑
敷
義
共
有
之
　
　
　
　
(傍
線
筆
者
)

　

「和
泉
草
」

の
説
と
併
記
す
る
が
、

傍
線
部
分
に
見
る
よ
う
に
、　

「本
家
片

桐
」
が

「石
州
直
書
」
に
あ
る
と
し
て
採
用
す
る
説
に
つ
い
て
は
、　

「
此
直
書
疑
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窓史

敷
義
共
有
之
L
と
、　
「本
家
」
が
主
張
す
る
伝
書

の
信
憑
性
に
懐
疑

の
念
を
抱
い

て
い
た
の
で
あ
る
。
直
弼
の
宗
猿

へ
の
接
近
は
、
こ
う
し
た

「本
家
」

の
説
に
対

す
る
疑
問
を
正
す
こ
と
か
ら
は
じ
ま

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り

に
か
え

て

　
　

ー
井
伊
直
弼
の
師
系
と
片
桐
宗
猿
ー

　
直
弼
が
最
終
的
に
宗
猿
を
師
と
位
置
づ
け
て

い
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
直
弼
が
茶

の
湯
観
を
形
成
し
て
い
く

過
程
の
中
で
、
片
桐
貞
信
を
は
じ
め
そ

の
門
人
、
あ
る
い
は
片
桐
宗
古

の
系
譜
を

引
く
彦
根
藩
家
中
の
存
在
は
、
直
弼
が
宗
猿
と
接
近
す
る
以
前
で
は
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
直
弼
は

一
派
創
立
を
宣
言

す
る
根
拠

を
ど
こ
に
置

い
て
い
た
の

か
。
換
言
す
れ
ば
、
直
弼
が

「
入
門
記
し
執
筆

の
前
提
と
す
る
流
儀
相
伝
を
誰
か

ら
う
け
て
い
た
の
か
。
最
後
に
、
こ
の
問
題
を
直
弼
が
晩
年
に
精
力
的
に
編
纂
し

た
茶
人
系
譜
に
対
す
る
思
索
と
か
ら
め
て
検
討
し
、
お
わ
り
に
か
え
た
い
。

　
直
弼
は
天
保
六
年

(
一
八
三
五
)
十

二
月
に
茶
の
湯
だ
け
で
な
く
新
心
流
の
居

合
に
お
い
て
も

一
派
を
立
て
、　
「神
心
流
」
と
名
付
け
た
。
そ
の
際
、
居
合
の
師

加
西
精
八
郎
に
対
し
て
は
、　
「如
極
意
抄
」
に
よ
り

一
派
創
立
し
た
こ
と
を
師
で

あ
る
加
西
精
八
郎

の
名
を
記
し
て
明
ら
か
に
し
、
ま
た
師
に
対
し
秘
伝
書

「神
心

流
居
相
表
之
巻
」
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
経
緯
か
ら
、
直
弼
は
流
儀
相
伝
に

お
け
る

一
派
設
立

の
手
続
き

の
上
で
、
師
系
を
示
し
、
師
に
承
認
を
受
け
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
茶
の
湯
に
お
い
て

一
派
創
立
を
宣
書

し
た
際
、
直
弼
は
誰
を
師
系
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。　
「入
門
記
」
に
は
、
直
弼

の
直
接

の
師
に
は
全
く
触
れ
ず
、　

「
即
、

吾
が
流
も
又
、

石
州
之
清
流
を
汲
む

也
L
と
流
祖
石
州

(宗
関
)
の
名
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
当
時
の
石
州
流
は
完
全

相
伝
制
を
採

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
皆
伝
を
受
け
た
も
の
は
新
た
に
流
派
を

成
す
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
幕
末
期
に

「薪
石
州
流
」
を
起
こ
し
た
片
桐
貞
信
は
、
誰
か
ら
皆
伝

を
う
け
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彦
根
藩
に
お
い
て
は
藩
士
真

野
明
美
の
み
な
ら
ず
、
茶
道
役
の
大
橋
家
も
そ
の
門
弟
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
貞

信
の
茶
の
湯
は
幕
宋
期
の
彦
根
藩
の
流
儀
と
し
て
定
着
し
て
い
た
。
貞
信

の
流
儀

は
、
茶
の
相
承
は
単
に
式
法

(
作
法
)
や
道
具
の
相
伝
で
は
な
く
、
　
「茶
道

の
心

予
」
に
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
貞
信
は
そ
の

点
に
お
い
て
、
自
ら
の
茶
湯

の
精
神
と
し
て
の
系
譜
は

「連
綿
と
し
て
歴
世
父
子

承
襲
し
て
余
に
至
る
」
と
自
負
し
て
い
た
。
ま
た
門
弟
に
お
い
て
も

「御
茶
系
の

ミ
の
義

二
候

ヘ
ハ
、
宗
関
公
よ
り
直

二
遜
齋
公
御
相
承
」
と

の
認
識
に
立

っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
貞
信
ら
の
主
張
は
、
当
時

の
石
州
流
の
茶
の
湯
は
、
流
派
に
よ
り

区
々
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
改
め
、　

「慥
な
る
事
の
ミ
凡
初
学
よ
り
真
台
子

二
至

迄
、
古
格

二
御
取
あ
ら
た
め
」
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
貞
信
の
茶
の
湯
に

対
す
る
姿
勢

は
、
直
弼
が

「
入
門
記
」
で
記
し
た

「源
流
を
正
し
て
、
吾
が

一
派

を
作
す
に
及
べ
り
し
と
の
言
に
も
共
通
す
る
部
分
が
あ

っ
た
。

　
直
弼
に
と

っ
て
、
貞
信

の
志
す
茶
の
湯
は
、
彦
根
の
尾
末
屋
敷
時
代
の
直
弼
が

置
か
れ
た
環
境

の
中
で
は
、
共
感
を
覚
え
る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
時
期
、
貞
信
の
高
弟
と
な

っ
て
い
た
彦
根
藩
士
真
野
明
美
の
存
在
は
、
貞
信
と

直
弼
を
結
び

つ
け
る
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
貞
信
が
渉
猟
し

た

「
関
公
御
在
世
中

の
御
覚
書
共
数
十
巻
を
始
と
し
、
其
外
御
直
弟
筋
之
御
家
来

共
に
有
之
伝
来
之
諸
書
物
共
」
は
、　

「源
流
」
を
正
そ
う
と
す
る
直
弼
の
茶

の
湯

観
形
成
に
お
い
て
願

っ
て
も
な
い
材
料
で
あ

っ
た
。
直
弼
も
貞
信
と
同
じ
道
を
後
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追
い
し
て
い
た
の
で
あ
る

　

た
だ
し
、

直
弼
の
茶
の
湯
研
究
が

深
ま
る
に
つ
れ
、

貞
信
が

主
張
す
る

「古

格
」
に
よ
る
茶
の
湯
観
と
、
直
弼
の
見
出
そ
う
と
し
た

「源
流
」
と
は
、
そ
の
解

釈
に
お
い
て
微
妙
な
差
違
が
生
じ
て
き
た
。
そ
の
差
違

の
根
幹
は
、　
「武
」
　
("

実
)

を
前
提

に
し
た
茶
の
湯
か
、　
「茶
」
　
(
H
虚
)

を
前
提
と
す
る
か
に
あ

っ

た
。
そ
の
差
違

こ
そ
が
直
弼
に

一
派
創
立

を
発
起
さ
せ
る
基
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

　
直
弼
は
、

弘
化

二
年
十
月
に

「入
門
記
」

を
著
す
に
至
り
、

後
者
を
主
張
し

た
。
そ
の
前
段
階
で
直
弼
は
、
弘
化

二
年

三
月
に
は

「茶
は
茶
に
非
ず
、
茶
に
非

ざ
る
に
非
ず
、

只
茶

の
み
、

是
茶
と
名
つ
く
」

と
の

「
三
言
四
句
茶
則
」

を
著

し
、
参
禅
の
師
で
あ
る
仙
英
禅
師
に
対

し
、　

「世
俗
の
茶
も
超
俗
の
茶
も
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

こ
ろ
に
あ
る
茶
こ
そ
、
不
二

一
如
の
茶
。
あ
る
が
ま
ま
の
茶
の
道
」
で
あ
る
と
、

た
だ
ひ
た
す
ら
に

「茶
之

一
道
」
を
求

め
る
茶
の
湯
観
を
示
し
た
。
こ
の
茶
の
湯

観
は

「虚
よ
り
実
に
入
る
」
と
い
う
、
流
祖
宗
関

の
茶

の
湯
観
を
踏
ま
え
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
仙
英
禅
師
も

「
い
と
よ
く
て
」
と
感
心
し
、
直
弼
の

「
こ
こ
ろ

は
へ
」
に
対
し
て

「
御
歌
」
を
返
し
、
さ
ら
に
直
弼
は

「
三
言
四
句
茶
則
」
に
関

す
る

「着
歌
」
と
し
て
和
歌
四
首
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
直
弼
の
茶
の
湯
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が

「悟
道
」
の
瞬
間
で
あ

っ
た
。
た
だ
ひ

た
す
ら
に

「
茶
之

一
道
」
を
求
め
た
当
時

の
直
弼
に
と

っ
て
、
流
祖
宗
関
の

「源

流
」
が
問
題
で
あ
り
、
様

々
な
流
派
を
生

じ
さ
せ
た
石
州
流
の
現
状
の
中
で
、
師

系
は
大
き
な
関
心
事
で
は
な
か

っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

そ
の
意
識
は
、

宗
関

か
ら
の
直
伝
は
受
け
て
い
な
い
が
、　

「御
茶
系
」

は
流
祖
宗
関
か
ら
直
に
貞
信

へ

「御
相
承
」
と
す
る
貞
信
の
門
流
意
識
と
も
共
通
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
直
弼
の
江
戸
出
府
は
、
そ
の
よ
う
な
意
識
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
た
。
井
伊
直
弼
と
片
桐
宗
猿
と
の
出
会

い
の
契
機
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な

く
と
も
直
弼
が
江
戸

へ
出
て
以
降
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

「茶
湯

尋
書
」
が
開
始
さ
れ
る
嘉
永
元
年
の
冬
頃
は
、
奇
し
く
も
十

一
月
七
日
に
貞
信
が

没
す
る
時
期
に
相
前
後
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
は
、
直
弼
が
貞
信
か
ら
距
離
を
置

き
、
宗
猿

へ
接
近
す
る
好
機
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

直
弼
と
宗
猿
を
引
き
合
わ
せ
た
人
物

は
、
今
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
な
い
が
、
当

時
の
幕
府
関
係
者
の
中
に
は
、

幕
府
茶
道
役
を

は
じ
め
、

茶
人
と
し
て
の
片
桐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

宗
猿
の
存
在
を
知
る
も
の
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
直
弼
の
茶
会
に
招
か
れ
た
大
名

も
、
親
密
な
交
友
関
係
を
持
つ
溜
詰
席

の
同
席
大
名
ば
か
り
で
な
く
、
津
山
藩

の

松
平
斉
民

(茶
号
宗
予
)
な
ど
、
茶

の
湯
に
通
じ
た
大
名
が
見
ら
れ
、
江
戸

へ
出

て
か
ら
の
こ
う
し
た
交
友
関
係
に
よ
り
、
宗
猿
の
存
在
を
直
弼
が
知

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
直
弼
は
宗
猿
と

の
交
信
を
続
け
る
中
で
、
石
州
流
の
み
な
ら
ず
、
各
流
派
の
茶

人
に
お
よ
ぶ

「茶
人
系
譜
」
を
編
纂
し
て
い
る
。
こ
の
系
譜
は
、
天
保
三
年
に
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑰

行
さ
れ
た

『
古
今
茶
人
系
譜
』
を
も
と
に
、
新
た
に
各
流
派
の
系
図

・
系
譜
を
取

り
寄
せ
、

直
弼
自
身
が
自
説
と
し
て
編
集
し
た
も
の
で
、

真
能
阿
弥

か
ら
千
利

休
ま
で
を
記
し
た

「古
流
　
自
珠
光
、

紹
鴎
門

マ
テ
」、

千
利
休
門
人
を
記
し
た

「前
ノ
千
家
　
織
田

・
細
川

・
藪
内

・
圓
乗
坊

・
南
坊

・
下
久
田

・
上
古
田
」
、

千
少
庵
以
降
の
千
家
諸
流
を
記
し
た

「後

ノ
千
家
　
表
流

・
裏
流

・
武
者
小
路

・

杉
木

・
藤
村

・
山
田

・
川
上
」
、　

「石
州
流

・
遠
州
流
」

の

四
冊

か
ら
な
る
。
直

弼
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
系
譜
に
執
着
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
。

　
あ
く
ま
で
推
測
で
あ
る
が
、
直
弼
が

「源
流
」
を
正
す
作
業
の
中
で
思
い
知
ら

さ
れ
た
の
は
、
伝
書
な
ど
の
書
物
に
記
さ
れ
た
も
の
に
は
限
界
が
あ

っ
た
こ
と
で

あ
る
。
茶

の
湯
に
お
け
る
重
要
な
部
分
の
多
く
は
、　

「
口
伝
」
と
し
て
師
弟
間
で
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窓史

相
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
直
弼
の

「茶

湯
尋
書
」
に
よ
る
交
信
は
、
そ
の
書
物

に
よ
る
限
界
を
克
服
す
る

一
つ
の
手
段
で

あ

っ
た
と
考
え
る
。
宗
猿
と
の
交
信
の
中
で
も
、
直
弼
が

「残
火
跡
見
ノ
ニ
会
差

別
、
当
流

二
も
有
之
哉
」
と
尋
ね
た
の
に
対
し
、
宗
猿
は

「少
々
違
ひ
候
廉
も
有

之
候
、

口
伝
」
と
答
え
、
具
体
的
に
は
何
も
記
さ
な
か

っ
た
が
、
直
弼
は

「茶
湯

を
り
く

草
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。

　

一
残
火
の
事
、
是

ハ
跡
見

二
似
て
別
段
之
事
な
り
、
前
件
の
跡
見

ハ
一
会

の
趣

　
　
向
を
見
る
為
な
れ
は
、
即
日
又
は

一
両
日
の
内
に
も
約
束
次
第
催
す
事
、
此

　
　
残
火

ハ
一
会
の
残
り
の
火
と
い
ふ
事

二
て
、

つ
い
て
な
か
ら

一
服
を
所
望
す

　
　
る
侘
会
也
、
ゆ
ゑ

二
必
す

一
会
す
み
即
日
催
す
事

一瞬
か
き
る
な
り

　

直
弼
が
宗
猿
か
ら

「
口
伝
」
を
う
け
た
確
証
は
な
い
が
、
こ
う
し
た

「
口
伝
」

の
重
要
性
を
直
弼
は
十
分
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
「
一
会
集
」
を
は
じ

め
と
す
る
多
数
の
伝
書
を
著
し
、
自
身

の
流
儀
作
法
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
直

弼
に
お
い
て
も
、　
「
口
伝
」

と
し
作
法

を
明
示
し
な
い
部
分
が
多
く
確
認
さ
れ

⑳る
。
す
な
わ
ち
、
当
時

の
石
州
流
で
の
各
流
儀
に
お
け
る
式
法
解
釈
の
差
違
は
見

ら
れ
る
が
、
師
弟
問

の
み
で
し
か
相
承
さ
れ
得
な
い

「
口
伝
し
は
、
師
系
を
明
確

に
出
来
な
い
茶
人
が
知
り
得
な
い
聖
域

で
あ

っ
た
こ
と
、
師
系
の
重
要
性
を
理
解

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
宗
猿
の
師
系

は
、
直
弼
が

「源
流
し
を
正
す
上
で
、

流
祖
宗
関
か
ら
の
相
承
系
譜
と
し
て
は
最
も
正
統
な
も
の
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　
直
弼
が

「聞
書
清
書
」
の
冒
頭
に
掲
げ

た
片
桐
家
の
本
家

・
分
家
の
三
家
に
関

す
る
系
図
で
は
、
次

の
よ
う
に
著
し
て

い
る
。

○
片
桐
三
家
之
系
図

　
　
○
片
桐
肥
後
守
直
貞

厂
片
桐
主
膳
正
貞
隆

　
貞
隆
惣
領
　
　
幼
名
寉
千
代

i
片
桐
石
見
守
貞
昌

　
貞
隆
二
男

ー
片
桐
勝
七
郎
貞
晴

寛
永
四
邦
年
奉
願
三
千
石
分
知
相
成
候
、

茶
法
桑
山
左
近
太
夫
よ
り
授
る
、
皆
伝
無
之

二
代

目
よ
り
六
代
目
迄
茶
不
楽

七
代

目

i
片

桐

帯

刀
宗

幽

茶

ハ
千
家

を
学
、
其
後
伊
左
幸
琢
之
門

二
入
、
茶
を
学

厂

片
桐
新
之
丞
宗
古

　
　

茶
法
を
父
二
学

　
　
貞
昌
惣
領
　
　
幼
名
窪
千
代

ー

下
條

長
兵

衞
信
隆
…

ー
ー

ー

ー
ー

…

ー

b　
　
　
　

茶
法
を
石
見
守
貞
昌
よ
り
皆
伝
、
茶
名
無
之
候

厂

下
條
半
兵
衞
信
近

茶
法
父

二
学
、
皆
伝

、
保
壽
庵

ト
申
候

厂

片
桐
長
兵
衞
信
興
1

茶
法
父

二
学
、
皆
伝
、
泰
勝
庵

ト
申
候

厂
鋼
桐
長
兵
衞
信
馮

茶
法
父

二
学
皆
伝
、

隆
k

庵宗
λ
口墾
ト

申候

sa
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2*

-片
桐

長
兵

衞
信
任

　
　
　
茶
法
父
二
学
、
皆
伝
、
義
雲
庵
宗
鸛
ト
申
候

-片

桐

靫

負

信

方

　
　
　
茶
法
祖
父

二
学
、
皆
伝
、
四
国
庵
宗
猿
ト
申
候

貞
昌
二
男

-
片
桐

長
十

郎
貞

明

　
　
　
多
病
二
付
剃
髪
、
後
二
栗
原
丹
斎
と
名
乗
、
茶
法
を
父

二
学
、
皆
伝

貞
昌
三
男
　
　
初
名
友
之
助

-
片
桐
主
膳
正
貞
房

　
　
　
　
　
幼
名
松
田
寉
松

・片
桐
石
見
守
貞
起

　
　

茶
不
楽
　
三
十
三
オ
ニ
而
死

　
　
　
　
　
幼
名
勝
之
助

・片
桐
主
膳
正
貞
音

　
　

茶
不
楽
　
ご
十
三
才
二
而
死

　
　
　
　
　
幼
名
孫
之
丞

片
桐
石
見
守
貞
芳

　
　
　
　
　
幼
名
孫
千
賀

片
桐
主
膳
正
貞
彰

　
　
　
　
　
幼
名
輔
五
郎

片
桐
石
見
守
貞
信

　
　

茶
相
楽
候

　
　
　
　
　
幼
名
精
一
郎

片
桐
主
膳
正
貞
中

片

桐

助

作

貞

照

(欄
外
)
錘
　

一
書

二
下
條
長
兵
衞
妾
腹
惣
領
二
付
、
分
知
千
石
相
願
、
且
又
丑
年
故

　
　
　
　
　
　

片
桐
之
別
苗
下
條
と
相
名
乗
、
二
代
目
よ
り
片
桐
二
改
メ
申
候

　
　
　

舞
　

一
書
二
貞
昌
四
男
松
田
権
之
丞
貞
尚
末
男
二
付
、
松
田
ト
相
名
乗
申
候

　

こ
の
系
図
は
、
直
弼
自
身
が
片
桐
宗
猿
や
荒
川
善
蔵
な
ど
か
ら
取
り
寄
せ
た
系

　

㊧

図
等
を
も
と
に
作
成

し
た
と

考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
宗
猿

(
片
桐
靫
負
信

方
)
の
家
の
歴
代
の
注
記
に
は
、　
「茶
法
父

二
学
、
皆
伝
」
　
「茶
法
祖
父

二
学
、

皆
伝
」
な
ど
歴
代
が
茶
法
を
相
承
し
て
き
た
こ
と
を
明
記
し
、
宗
古
の
系
統
に
つ

い
て
は

「
二
代
目
よ
り
六
代
目
迄
茶
不
楽
」
と
記
し
た
上
で
、
宗
幽

・
宗
古
に
つ

い
て
は
、
千
家
に
学
び
、
後

に
石
州
流

の
伊
佐
幸
琢
に
学
ん
だ
と
い
う
師
系
を
示

し
た
。

し
か
し
、

片
桐
本
家
に
あ
た
る
貞
信
の
系
統
で
は
、
貞
起

・
貞
音
に
は

「茶
不
楽
」
と
記
し
、
貞
信
に
つ
い
て
も

「茶
相
楽
候
」
と
の
み
記
し
、
相
承
の

師
系
す
ら
明
記
し
て
い
な
い
。
直
弼
は
貞
信
の
茶
の
湯
を
全
否
定
し
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
師
系
の
正
統
性
と
い
う
点
に
お
い
て
不
確
か
な
も
の
を
抱
い
て
い
た
の

で
あ
る
。
前
述
し
た

「茶
人
系
譜
」
の
編
纂
に
は
、
こ
う
し
た
直
弼
の
師
系
重
視

の
意
識
を
背
景
に
、
自
身
の
茶
の
湯
の
正
統
性
を
示
そ
う
と
す
る
意
図
が
よ
み
と

れ
る
で
あ
ろ
う
。
石
州
流
の
各
流
派
の
み
な
ら
ず
、
十
六
世
紀
以
来
、
先
人
に
よ

り
繰
り
返
さ
れ
た
茶
の
湯
の
思
索
の
中
か
ら
学
び
続
け
た
直
弼
は
、
最
終
的
に
は

片
桐
宗
猿
を
師
と
位
置
づ
け
る
に
至

っ
た
。　
「宗
猿
先
生
茶
道
聞
書
」
と
直
弼
自

身
が
題
名
を
付
し
た

「聞
書
清
書
」
は
、
彼
の
師
系
を
証
明
す
る
も
の
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

註①

中
村
勝
麻
呂

.
高
橋
箒
庵
編

『
井
伊
大
老
茶
道
談
』

(
箒
文
社
、

一
九

一
四
年
)

②

藤
直
幹

「
井
伊
直
弼

の
茶
道
」

(
『
武
家
時
代

の
社
会

と
精
神
』

創
元
社
、

一
九
七

　
七
年
)
、
村

井
康
彦

『
茶

の
文
化
史
』
　
(
岩
波
書
店

、

一
九
七
九
年
)
。
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窓史

③

熊
倉
功
夫

『
近
代
茶
道
史

の
研
究
』

(
日
本
放
送
出
版
協
会

、

一
九

八
〇
年
)

④

谷
端
昭
夫
①

「
幕
末

の
武
家
茶
道

井
伊
家

の
茶

の
湯
と
直
弼
」

『
近
世
茶
道
史

』

　

(
一
九
八
八
年
、
淡
交

社
)

⑤

井

伊
裕
子
①

「
井
伊
宗
観

の
茶
道
」
(
『
研
究

と
資
料

茶
湯
と

こ
二
号
、

一
九
九
四

　

年
)

⑥

谷
村
玲
子

『
井
伊
直
弼

修
養
と
し
て
の
茶

の
湯
』
(
創
文
社
、

二
〇
〇

一
年
)
。
こ

　

の
方
向
性

は
政
治

に
お
い
て
も
他
者
を
寄

せ
付

け
な

い
、
自
己
中
心
的
な
専
制

的
方
向

　

へ
向

か
わ

せ
た
と
結
論
づ
け
た
が
、
藩
主
時
代

の
政
治
思
想
や
大
老
と
し
て

の
直
弼

の

　
政
治
行
動
分
析
を
踏
ま
え
て
い
な

い
議
論
で
あ

る
。

こ
れ
ら
を
分
析
す
れ
ば
、
直
弼

の

　
独
断
的
傾
向

は
藩
主
時
代
や
大
老
主
任
後

、
少

な
く
と
も
安
政

五
年

八
月
頃
ま
で
見

ら

　

れ
な
い
こ
と

は
明
白

で
あ
る
。
拙

稿

「
井
伊
直
弼

の
政
治
行
動
と

意
志
形
成
過
程
」

　

(
佐

々
木
克
編

『
幕
末
維
新

の
彦
根
藩
』
彦
根
城
博
物
館
叢
書

1
、

二
〇
〇

一
年

)
を

　
参
照
さ
れ
た

い
。

⑦

頼
あ
き
①

「
井
伊
家
伝
来

の
茶
書
と
直
弼

の
茶
書
収
集
」
(『
彦
根
城
博
物
館
研
究
紀

　
要
』

一
〇
号
、　

一
九
九
九
年
)
、

同
②

「
井
伊
直
弼

の
茶
の
湯
-
著
述
活
動
か
ら
の
ア

　
プ

ロ
ー
チ
ー
」
　
(熊
倉
功
夫
編

『
茶

の
湯

の
文
化
』
淡
交

社
、

二
〇
〇
三
年
)
、

戸

田

　
勝
久

「
茶

の
湯
と

い
う
不
可
思
議
な
領
域
ー
井
伊
直
弼

(
宗
観

)
を
繞

っ
て
i

」
(
『
茶

　
道
学
体
系
』
第
三
巻
、
淡
交
社
、　

一
九
九
九
年
)
、

井
伊
裕
子
②

「
井
伊
家
伝
来

の
茶

　
書

」　
(
『
茶
道
学
体
系
』
第

一
〇
巻
、
淡
交
社
、

二
〇
〇

一
年
)
、
谷

口
徹

「
井
伊
直
弼

　

ゆ
か
り
の
茶
道
具

(
1
)
」
(
『
彦
根
城
博
物
館
研
究
紀
要
』

一
二
号
、

二
〇
〇

一
年
)
、

　
熊
倉
功
夫
編

『
史
料
井
伊
直
弼

の
茶

の
湯

(
上
)
』
(
彦
根
城
博
物
館
叢
書

2
、

サ
ン
ラ

　

イ
ズ
出
版
、

二
〇
〇
二
年

)
な
ど
。

⑧

茶

の
湯
観

の
変
遷

に

つ
い
て
は
、

別
稿

「
井
伊
直
弼

の
茶

の
湯
観

1

「
茶

湯

一
会

　
集

」
の
成
立
過
程
ー
」
(
熊
倉
功
夫
編

『
(仮
称

)
井
伊
直
弼

の
茶

の
湯
』

二
〇
〇
五
年

　

刊
行
予
定

)
を
用
意
し
て

い
る
。

⑨

頼
あ
き
①

「
井
伊
家
伝
来

の
茶
書
と
直
弼

の
茶
書
収
集
」

(前
掲
註
⑦
)

⑩

頼
あ
き
②

「
井
伊
直
弼

の
茶

の
湯
ー
著
述
活
動

か
ら
の
ア
ブ

導
…
チ
ー
」

(
前
掲

註

　

⑦
)

⑪

彦
根
城
博
物
館

の
彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
委
員
会

「
彦
根
藩

の
茶
湯
」
研
究
班
が
開

　

催
し
た

講
演
会

(
二
〇
〇
〇
年

二
月
六
日
、

彦
根
城
博
物
館
)

に
お
け
る

母
利
報
告

　

「
『
一
会
集
』

の
成
立
過
程
」
。
本
稿

の

一
部

は
、

こ
の
報
告
を
も
と
に
し
て

い
る
。

⑫

井
伊
①
論
文
、
谷
村
論
文
、
頼
②
論
文
な
ど
が
こ
の
立
場
を
採
り
、
筆
者
も
基
本
的

　
に
政
治
行
動
と
の
関
連
で
と
ら
え
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
検
討
は
前
掲
の
別
稿
論
文

　

(前
掲
註
⑧
)
に
記
し
た
。

⑬

頼
あ
き
②

「
井
伊
直
弼
の
茶
の
湯
-
著
述
活
動
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
」

(前
掲
註

　
⑦
)

⑭

谷
端
昭
夫
②

「
【解
題
】
井
伊
直
弼
の
茶
会
記
」

(『茶
の
湯
文
化
』
三
号
、

一
九
九

　
六
年
)。
こ
の
時
期
に
始
ま
る

「
毎
会
」
「順
会
」
に
よ
る
家
臣
を
亭
主
と
す
る
稽
古
茶

　
会
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
⑧
の
別
稿

「井
伊
直
弼
の
茶
の
湯
観
1

「茶

　
湯

一
会
集
」
の
成
立
過
程
ー
」
を
参
照
。

⑮

谷
端
昭
夫
②

「
【解
題
】
井
伊
直
弼
の
茶
会
記
」

(前
掲
註
⑭
)

⑯

頼
あ
き
②

「井
伊
直
弼
の
茶
の
湯
-
著
述
活
動
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
」

(前
掲
註

　
⑦
)

⑰

『彦
根
市
史
』
中
冊

(彦
根
市
、

一
九
六
二
年
)

⑬
　
頼
あ
き
①

「井
伊
家
伝
来
の
茶
書
と
直
弼
の
茶
書
収
集
」
(前
掲
註
⑦
)。
な
お
、
戸

　
田
勝
久
氏
は

「茶
の
湯
と
い
う
不
可
思
議
な
領
域
i
井
伊
直
弼
(宗
観
)
を
繞
っ
て
i
」

　

(前
掲
註
⑦
)
の
中
で
、
直
弼
が
貞
儒
を
評
価
せ
ず
宗
猿
と
の
関
係
を
重
視
し
た
こ
と

　
を
前
提
に
、

「
入
門
記
」
で

「源
流
を
正
す
」
と
し
た
直
弼
が
宗
猿
を
憑
ん
だ
根
拠
を

　
指
摘
し
た
が
、
そ
の
立
論
の
前
提
に
は
根
本
的
な
史
料
の
誤
読
が
あ
る
。
直
弼
は

『宗

　
猿
先
生
茶
道
聞
書
』

の
中
で
片
桐
貞
信
を

「茶
不
楽
候
」
と
明
記
し
た
こ
と
に
つ
い

　
て
、

「
強
弁
」
と
し
、

「直
弼
に
は

「宗
猿
先
生
」
し
か
視
野
に
存
在
し
な
か
っ
た
の

　
で
あ
ろ
う
か
」
と
す
る
説
は
、

「茶
相
楽
候
」
の
部
分
を
誤
読
し
た
た
め
の
誤
解
で
あ

　
る
。
直
弼
と
貞
信
の
関
係
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
詳
述
す
る
。

⑲

『大
日
本
維
新
史
料

類
纂
之
部

井
伊
家
史
料
』
一
・
五

(東
京
大
学
史
料
編
纂

　
所
編
)

⑳

『彦
根
藩
文
書
調
査
報
告
書

(
一)
』

(彦
根
市
教
育
委
員
会
、

一
九
八
三
年
)

⑳
　
井
伊
裕
子
①

「井
伊
宗
観
の
茶
道
」

(前
掲
註
⑤
)

⑳
　
拙
稿

「井
伊
直
弼
の
茶
の
湯
研
究
と
片
桐
宗
猿
」　
(彦
根
城
博
物
館
展
示
図
録

『大

　
名
茶
　
そ
の
世
界
』
一
九
八
八
年
)
で
は
、

「茶
道
聞
書
　
下
之
巻
」
の
存
在
を
見
落

　
と
し
て
い
た
。

⑬
　

「茶
湯
尋
書
」
の
年
代
推
定
の
再
検
討
は
、
す
で
に
彦
根
城
博
物
館
の
彦
根
藩
資
料

　
調
査
研
究
委
員
会

「彦
根
藩
の
茶
湯
」
研
究
班
が
開
催
し
た
講
演
会

(二
〇
〇
〇
年
二
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弁伊直弼の著述活動と片桐宗猿

　
月
六
日
、
彦
根
城
博
物
館
)
に
お
け
る
母
利
報
告

「
『
一会
集
』
の
成
立
過
程
」
で
分

析
表
を
示
し
た
上
で
口
頭
発
表
を
行

っ
て
お
り
、
頼
②
論
文
も
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え

　
て
、
推
定
年
次
を
年
表
に
し
て
示
し
た
が
、
推
定
の
根
拠
ま
で
は
紹
介
し
て
い
な
い
。

　
あ
ら
た
め
て
こ
こ
で
分
析
方
法
を
紹
介
し
て
詳
細
に
検
討
を
行
い
、
一
部
年
代
推
定
に

　
訂
正
を
ほ
ど
こ
し
た
。

⑳
　
直
弼
は
在
国
中
に
領
内
視
察
の
た
め
の
巡
見
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
安
政
四
年
に

　
は
、
三
月
二
十
三
日
か
ら
同
二
十
六
日
に
領
内
の
北
筋

(坂
田
郡
の
天
野
川
以
北
湖
の

　
地
域
)、
五
月
十
一
日
か
ら
同
十
五
日
ま
で
は
中
筋

(天
野
川
以
南
、
愛
知
郡
の
宇
曽

　
川
以
北
の
地
域
)
に
赴
い
て
い
る
。

㊧
　
頼
あ
き
②

「井
伊
直
弼
の
茶
の
湯
-
著
述
活
動
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
」

(前
掲
註

　
⑦
)

⑳
　
拙
稿

「井
伊
直
弼
の
政
治
行
動
と
意
志
形
成
過
程
し

(前
掲
註
⑥
)

⑳
　
彦
根
城
博
物
館
の
彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
委
員
会

「彦
根
藩
の
茶
湯
」
研
究
班
が
開

　
催
し
た
講
演
会

(
一
九
九
八
年

一
二
月
六
臼
、
於
彦
根
城
博
物
館
)
に
お
け
る
谷
端
昭

　
失
報
告

「井
伊
直
弼
の
茶
会
と
茶
道
具
」。

⑳
　
拙
稿

「井
伊
直
弼
の
政
治
行
動
と
意
志
形
成
過
程
」

(前
掲
註
⑥
)

㊧
　
　「
東
都
水
屋
帳
」　
(河
原
正
彦
編

『井
伊
家
伝
来
の
茶
道
具
』
平
凡
社
、

一
九
八
五

　
年
)

⑳
　
戸
田
勝
久

「茶
の
湯
と
い
う
不
可
思
議
な
領
域
」

(前
掲
註
⑦
)

⑳

谷
村
玲
子

『井
伊
直
弼
　
修
養
と
し
て
の
茶
の
湯
』　
(前
掲
註
⑥
)

⑫
　
戸
田
勝
久

「茶
の
湯
と
い
う
不
可
思
議
な
領
域
」

(前
掲
註
⑦
)

⑳
　
片
桐
宗
猿
の
妻
鉄
の
伝
承
に
つ
い
て
は

『井
伊
大
老
茶
道
談
』
に
、
耀
鏡
院
の
侍
女

　
竹
内
増
尾
の
筆
記
と
し
て
収
録
さ
れ
る
。

⑭

熊
倉
功
夫
編

『史
料
　
井
伊
直
弼
の
茶
の
湯

(上
)
』
所
収

(前
掲
註
⑦
)

⑳
　
以
下
、
直
弼
が
関
与
し
た
茶
会
記
録
に
つ
い
て
は
、
谷
端
昭
夫
③

「資
料
　
井
伊
直

　
弼
茶
会
記
」　
(『茶
の
湯
文
化
』
三
号
、　
一
九
九
六
年
)
、
お
よ
び
、
谷
端
昭
夫
報
告

　

「井
伊
直
弼
の
茶
会
と
茶
道
具
し

(前
掲
註
⑳
)
に
依
拠
し
て
い
る
。

⑳
　
　「十
月
六
日
夕
桜
田
於
新
席
懐
石
付
」　
(『井
伊
家
伝
来
典
籍
』
S
…
三
四
五
)

⑰
　
「
東
都
水
屋
帳
し　
(前
掲
註
㊧
)

⑳
　

「懐
石
付
」　
(『彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』
四
〇
五
四
〇
)

⑳
　
　「
東
都
水
屋
帳
」　
(前
掲
註
⑲
)

⑳
　

「
茶

の
湯

と
い
う
不
可
思
議

な
領
域
」
(前

掲
註
⑦
)
。
谷
村
玲
子
氏
は

『
井
伊
直
弼

　

修
養
と
し
て
の
茶

の
湯
』

(前
掲
註
⑥
)

に
お

い
て
、

「
管
見

の
限

り
で
は
鐡

と
宗
牛

　

が
同

一
人
物

で
あ
る
記
録
は
な
く
、
ま
た
直
弼

の
流
儀

の
茶
名
所
持
者

に

「
宗
牛
」

は

　

発
見
で
き

な
い
。
し
か
し
正
室

、
前
藩
主
正
室

の
会

で
あ

る
以
上
、

「
宗
牛
」
な

る
人

　

物
は
片
桐
宗
猿

の
関
係
者

、
も

し
く

は
井
伊
家

と
関
係

の
深

い
人
物

で
あ

っ
た
と
思
わ

　

れ
る
。
し
と
す

る
。

⑳
　
中
本
勝
麻
呂
編

『
井
伊
大
老
茶
道
談
』

(前

掲
註
①
)
。

　

　
　

(
前
略
)
嘉
永

五
年

の
あ
る
月
よ
り
、
茶

の
湯

の
式
を
習
は
せ
給

ふ
事
と

は
な
り

　

　
　
に
き
、

幕
臣

片
桐
靭

負

(
宗
猿
)

と

て
茶

の
式
を
能
く
す
人

の
妻

に
、

鉄

(
か

　

　
　
ね
)
と
申
す
婦
人
あ

り
、
是
も
夫

の
流
を
習

ひ
能
く

せ
り
、
之

を
呼
び
寄

せ
、
師

　

　
　
と
し
て
女
中
を
も
御

相
手

と
し
て
、
御
稽
古
あ
ら

せ
ら
る

(中
略
)
粗
ぼ
鉄
よ
り

　

　
　
御
伝
授
を
受
け
さ
せ
ら
れ
女
中
等
も
覚
え
た
る
頃

に
、
公

の
御

一
派

の
御
流
儀
出

　

　
　
来
中
が
り
、
之

よ
り
は
専
ら
御
流
儀

に
よ
り
行

は
せ
給

ふ
事

と
な
り
、
公

よ
り
御

　

　
　
茶
書

を
御
回
し
に

な
れ
ば
、

之

に
従
ひ

増
尾
等
筆
写
し
て
、

御
手
許

に
さ
し
上

　

　
　
げ
、
己
等
も
之

に
よ
り
て
習

へ
り
、　

(
以
下
略
)

⑫

　
野
村
瑞
典
編

『定

本
石
州
流
』
第
六
巻

(
光
村
推
古
書
院
、

一
九

八
〇
年
)
、
「
宗
猿

　

派

(系
)
」
の
項
。

⑬
　
井
伊
裕
子
①

「
井
伊
宗
観

の
茶
道
」

(前
掲
註
⑤
)
、

頼
あ
き
②

「
井
伊
直
弼

の
茶

　

の
湯
i
著
述
活
動

か
ら

の
ア
プ

ロ
ー
チ
ー
」

(前
掲
註
⑦
)
。

⑭
　
　
『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書

』
　
(
二
八

一
九
八
)

⑮
　
　
『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』
　
(
二
八
〇
七
五
)

⑯
　
頼
あ
き
②

「
井
伊
直
弼

の
茶

の
湯
ー
著

述
活
動

か
ら

の
ア
プ

ロ
ー
チ
i
」

(
前
掲
註

　

⑦
)
。

⑰
　

「
茶
道

下
留
」

に
収
録
さ
れ

た
、
直
弼

の
流
儀

に
よ
る
稽
古
次
第

を
示
し
た

「
茶
道

　

相
伝
次
第

」
に
は
、

コ

服
之
伝
」

の
箇
条
が
あ
り
、
直
弼

は
こ
の
伝
書
執
筆
を
想
定

　

し
て
宗
猿

に
質
疑

し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

⑬

　

『
井
伊
家
伝
来
典
籍
』
S
l

二
五
。
本
書
は
天
保

十
二
年

に
真
野
明
美

が

「
以
関
公

　

之
御
真
蹟
拝
模
」
し
た
も

の
で
、
の
ち
に
直
弼
が
編

集
し
た

「
信
心
銘
等
茶
書
抜
書
」

　

(
註
⑲
参
照
)

に
採
用
さ
れ
る
。
十
三
箇
条

の
内
、
最
後

の
箇
条

に
次
の
よ
う

に
記
さ

　

れ

て
お
り
、
直
弼

は
こ
の
解
釈

を
宗
猿

に
確
認
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

　

一
虚

に
し
て
実

二
入
事
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窓史

　
　
　
　
此

の

一
章

工
夫
専

一
な
る

へ
し
、
万
事

わ
す
る

ム
時

ハ
虚

な
り
、
虚

な
る
の
、ミ

　
　
　
　
か
よ
き
に
も
あ
ら
す
、
其

又
実

二
入
る
の
場
な
か
ら
ん
は
有

へ
か
ら
す
、
う

ハ

　
　
　
　

ヘ
ハ
麁
相

に
見

せ
て
、

実

ニ
ハ
念

を

入
て
万
事
を

仕
立
る
事
、

敬

の
壱

つ
に

　
　
　
　
て
、
す
き

や
の
専
要
な
る

へ
し
、
浮
虚
な
る
は
尊

か
ら
す

⑲

　
井
伊
家
伝
来

の
茶
書

の
中

に
は

「
信

心
銘
等
茶
書
抜
書

」
(
『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』

　

二
八
〇
七
四
)
・
「
信

心
銘
等
茶
書

抜
書

」
(
『
井
伊
家
伝
来
典
籍
』

S
ー

一
〇

八
)

の
二

　
本
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
配
列

の
異

同
が
見
ら
れ
、
前
者

は
直
弼
自
身

の
筆
跡
で
編
集
さ

　
れ
た
も

の
で
、
直
弼
自
身

の
著
作
で
あ

る

「
三
言
四
句

の
茶
則
拜
道
歌
」
も
収
録
さ
れ

　

る
。

⑳

典
拠
は

「
宗
古
先
生

よ
り
三
浦
左
膳

へ
送

ル

一
通
」
(「
信

心
銘
等
茶
書
抜
書
」
前
掲

　
註
⑲
参
照
)
で
あ

る
。

㊥
)　

「
石
州
流
茶
之
湯
系
図
」
　
(
野
村
瑞
典
編

『
定
本
石
州
流
』
第
六
巻
、
前

掲
註
⑫
)

⑫

北
村
寿
四
郎

『
湖
東
焼

の
研
究
』

(湖
東
焼

の
研
究
出
版
後
援
会
、

一
九

二
五
年
)
、

　
頼
あ
き
①

「
井
伊
家
伝
来

の
茶
書

と
直
弼

の
茶
書
収
集
」

(
前
掲
註

⑦
)
、

母
利

別
稿

　

「
井
伊
直
弼

の
茶

の
湯
観
ー

「
茶

湯

一
会
集
」

の
成
立
過
程
1
」

(
前
掲
註
⑧
)

⑬

　
頼
あ
き
①

「
井
伊
家
伝
来

の
茶
書
と
直
弼

の
茶
書
収
集
」

(
前
掲
註
⑦
)

⑭
　
井
伊
直
弼

「
柳
之

四
附
」
(
『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』
二
八

一
六
二
～
三
)
に

「
遜
斎

　
老

(
片
桐
貞

信
)

よ
り

こ
と
ほ
ぎ

の
歌
送
ら
れ
け
る
か

へ
し
」

と
題
す
る
次
の
和
歌
が

　
収
録
さ
れ
る
。

　
　
　
数
な
ら
ぬ

鳰

の
浦
人

春

を
得

て
　
花

の
こ
と

の
は
　
み
る
そ
う
れ
し
き

　
　

こ
の
和
歌
は
、
井
伊
直
弼

と
片
桐
貞
信
が

交
わ
し
た

年
頭
祝
賀

の
返

歌
と

理
解
さ

　
れ
、
直
弼
と
貞
信
が
、
貞
信

の
弟

子
で
あ

り
彦
根
藩
士
で
も
あ

っ
た
真
野
を
通

じ
て
交

　
友
関
係
を
築

い
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
和
歌

の
深
意

　

は
、　
「
数
な
ら
ぬ
鳰

の
浦
入
」
を
直
弼

と
想
定
す
れ
ば
、　
「
春
」
を
得
た
と
は
、
直
弼

　
が
晴
れ

て
世
嗣
と
し
て
弘
化
三
年

(
一
八
四
六
)
正
月
に
江
戸
出
府
を
命
じ
ら
れ

た
こ

　

と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

趣

戸

田
勝
久

「
茶

の
湯

と
い
う
不
可
思
議

な
領
域
」
(
前
掲
註
⑦
)
、
頼
あ
き
②

「
井
伊

　
直
弼

の
茶

の
湯
i
著

述
活
動

か
ら

の
ア
プ

ロ
ー
チ
ー
」

(前

掲
註
⑦
)
。

＄

北
村
寿

四
郎

「
湖
東
焼
」
(
『
陶
器
講
座
』
第
.四
巻
、
雄
山
閣

、

一
九
三
五
年
)
の
第

　

十
図
附
属
書
状
。

⑰

　
　「
明
霞
園
箸
述
之
書
目
扁
　
(
『
彦
根
藩

井
伊
家
文
書
』
三
〇

六
四
三
)

㊥
　

「茶
書
草
稿
」　
(『彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』
三
〇
六
二
一
)

⑲

野
村
瑞
典
編

『定
本
石
州
流
』
第
六
巻

(前
掲
註
⑫
)
所
収
。

⑳
　

「真
台
子
伝
授
書
」　
(野
村
瑞
典
編

『定
本
石
州
流
』
第
六
巻
、
前
掲
註
⑫
)
に
よ

　
れ
ば
、
大
橋
祐
寄
は
、
嘉
永
六
年
五
月
十
八
日
に
、
貞
信
の
家
来
笹
田
弥

一
右
衛
門
か

　
ら
最
終
段
階
で
あ
る

「
真
台
子
」
の
伝
授
を
受
け
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

⑳
　
戸
田
勝
久

「茶
の
湯
と
い
う
不
可
思
議
な
領
域
」

(前
掲
註
⑦
)

⑫
　
　「如
極
意
抄
」　
(『彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』
三
〇
七
二
一
)

留
　
　「神
心
流
居
相
表
之
巻
」
(『彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』
二
八
二
七
八
・
二
八

一
七
九
)

⑭
　
熊
倉
功
夫

「井
伊
直
弼
の
茶
書
と
茶
の
湯
」

(熊
倉
功
夫
編

『史
料
　
井
伊
直
弼
の

　
茶
の
湯

(上
)』
所
収
、
前
掲
註
⑦
)

⑯
　
　「
三
言
四
句
茶
則
井
着
歌
」　
(前
掲
註
⑭
)

⑳
　
戸
田
馬
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
西
尾
市
立
図
書
館
所
蔵
の
岩
瀬
文
庫
の
な
か
に
、

「
片

　
桐
宗
猿
蔵
器
物
集

一
冊
」
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

⑰
　

『井
伊
家
伝
来
典
籍
』
S
ー
五
四
。
井
伊
家
に
伝
来
す
る
も
の
に
は
、
直
弼
自
身
に

　
よ
る
朱
筆
の
書
き
込
み
が
多
数
確
認
さ
れ
る
。

(⑱
　

「井
伊
家
伝
来
茶
書
目
録

(上
)」
の
内
、

「
3
系
図

・
系
譜
関
係
史
料
」
(熊
倉
功

　
夫
編

『史
料
　
井
伊
直
弼
の
茶
の
湯

(上
)』
所
収
)
を
参
照
。

⑲
　
　『彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』
三
〇
七
七
九
～
三
〇
七
八
二

⑳

管
見
の
限
り
確
認
で
き
る
の
は
、
以
下
の
部
分
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
熊
倉
功
夫
編

　

『史
料
　
井
伊
直
弼
の
茶
の
湯

(上
)』
所
収
の
も
の
。

　

【
一
会
集
】

　
　
　
　
　

「中
立
」

　
　
　
一
鑼
喚
鐘
打
様
之
事
、
せ
は
し
く
打
ハ
悪
く
、
如
何
二
も
静
に
し
て
問
の
ぬ
け
た

　
　
　
　
る
ハ
猶
あ
し
盞
、
心
し
と
や
か
に
ひ
ム
き
の
不
絶
や
う
二
打
事
、
口
伝
有
り

　
　
　
　
　

「後
炭
中
」

　
　
　
一
亭
主
後
炭
手
前
の
内
、
釜
を
あ
け
炉
辺
三
羽
二
て
掃
き
た
る
と
き
、
正
客
御
流

　
　
　
　
れ
拝
見
可
致
と
相
客
を
誘
ひ
、
い
つ
れ
も
炉
辺
へ
よ
り
流
れ
を
拝
見
し
、
能
御

　
　
　
　
流
れ
二
候
と
感
す
れ
ハ
、
亭
主
も
此
時
火
箸
を
と
玉
め
て
共
々
感
し
て
、
客
よ

　
　
　
　
り
の
挨
拶
ユ
可
応
、
此
観
念
口
伝
あ
り
、
風
炉
会
ニ
ハ
此
拝
見
無
之
、
観
念
の

　
　
　
　
子
細
も
な
し

　

【を
り
ー

草

】
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「
不
時
会
」

　

一
態

と
仕
付
た
る
飾
り
を
嫌

ふ
、
只
常

の
ま

玉
な
る
所

へ
請
す

へ
し

　
　

一
説

二
い
か

に
も
秘
蔵

の
道
具
な
と

一
色

二
色
出

シ
、
真

二
す

へ
し
、
心

ハ
草

　
　
　

か
よ
し
云

々
、
此
説
謂
無

ニ
ハ
あ

ら
ね

と
、
不
時

の
本
意

ニ
ハ
か
な
ひ
か
た

　
　
　

し
、
依
而
先

は
用

ひ
す
、
猶
委
敷

ハ
ロ
伝

二
有

　
　
　

「
雨
中
会
」

　

一
手
水
鉢
、
蓋
す

へ
し
、
露
地

一
体

へ
水
打

二
及
は
す
、
門
下

・
軒
下

・
雪
隠

な

　
　

と
乾
き
た
る
所

へ
、
徒
然

二
露
を
も

た
す
事
、

口
伝

　
　
　

「
首
途
之
茶
湯
　
餞
別
会
と
も
」

　

一
送
り
鑼
を
打
事
、
先

つ
は
不
致
事

な
れ
と
、
深
露
地
ま
た

ハ
外
露
地

の
模
様

二

　
　

よ
り
、
見
送

り
す
み

て
水
屋

二
入
り
、
静

か

二
鑼
を
打
事
、
誠

二
功
者

の
上

な

　
　

る
所
作
な
り
、
打
数

は
定

り
な
く
大
小

の
差
別
も

い
た
さ
す
、
平
等

二
打

つ
へ

　
　

し
、
猶

口
伝

　
　
　

「
柴
火
会
　

ふ
す

へ
茶
」

　

一
是

ハ
野
懸

の
茶
事
也
、
山
野

二
て
土
を
ほ
り
、
松

な
と
の
え
た

に
釜
を
釣

り
て

　
　

茶
を
点
す
る
こ
と
、
定
り
た
る
事

ハ
な
し
と
云
と
も
、
根
元

の
格
は

一
ツ

ニ
そ

　
　

な

は
ら
す
し
て

ハ
成

し
か
た
し
、

口
伝

【初
十
箇
条
】

　
　
　

「
○
底
取
炭
所
望
」

の

「
底
取
手
続
」

　

一
初
炭
之
節
底

を
取

ニ
ハ
、
都
爺
初
炭

の
手

つ
玉
き

二
て
、
半
田
持
出
し
、
底
取

　
　

候
分
は
前
条

の
こ
と

し
、
極
寒
の
働
き
座
中

へ
半
田
を
出
す
と
き

ハ
、
正
客
膳

　
　

を
持
出
し
、
退
く
時
も
ち
引
な
り
、
眦
聾
礪
湘
儀

【炭
之
書
】

　
　
　

炭
を
継
方
之
事

　
　
　
　
　
　
　

炭

お
か
は
た
と

ひ
習
ひ
に
そ
む
く
と
も

　

一
二
火
移
り

　
　
　
　
　
　
　
　

湯

の
よ
く
た
き
る
炭

ハ
す

み
な
り

　
　
　
　
　
　
　

炭

お
く

に
な
ら
ひ
は
か
り
に
か
エ
わ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　

湯

の
た
き
ら
さ
る
炭

ハ
け

し
炭

　
　
　
　
　
　
　

炭
お
か
は
五
徳

は
さ
む
な
十
文
字

　

ニ

ニ
去
嫌

ひ

　
　
　
　
　
　
　
　

丁
山
形
人
を

い
む
な
り

　

三

二
炉

二
向
ひ
　

　
決
断

し
て
炭
を
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炭
お
く
に
習
ひ
の
こ
と
く
嗜
み
て

　
　
　
四
二
火
箸
障
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

火
は
し
さ
は
り
も
こ
Σ
ろ
尽
せ
よ

　
　
　
五
二
初
置
た
る
炭
置
替
す
、　
　
　

六
二
炭
灰

二
埋
ま
す

　
　
　
七
二
中
よ
り
落
た
る
炭
、
其
儘
趣
向

右
七
ケ
条
口
伝

　
　
　
*
こ
の
他
、　

【身
之
曲
尺
】
に
二
箇
所
、　
【浜
之
真
砂
】
に
一
箇
所
あ
り
。

⑳

片
桐
宗
猿
筆
の
「石
州
流
片
桐
家
系
図
」
(『彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』
三
〇
六
四
九
)

　
や
、
嘉
永
六
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
荒
川
善
蔵
か
ら
到
来
し
た

「石
州
茶
道
相
伝
之

　
系
図
」

(『井
伊
家
伝
来
典
籍
』
S
l
四
七
四
)
な
ど
。

(付
記
)　

本
稿
の
一
部
は
、
平
成
七
年
に
発
足
し
た
彦
根
城
博
物
館
に
お
け
る
彦
根
藩

　
　
　

資
料
調
査
研
究
委
員
会

「
彦
根
藩
の
茶
湯
」
研
究
班
の
講
演
会

(
二
〇
〇
〇
年

　
　
　

二
月
六
日
、
彦
根
城
博
物
館
)
に
お
け
る
著
者
の
報
告

「『
一
会
集
』
の
成
立

　
　
　

過
程
」
内
容
の
一
部
に
、
近
年
の
研
究
知
見
を
加
え
て
ま
と
め
た
も

の
で
あ

　
　
　

る
。
講
演
会
で
の
報
告
内
容
と
は
見
解
を
改
め
た
部
分
も
多
く
あ
る
が
、
研
究

　
　
　

の
進
展
と
し
て
ご
寛
恕
願
い
た
い
。
な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
研
究
班
長

　
　
　
熊
倉
功
夫
民
を
は
じ
め
研
究
員
各
位
に
は
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
ま

　
　
　

た
、
彦
根
城
博
物
館
に
は
資
料
閲
覧
の
使
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な

　
　
　

が
ら
深
甚
の
謂
意
を
表
し
た
い
。
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表1一 ①　 丁闖書控」上之巻

番矧劇 条

表1　 策湯尋麕一覧

*「 条文頭書」欄中のrO」 の付号は 「聞書控」の冒頭に付 されたもので,

文 頭 書 引 用　箇 所

「◎」はrO」 に合点のあるものを示す。

厂茶湯尋書」との対応関係

d1

02

03

04

05

06

07

0S

O9

10

zz

12

13

14

15

16

17

18

x9

20

21

22

23

24

25

26

27

28

10

11

65

12

66

67

63

64

96

154

68

69

16

136

58

109

106

107

108

ユ5

17

25

73

74

75

◎極暑之節風炉ノ中ヲシテ炭ヲ置キ釜 ヲ懸ケサル事致候哉

◎道具無シノ数寄 ト云テ懸物 ヲカケ,長 板ニー ツ……

◎茶箱 ノ手前 二客湯 ヲ乞テロ中ヲ改候程ニ……
◎風炉ノ釜 ノ蓋 ヲ竪二取 リ候事,逆 勝手二而,… …

◎続薄 ト申事,当 流二有之候哉

◎囲炉裏 ・五徳居様,是 迄者四畳半大目二者……

○本家片桐ニテ炭手前羽箒 ヲ畳二置候時……

○同ク家ニテ点茶仕舞二柄杓蓋置ヲ左手二持,中 腰ニテ……

◎平点規範,刀 自袂 ・渓鼠余談 ・逆流玄談 ・和泉草,右 等之書類……

◎口切之懐石二相定り候仕方 トテ有之候哉

◎左右 ノ三羽相用候哉

◎本家二而五ツ羽 トテ五枚結ヒノ羽 ヲ遣候,… …

○石州好二扇ノ行燈 ト申モノ有之候哉

◎同好糸目五徳 ト申モノ有之候哉

◎同好真塗ノ炉縁二菊ノ蒔絵致候モノ有之候哉

◎茶席ノ懸物,掛 ケ外シニ竿 ヲ用候哉,又 ……

◎面桶ノ酒 トチ目向ケ方之説,区 々二聞へ申候,何 方へ向候……

◎待合ノ鳴物を釣候二者,何 紐二て釣候か本式二候哉

◎擂茶かへしノ事,諸 説有之候,当 流何ノ説ヲ用候哉

◎雪吹ノ説如何
◎雪吹濃茶二用候哉

◎中次者薄茶器と心得候,但 し敷紙ノ節ハ如何哉

◎茶席二画斗之懸物者掛ケ不申事二哉,… …

◎釣香炉ハ何方二釣たる炉宜候哉

◎二重切ニー方入候時ハ上か下歟

◎釣釜者春致候か本躰といふ事,如 何

◎台目柱有之席ニハ,釣 釜ハ不致候哉

◎手取釜 ノロ,何 方へ向候哉

未詳
未詳

未詳
朱詳
「初十箇条」に 「附薄」あり

「灰の書」の 「囲炉裏灰形」にあり

「逆流玄談」は 「を り草」の 「正客差支

……」で採用,「 刀自袂Jはrを り草J

で1回,「 和泉草」は 厂一会集」で2

回,rを り草」で5回 採用あ り

r会 集」では採用するもr必 ず とすへ

からす」とあり

未詳

未詳

未詳
未詳
「一会集Jに 採用

未詳

現存せず(嘉 永元年頃)

未詳

未詳

厂初十箇条」に 厂雪吹包」あり

「初十箇条Jに 「雪吹包」あり

「茶道下留」の 厂当流茶事稽古次第」に

厂中次敷紙之伝」あ り

未詳

r-一会集」のr腰 懸」に採用

未詳

未詳

未詳

未詳

井伊22632:年 月 日未 詳(嘉 永 元年

頃)

*1'0.18～22ま で5ケ 条 全 部 を 収録 。

*尋 書 では,18は22の 後 に 入 る。

井伊22631:年 未詳12月 ユ5臼付(嘉

永元年頃)
*Nα23～32ま で10ケ 条全部を収録。
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顋
驛
巽
潟
贏
聴
夐
榊
e
隱
椡

29

30

sr

32

33

34

35

36

37

rs

14

62

59

60

61

145

　　 146

381エ8

39

40

41

42

43

44

45

46

47

4s

49

50

19

26

27

28

29

132

38

41

45

46

48

56

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

工00

101

102

99

94

92

93

95

1s＄

137

141

◎冬風呂を置候ニ……

◎逆勝手之台子長板……

○逆勝手二台目庸ハ無之 ト……

◎廻 り炭 ・廻 り花といふ事,当 流にも……

◎石州二老,炭 之寸法定められすといふ事如何

◎初炭ニハ胴炭前二置,後 炭二者胴炭向二置といふ事……

◎初炭 ・後炭済て薄茶点仕廻,今 一度……

◎唐銅七宝杯之香合者,冬 か夏か

◎塗物木地物香合二薫物を入炉之節用候ても……

◎数寄屋二空柱致候事有之哉

◎香之茶 ・茶之香といふ事,… …

◎釣舟花入数寄屋二釣 り候向方如何

◎釣瓶之花入,図 物二も見当り不申候,… …

◎夜花を不入,又 白キ花者入候なとと申候,… …

◎雪中花入を出シ,花 を不入,又 赤キ花入候……

◎三百ケ条二柄 ノ有火箸三膳有,注 ニー膳ハ…・・

◎敷松葉揚様如何

◎露地ハ下駄を用候事,本 体と存候……

◎雨中迎二出候二,亭 主も露地笠用候哉,… …

◎夜中迎二出候二,手 燭を用,風 雨之節ハ……

◎寒天之節,つ くはい一湯を出候事,… …

◎夜咄 ・夜込ノニ会者,炭 を不致前二,先 薄茶 ・

◎茶掃様,杉 なり山な り如何……

◎長盆大円盆者,台 子二限り候哉……

◎遠州流二小円盆と申而,肩 衝を乗候盆有之候……

◎水指棚袋棚等二遣服紗むすひて飾 り候事……

◎当流七種蓋置ハ……

◎七種蓋置ノ内こほし……

◎竹之蓋置,台 子長板ニハ不用……

◎茶湯之節ハ,釜 敷紙 ヲ今ハ是非用候得共……

「を り草Jの 厂風炉之名残会」に採用

未詳

厂廻 り炭 ・廻 り花 ・花月三式書」あり,

また 厂炭の書」では 厂当流ニハ旧来その

沙汰なけれとJと しながら採用する

「炭の書」にごあ り

厂炭の書」にあり

厂一会集」にあり採用

未詳

厂茶道下留」ではこの説採用せず

未詳

「をり草」のr夜 込」香を焚 くこと

未詳

未詳

厂をり草」では 「花は白色に限る」

　厂をり草」では 厂赤き花も当流二而は用

いず」

未詳

　「一会集」に採用

　r-一会　Jで は草履を用いず
t　「一会集」では 「雪中」のことあり
「をり草」のr夜 会Jに あ り

「一会集」にあり,「閑夜茶話」にもあり

厂をり草Jのr夜 会」で採用

◎石州好之扇子有之候由,… …

◎茶汐筒ヲ入候袋色々二致シ有之候,… …

○蕨箒 ・藁籍寸法拵様……

未詳

未詳
未詳

未詳

1未詳
未詳

未詳

　「一会集」には釜敷として釜敷紙 ・組物

を併記

未詳

未詳

未詳

井 伊22627:年 未 詳 正 月19日 付(嘉

永2年)

*Na33～50ま で20ケ 条 の 内,18ケ

条 を 収 録 。

*Na48と49の 間 に次 の2ケ 条 あ り。

① 「客者亭主之指置候手燭 ・灯籠

　之類を上客持候て露地へ入候哉

　　 ・'」

② 「中立之節者,亭 主軒下へ燭を

　延してよりしく哉」

井 伊22598:酉2月17日 付(嘉 永2

年)

*Nα51～70ま で20ケ 条 全部 を収 録 。
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7s
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◎易戸ハ何レ之窓二も用意致置事……

◎茶湯之節,初 入ニハ亭主肩衣着シ,後 入点茶……

◎足袋ハ暑寒共必ス用事 ト心得候,… …

◎松葉ハ初冬二敷候 より春揚ケ候迄敷カへ不申……

◎松無キ露地ニハ松葉敷不申由,… …

◎夜会二客座入致シ懸物或ハ花ヲ見候為……

◎席中ニテ短檠之油ツキ候事,… …

◎亭主迎二出,立 帰り候節者,た とヘ……

◎待合鳴物敬客二者不用,亭 主出る案内致候由,… …

◎台子七飾 ト云ハ何々ヲ申候哉

◎竹台子及台子二者奈良風呂飾焼物之水指……

◎残火跡見ノニ会差別,当 流二も有之候哉,… …

◎丸板者,鉄 風呂……

◎一閑人蓋置人形向方如何

◎千家ニハ堂腰懸 ト申モノ有之候……

◎小座敷抔を待合二用候時ハ亭主椽際迄も……

◎亭主迎之事,中 潜 リニ而も猿戸二而も外ヘ……

◎石州好之円座有之候哉

◎大雪ニテ飛石埋 レ候節,仕 方如何

◎自在者,老 人二限り候哉,… …

◎道幸,是 又老人斗用候哉

◎紅服紗,老 人少人用候と承 り申候,婦 人二ても……

◎天 目ヲ台ニノセス平手前二致候事有之哉

◎他流二台茶碗 と申而,常 ノ茶碗 ヲ台ニノセ点茶致候事……

◎茶巾,今 ハ皆々端縫ヲ致用候得共,… …

◎当世茶人之懐石附ヲ見候二,数 寄屋飾付之外ニ……

◎数寄屋 ノ床柱,又 者道具畳隅柱二花入之……

◎織部百ケ条二三釘之時,先 中ヲカケ……

◎同人 ノ説二貴人相伴候節,円 座 ヲ飛石二下 しスハ リ居候,… …

「をり草」に 「夜込」に採用あり

「一会集」これを採用せず

「一会集」に採用

r　会集」に採用

r-一会集」に採用

「を り草」の 「夜込」で採用

「を り草」の 厂夜会Jで 採用,但 し貼 り

紙で追加

厂一会集」に採用

厂一会集」では 厂草庵清規」として必ず

「鳴物」を用いると強調→真懐石と関係

するか

未詳

未詳

「を り草」において,明 確に区別する

未詳

未詳

「一会集」には 厂堂腰懸」を載せる

未詳

「一会集」に関係記事有 り

未詳

「を り草」にあるが,採 用されず

未詳

未詳

厂閑夜茶話」にあ り

未詳

「無盆唐物点」にあ り

「茶道下留」にあ り

厂一会集」に採用

未詳

「一会集」採用せず

○風呂茶湯者,席 入直二懐石ヲ出シ,済 テ炭置候事故……

◎席中へ下 ケ物者不用事二哉,… …

◎遠州二而者菓子ノ跡二必水栗出候,石 州二者……

◎釜之仕付鐶,炭 之節者,服 紗二而上下シ致候,点 茶之節ハ会釈如何哉

◎重茶碗二尊卑之茶巾ニツ持出,仕 廻ニーツヲ……

「一会集」に採用

r-一会集」Y'採 用

未詳

未詳

井伊22628:年 未詳3月21日 付(嘉

永2年)

*Na71～90ま で20ケ 条全部を収録。

勢この箇条,千 家紋々斎荒居善長

筆記の 「扱物筆記抜書」(306幽)

にあり。

*こ の 箇 条,119と 併 せ て 清書 の

23と な る。

井 伊22608:酉.=　 　 付(嘉 永2

年)

　 Na91～99ま で10ケ 条 の 内,9ケ

条 を収 録 。
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◎三百ケ条二,数 寄之賞花之事,諸 説利休めさし柳と定メ……

〇三百ケ条二,塗 縁春者しら縁二取替ル事・・…・(抹消)

◎三百ケ条二,茶 湯者仏道歌道ヲ兼タル由申伝,… …

◎本家二者,石 州之事茶ハ専 ラ武 ト申唱候,… …

◎風炉二而釜之懸下シニ必膝立候哉,… …

◎風炉之前土器,寒 冷之間者,… …

◎奈良風炉ノ中,品 々申伝候,古 法何 レヲ……

◎炉中ノ灰,冬 春 ノ差別如何哉,… …

○炉 ノ茶湯,炭 手前 ノ節,炉 中拝見者炉辺へ打ヨリ見,… …

◎風炉 ヲ炉之跡二居へ,風 炉二而釣釜致候事,… …

◎筒茶碗 ノフカキニハ,長 茶筅用候哉,… …

◎筒茶碗二茶筅茶杓仕込候二者,千 家ノ如ク仕込候 トモ申,… …

◎花所望之時,客 花入候ハ ・退出之節,必 揚ケ置……

◎むかしハ懐石たへ切候事候,… …

◎数寄屋二てノ盆点者全 く唐物拝領物等茶入賞翫二而……

◎風炉二而濃茶之時,中 仕舞の釜の蓋……

○風炉二て濃茶の時,水 指之ふた茶 ヲ汲入候 とき,

◎今世出家之茶人,茶 服抔といひて袈裟衣者 とり,長 合羽の如き……

○婦人こと立候茶湯之節,亭 主二ても客二ても……

○婦人吸茶之節,男 子之如ク只指二而一寸拭ひ候はかリニては如何……

◎待合腰懸二硯箱出し候節,常 飾り付之通奉書敷可申候哉,

◎茶入之巣蓋置様,巣 を客付二おき,茶 入二景有るハ巣を勝手之方ユ…

◎棗之袋二大津袋といふもの当流にても用ひ候哉

◎懸物を懸て床柱二花入をかけ花を入候者,如 何様之節致候事哉

◎道具畳之隅二柳釘 といふ釘アリ,… …

◎大羽釜を炉二かけ候二,透 木を……

◎長板九段いつれ二ても濃茶点候て不替哉,

◎穂屋蓋置遣候節,釜 中ふた致候節者……

◎台子長板等二而,板 立飾 り有之候ハ ・,… …

◎平手前二柄杓置かたき蓋置,釜 中蓋ノ時……

◎しほり茶巾と申而,茶 巾水二ひたし……

「一会集Jに 採用

未詳
「入門記」に通じる

未詳

未詳

厂茶道下留」にあ り

「灰の書」にあるもr当 流」では 厂ふく

さ灰」のみとする

未詳

未詳

未詳

厂を り草」に 厂花所望」のことあるが,

これを採用 せず,ま た 「一会集」では

「花所望」は 「別巻二記す」とあ り

「一会集」)'Yあるが,骨 などは蓋物に残

し置 くとある

厂無盆唐物点」などにあり

厂一会集」に採用

厂一会集」に硯箱のことあり

未詳
厂閑夜茶話」にあり

未詳

未詳

未詳

「長板九段」に関係あ り

未詳

未詳

未詳
「初十箇条」にあ り,「 茶道 下留」の

厂当流茶事稽古次第」に追記される

*99の 後に 「一先師之言二茶者虚

二して実に之道と云々……」の箇

条あり。

井 伊22626:閏4月16日 付(嘉 永2

年)

*Na100～109ま で10ケ 条 全 部 を 収

録 。

井伊22633:年 月 日未詳(嘉 永2年

頃)

*Na110～ 下巻129ま で20ケ 条全部

を収録。

*88と 併 せ て清書 の23と な る。

①
◎っ



鹽　　表1一 ②　 r聞書控」下之巻

番号閣 条 文 頭 書 引 用　箇 所 「茶湯尋書」との対応関係

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

工40

r41

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

142

143

144

97

152

113

110

iil

112

117

1is

114

116

115

129

149

147

i4s

150

r5s

128

Yls

120

121

122

○宗閑先生工夫之薫物合方有之様承り居候,… …
◎宗閑先生風炉二姓被申候香木者,伽 羅沈香……

◎風炉二煌候香木寸法有之候哉,… …

◎五 ツ羽と申もの,真 の物二て石州も……

◎舟之花入,床 ノ内二釣候釘,何 レニ打候かよろしく哉,… …

◎風呂之茶湯,初 座之障子を明け,後 座ハ障子……

◎茶湯初入之節,熨 斗を出す事,… …

◎自然,長 上下二て点前いたし候二者,… …

◎古茶所之図二,上 座 ノ上 ノ方二給仕口付たる茶所有之候,… …

◎濃茶一順給廻し,詰 之者御茶はらひ……

◎薄茶之そ 玉き湯,亭 主客へ挨拶之上たへ候事,… …

◎酒を不出懐石ニハ,香 之物を膳二付るといふ事……

◎沓脱石刀掛石,并 二軒下ニハ水を不打と有之書物……

◎腰懸二其 日之客付を認メ出し置候と申事,… …

◎割鐶之扱,釜 二通し候時,割 目を外二いたし……

◎後炭客二所望いたす時者,亭 主釜を上ケ炉辺をはき……

○石州も水栗を被出候由,水 栗ノなほし形定 り有之候哉

○石州好 ミの菓子ハ無之哉

◎台子之炭ニハ枝炭を遣はすといふ事……

○茶湯初入二熨斗を出す事,初 之客,… …(133と 同 じため抹消される)

○ 自然,長 上下二て点前……(134と 同 じため抹消される)

◎大香合二小香合入子二いたし……

○亭主初之薫物一種たきて……

○台子先之屏風ハ六枚折小屏風……

○客花所望二合ひ席上二て花入候節……

◎鐶を棚二飾候時ハ,鐶 台ノ上二乗せ飾 りて……

◎茶所之軒二刀掛あれハ,客 是迄も帯刀いたし,露 地入すへし……

◎初入二懸物をかけ後入二香炉,又 は盆石之類飾 り……

◎点前 ノ後,水 さして釜の湯かへしいたすハ何之為二候哉

◎釣鉄灯籠ハ,昼 ハ取入候事と承 り候,然 れバクサ リモはつし可申哉

厂茶道下留」に採用

未詳

丁茶道下留」にあり

未詳

未詳

r一会集」のr数 寄屋掃除丼簾」にあ り

r-一会集」の 厂初入」にあ り採鬧する

未詳

未詳

「一会集」の 「濃茶点前」に採用する

未詳

未詳

r一会集」の 「腰懸の石……」にあり

「一会集」では 「決而不致事」と否定

未詳

未詳

未詳

「茶道下留」ではこの説採用せず

厂をり草」・「初十箇条」に採用あり

未詳
「一会集」で採用

未詳

未詳
未詳

現存せず(嘉 永2年 頃)

O
想



表1一 ③　 r聞轡清書」のNo.155迄 の内 「聞書控」上 ・下之巻 ・「茶湯尋轡」に見られないもの

翻網
なし 36

47

72

76

86

130

131

135

123

124

1z5

r2s

127

139

140

151

条 文 頭 書

宗関先生,平 日点茶被致候 二者,如 何之着服候哉,… …

揚簀戸ハ,外 の方へあけ候か,又 内の方へあけ候か

長炉の灰者,ふ くさ灰かき上 ケニてよろしくや,… …

水滴茶入之口,何 方へ向ケ候哉

丸板者,鉄 風炉二取合候と申候,左 様二て宜候哉

大鐶之あしらいとて有之候哉

火箸曲之鐶あしらい有之哉

大平茶碗ニハ茶杓如何組入候哉

台目の席二隅棚なきニハ小形なる水指棚置付候事ハ無之哉

袋棚置付茶湯之節,客 袋之内をあけ見候と申事如何

道幸も同様,明 けて見ると申事如何

道幸点之時,仕 舞二水指取かた付,水 次を指出,水 つき候ニハ不及……

懐たんすも同様,蓋 を明けて見ると申事如何

石州好臘燭本形懸目如何

石州好ふすま紙二水玉紙 と申本形如何

客へ花所望いたしたる時,和 巾上ニテ花 二水打候事ハ如何いたし……

引 用　箇 所

r　会集」にあるが,羽 織は法体の着服

を原則とする

未詳
「灰の書」に採用

未詳
未詳

未詳
未詳

未詳

未詳
未詳

未詳
未詳

未詳
未詳

未詳
「をり草」にあるが詳しく触れず

「茶湯尋書」との対応関係

現存せず(嘉 永2年 頃)

表1一 ④　 厂聞書清書」

鷭i劇
なし 156

157

158

159

160

1si

162

163

164

1s5

条 文 頭 書

懸物外題飾之時ハ,先 つ飾り之儘拝見致し……

拝領之釜を披き候ニハ……

拝領之花入ハ水はか り入,花 を不入方よろしく哉

拝領之ふ くさハ,濃 茶出し服紗二用候……

拝領之香木,薫 物を用ひ候 二者,… …

当日の客より花到来之節,・・…・

広間点の心得如何候哉

付薄之時ハ,濃 茶を点し湯すすきいたし……

真之ふXき 包の時,ふ くさ懐中いたし候節いかエ……

茶筅飾 り二て,濃 茶を点候ニハ,茶 碗へ茶入を入候……

引　用　箇 所

厂をり草」の 「跡見会」にあ り

未詳

未詳

未詳

未詳

「一会集」の 「客より贈 り物之事」に採

用,「 をり草」の 「夜会」にもあ り

r初十箇条」に 「広間点」あ り,茶 道下

留にあり採用

r初十箇条」の 「附薄」で一部採用する

が,客 より所望は否定する

「初十箇条」の 「ふ1き 包」では,遣 袱

紗は腰につけるとし,こ の説を採用せず

未詳

「茶湯尋書」との対応関係

井伊25630:年 未詳11月21臼 付(安

政3年)

*Na156～165ま で10ケ 条全部を収

録。

*包 紙上書 「茶事尋書」

H
寸



なし

なし

1G6

167

168

rs9

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

袋切茶入二取合如何様二てよろしく哉

炉縁二茶杓置候事者古書二見へたり,… …(図 入り)

炉縁二茶巾置候事も有之候哉

中次敷紙之伝,諸 流 二重んし候者,何 之子細二候哉

石灘流二服之伝と申事有之哉

口切之外,茶 前の床二壺を飾 り候 ニハ,茶 の詰 りたる壼を……

釣舟,冬 も用ひ候てくるしからす哉

釣舟手桶の水指運ひ手前の節,取 り手二手巾を……

底取御見せ候へと客より所望いたし候事他流二有之,… …

盆点之とき服紗を乞出す事もあ り哉

松之木盆二て盆点の時,常 のことく盆拭ひ候哉

或書 二盆点之跡二て其道具二て薄茶点る……

天目台二服紗を添出す事,他 流二あり,是 ハ台二のせ……

薬鑵点 といふ事有之哉

囲炉裏二も透木を置,大 羽釜を懸ケ候事,… …

石州作の茶杓二も節下 り二て鶴首なと……

茶碗をこほし二入子二いたし候手前有之哉

駅路の蓋置扱方有之哉

禅僧を招請の節,懐 石に酒を不出……

待合ならし物,場 所二より腰懸を……

待合腰懸二掛灯台をかけ……

炉風炉灯火置所如何,手 燭ハいっれ二置候……

広間台子之主意ハ如何,… …

懸物 と花取合之事,た とヘハ……

万年青 ・南てんなとの実物はかり花二入候てもよろしく哉,… …

雪中二赤き花を入候 と申説,然 るへからさるや う二候,… …

遠州流二紅 ノ茶巾を雪中二遣ひ候 よし,… …

書院の飾 り二塵壺 と申もの,利 休には床棚なとニハ飾 り申さす……

或書二本式書院,萩 ニハ卓下花生置事なし,… …

利休ハ竹の床柱おもしろからすと申候由,侘 ニハ石州にも……

未詳

未詳
未詳
厂茶道下留」の 厂当流茶事稽古次第」に
「中次敷紙之伝」あり

厂茶道下留」・r閑夜茶話」にあり

未詳
未詳
未詳
「初十箇条」に 厂底取炭所望」あり

未詳

未詳
未詳
未詳

未詳
厂茶道下留」に 「透木寸法」のことあり

未詳
厂初十箇条」でこの説を採用せず,敢 え

て行うとする

未詳

未詳
未詳
「をり草」に採用

「をり草」では 「惣して,灯 火 ・手燭の

置所は,急 度定 りたる事なし,兎 角明り

の利き加減二より指引すへし」とする

未詳

未詳

未詳

rを り草」では 「雪中二花を入 る工事,

古来用捨する由,梅 ハ興二よると云々,

尤 白き花を不入,赤 き花も当流二而は

好ます,… …」とする

「閑夜茶話」にあり

未詳

未詳

未詳

井伊25350:巳 正 月12日 付(安政4

年)

*Na166～186ま で24ケ 条全部を収

録。

**関 連資料:井 伊25315(控)

*尋 書には,180の 後にr　 風炉

二て夜の点刹……」の一条あり。

井 伊25353:巳2月21日 付(安 政4

年)

*Nα187～199ま での13ケ 条 。

**包 紙 上 書 「巳 二=,　 C出,同

三 月廿 七 日着,△ 茶道 尋 書,内 ニ

ケ条 再問 す へ し」

*尋 書 には,195の 後 にr-一 夏 ハ

平 茶 碗 … …Jの 一 条 あ り。

N
博



なし

196

197

198

199

200

201

202

00

4

0

0

9
日
ウ
β

205

206

207

208

209

腰懸へ出したる多葉粉盆 ・火鉢を,薄 茶のとき席へ出して……

干菓子バー躰退出之時分,客 何 レも配分いたし持帰 り……

取合せもの二足打の膳を懐石二用ひ候てもよろしく哉

流祖石州,万 里一条鉄之語を以て茶事の極意せらる1事 者,… …

組物之炭取二籠の花入ハ指合用ひかたく哉

棚飾り二鳥の香合二三羽飾り付てハ指合可申哉
柄杓かけの釘二懸灯台をかけ候事,… …

木地片口の水次ニハ,蓋 置を不用,… …

後炭の節,灰 器へ香合を入る玉二,香 合の蓋 とり……

席上二て短檠二油次き候事ハ如何いたし宜く哉

芋茶杓,常 の手前二用ひてもよろしく哉,… …

茶入茶碗御物袋二入たるを,由 緒もあらハ其袋の儘二て席上へ持出し…

雪中飛石の雪を払ひても,又 ふり……

腰懸之板木,亦 者木魚なと釣置事,… …

厂一会集」・厂を り草」では採用せず

未詳

厂一会集」貴客の節も常の折敷の うちヘ

……よろしき也

「閑夜茶話」に 「万里一条鉄」のこと

未詳

未詳
「をり草」にr木 灯台 ・懸灯台ハ至而小

間二用ゆるもの也,懸 灯台ハ柄杓懸の釘

にかくる,又 灯火を床二置 く事もあ り」

未詳

厂茶道下留」にrO古 書 二灰炮録ノ図有

り,後 炭炮録灰サシ,此 灰サシニ香合入

テ出ス,尤 香合ノ蓋取,勝 手二残シ,身

バカリ入 レ出也,　 観云,香 合ノ蓋ヲ勝

手二残スr云 コト可追考」

rを り草」に 「一席中ハ短檠 ・竹檠之類

灯すへし,灯 心五筋か七筋,当 流二てハ

ばら灯心を用ゆ,も し余り乱れたらは其

内壱筋,先 二てむすひてもよし,長 サバ

短檠ハ箱まて,竹 檠ハ筋迄,猶 又短葉ハ

箱の上二奉書を敷,下 皿をのせ,竹 の楊

枝一本置 く也,箱 の内 二は油次を入置

く」

未詳

未詳

rを り草」に 厂一深雪のときハ席入中,

幾度 となく掃払ふへし,雪 かきをもちて

あけてもよし,又,飛 石通 りの雪を踏付

て飛石のことくさんたわらを並へ置く事

もあり」

厂一会集」に 「一腰懸の版木槌とも心を

付へし,内 外腰懸あらハ,外 腰懸にか 玉

るなり」

r-一会集」に 「一腰懸二客落付たらハ,

詰正客へ挨拶して版木を可打,又 ハ木魚

二ても同し,尤 相伴之衆邪魔二なるへき

所ならハ版をうつ うちハ腰懸をはなれ居

井伊25349:巳4月26日 付(安政4

年)

*Na200～214ま で15ケ 条全部を収

録。

*関 連資料:井 伊25351(包 紙 上

書 「巳四月廿六 日出,万 事尋之下

書」)

◎う
郊



なし

なし

aro

211

212

213

214

215

216

217

2r8

219

220

a2i

222

223

224

225

軒下の刀掛二丸竹二本切かきをしたる刀掛,流 義二もいたし候事二哉

床二入置たる花を客退出のとき所望あらは,花 入 とも二勝手……

古き懐紙詠草なと表具無之品を床二かけんと思ふ二,新 二表具いたし…

茶席の床二小幅の対の懸物をかけ候てもよろしく哉

置船と云ハ唐銅の舟を床二薄板を敷,其 上二おきて……

二種点之時,後 の茶呑たる茶碗をも始 ノ節のことく……

懸物表具色の取合上下薄く中縁濃き方可然哉,… …
一文字風帯と中縁 と者,何 レノ方濃きかよろしく哉

夏夜短檠の灯火二虫あつまり候,こ のふせき何ぞ短檠の覆ひ二ても……

風呂の茶湯二後炭をいたさす,初 の一炭二ても不苦哉,… …

後座二釣払子,又 者如意をもつ り,… …

濃茶の服加減,大 凡一入前懸目如何程 と云事,石 州の定め有之哉

炭手前のとき,鐶 を懐中いたし行候てもよろしく哉,… …

遠州流二遣ひ和巾を時々懐中いたし候,石 州流二も遣ひ和巾懐中の事…

懸物のかはり二床二巻物 ・冊の物 ・手鑑等飾 り候てハ如何可有哉,… …

当流二額之好有之哉(額 寸法入り図あり)

へし,

当流打様　△一△　△　△　△　△　△
二槌たムみ打,客 の数を打也,」

未詳
未詳

未詳

未詳
未詳

未詳

未詳

未詳

未詳

r一会集」に 「いつも中立の内二さし火

抔致は大なる僻事也,

初めの挨拶すみて懐石を出シ,次 二炭

を直し中立し,程 無く後入,」

rを り草」に 「一花のかは りに置香炉 ・

釣香炉,又 ハ如意 ・払子等,飾 る事もあ

り,盆 石を置 くもよし」

未詳

未詳

「一会集」に 「亭主懐 中物,小 菊紙一

折 ・釜敷紙 ・和巾二つ 一つは腰二付,

今一つは懐中」

1未 詳

「茶道下留」にあり

井伊25629:年 未詳6月8日 付(安

政4年)

*No215～224ま でIOケ 条全部を収

録。

現存せず。*「 茶湯亭主心得書J

の寸法と同じ。

導


